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　　　１




　対戦格かく闘とうゲーム《ブレＢイン・バーストＢ２０３９》のプレイヤー、すなわちバーストリンカーとなるための方法はたった一つ。

　すでにバーストリンカーである者から、ＢＢプログラムをコピー・インストールしてもらうこと。その際には、双そう方ほうのニューロリンカーを有線直結しなければならない。インストールに成功すれば、コピー元とコピー先の二人はかりそめの──しかし加速世界では最も強固な絆きずなである《親子》関係によって結ばれることとなる。

　ハルユキの《親》は、黒の王ブラック・ロータスこと黒クロ雪ユキ姫ヒメ。

　四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイの《親》は、ミラー・マスカーこと実兄の四埜宮竟キヨウ也ヤ。

　日クサ下カ部ベ綸リンの《親》は、スカイ・レイカーこと倉クラ崎サキ楓フウ子コ。

　その楓子の《親》は──。

　……そういえば、僕、レイカー師し匠しようの親の話って聞いたことないな……。

　傍かたわらに立つ楓子にちらりと眼をやりつつ、ふとそんなことを考えかけたハルユキだったが、横道に逸それそうになる思考を慌あわてて現在の状況に引き戻す。

　二〇四七年七月十八日木曜日、午後五時。

　ハルユキと楓フウ子コは、有アリ田タ家のリビングから無制限中立フィールドにダイブし、大天使メタトロンの力を借りて帝てい城じよう南門を突破、現実時間で約一ヶ月ぶりに帝城内部への侵入を果たした。そこで再会したのは、ハルユキの友達であるトリリード・テトラオキサイドと、もう一人。

　緑のレギオングレート・ウオールの幹部集団《六層装甲シツクス・アーマー》の第一席にして旧ネガ・ネビュラス《四元素エレメンツ》の一角、《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジ──。

　リードはハルユキたちに、グラフを紹介した。剣の師であり、《親》でもあると。

　それはつまり、謎なぞ多き若武者トリリードにプログラムを与えたのはグラフだということだ。そしてコピー・インストールを行うには、現実世界で互いのニューロリンカーを直結する必要がある。

「…………リード……それに、グラフさん…………」

　いまだ驚おどろきの醒さめやらぬまま、ハルユキは並び立つ二人に問いかけた。

「二人は……リアルでの知り合い、だったの……？」

　すると、リードが少し困ったようにグラフを見上げ、グラフは軽く肩を上下させながら発言した。

「んー、そのあたりはおいおい説明するよ、クロウ。それより先に訊ききたいことがありそうな顔を、さっきからレッカがしてるからな」

「へ……？」

　改めて隣となりのスカイ・レイカーに眼を向けたハルユキは、反射的にびくっとアバターを強こわ張ばらせた。

　茜あかね色いろのアイレンズに、ある種の光が宿っている。静かだが底知れない迫はく力りよくを秘めたその眼光は、《本当は怖いレイカー先生》が、本気の一歩手前まで怒おこっていることを示すものだ。

「グラファイト・エッジ」

　楓子が正式なアバター名で呼びかけた途と端たん、グラフがじりっと三センチばかり後退した。

「な……何かな、レッカ？」

「あなた、この場所にいるということは……帝城北門、四し神じんゲンブによる無限ＥＫ状態からはとっくに脱出しているわけよね？」

「ま……まあ、厳密に言えば、そうかな？」

「それは、いつごろの話？」

「じ……実は、三年前の帝城攻略戦のあと、わりとすぐに……」

「なら……なぜもっと早く、そうと言わなかったの！」

　そう叫んだ瞬しゆん間かん、スカイ・レイカーの華きや奢しやなアバターから青白い炎にも似たオーラが強きよう烈れつに放射され、ハルユキは再びびくーんと竦すくみ上がった。右肩に乗っかって周囲の様子を観察していたらしいメタトロンのアイコンでさえも、ぴたりと動きを止めた。

「あなたが無限ＥＫに陥おちいってしまったことを、メイデンがどれほど気に病やんでいたか知らないわけではないでしょう!?　あの子は、あなたを助け出すために、第四象限の……大規模殲せん滅めつ型がた心意技の修行までしていたのよ!!　誰だれよりも心優しい、あの子が!!」

　それは、事実だ。

　前回の帝てい城じよう脱出作戦のさなか、アーダー・メイデン──四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイは、大型の衛兵エネミーを排除するために、地面をマグマの池に変えるという恐るべき心意技を発動した。あの時、彼女は言っていたはずだ。この技は、四し神じんゲンブ専用に開発したのです、と。

　第四象限、つまり負の心意技は、使えば使うほど術者を《心の穴》へと引き込もうとする。具体的には、自分や他人へのネガティブな感情を増幅し、人格を歪ゆがめてしまうのだ。

　穴の奥の闇やみに捕らわれてしまえば、その先に待つのはただひたすら敵を求め、自分自身をも破は壊かいするまで戦い続ける無む明みようの修しゆ羅ら道どうだ。かつて初代クロム・ディザスターとなってしまったクロム・ファルコンのように。

　……そう言えば、ファルコンが強化外装《ザ・ディスティニー》を見つけたのは、この帝城なんだよな……。

　と、今度は過去に彷徨さまよい出しそうになった思考が、グラフの少しばかり真剣味の増した声に引き戻される。

「そうか……デンデンが……。そりゃ悪いことしちゃったなあ……」

　左手でがりがりとヘルメットを搔かきつつ右手を軽く持ち上げ、双そう剣けん使いは謝罪半分、言い訳半分の言葉を続けた。

「確かに、いちおうはゲンブの無限ＥＫから脱出できたことを、ロッタたちに伝えなかったのは俺の怠たい慢まんだ。ただ、伝えようにも方法がなあ……。俺、ロッタやレッカのメルアドとか知らないし……かと言って、いきなり対戦ふっかけるのもナンだし……」

「直接顔を合わせなくても、方法なんか幾いくらでもあるでしょう！」

　即座に楓フウ子コの雷が落ち、グラフのみならずハルユキもヒッと首を縮める。

「グレート・ウォールはよく領土戦で杉すぎ並なみを攻めてくるんだから、そのチームに伝言させてもいいし、あるいは単に無制限中立フィールドで昔みたいに派手なことをやらかすだけでもいいはずよ。あなたが現れて一暴れしたっていう話を聞けば、無限ＥＫから脱出できたことだけは解わかるんだから」

「ご……ごもっとも。ただ、二番目の案はちと無理だな……」

「どうして？」

　詰め寄るレイカーに、グラフは悪びれる様子もなく答える。

「だって、無限ＥＫから脱出できたって言っても、それは帝城の外側にじゃなくて内側に……だからさ」

「……内側？」

「そ。いくら俺でも、一人でゲンブの攻こう撃げきをかわしながら橋の外まで逃げ切るのは無理だよ。けど、北門なら出現地点のすぐそばだからさ。そっちならまだ可能性があるかなーと思って、やってみたらなんとかなったっつうワケ。つまり、俺が無制限フィールドで活動できるのは、この帝てい城じようの中だけってことに……」

「で……でも、それはおかしいですよ！」

　グラフの言葉を聞いたハルユキは、思わずそう叫んでしまった。

　双そう剣けん使いのフェイスマスクがひょいと向きを変える。決して凄すごんだりしているわけではないのに、鋭えい利りな形のゴーグルを向けられた途と端たん、完全なる自然体であるがゆえの迫はく力りよく──いわば底知れなさのようなものを感じてわずかに息が詰まる。

　胸に溜たまった仮想の空気をゆっくりと吐はき出しながら、ハルユキはまず確認した。

「えっと……グラフさんは、三年前の……第一期ネガ・ネビュラスの帝城攻略戦の後に帝城に入って、そこでリードに出会って《子》にしたわけですよね？」

　剣使いの師弟コンビが同時にこくりと頷うなずくので、先を続ける。

「……四し神じんを倒たおさずに四方門から帝城に入るには、門の内側の封印プレートを事前に破は壊かいしておく必要があるはずです。リードが、僕たちのためにそうしてくれたみたいに。けど、グラフさんが門を突破しようとした時にはリードはまだバーストリンカーじゃなくて、つまり中から封印プレートを破壊できる人は誰だれもいないはずで……いや、先にリードを《子》にしてから、封印を斬きってもらえばいいのかな……でもその場合、リードはどうやって中に…………」

　だんだん自分が何を言っているのかよく解わからなくなってきたハルユキは、語尾をもごもごと口中に濁にごしながら二人の顔を交互に見た。

　トリリードは、今度も何も言わなかったが、淡い微笑ほほえみの気配を漂ただよわせてちらりと師を見た。いっぽうグラフは「んんん[image: ～][image: ～]」としばし唸うなってから、後方にそびえる巨大な建物に顔を向け、言った。

「とりあえず、落ち着けるとこに移動しないか？　ここは、そろそろ衛兵エネミーが復活するかもだからさ」

「賛成です」

　と即座に答えたのは、楓フウ子コでもハルユキでもなく、右肩に乗るメタトロンのアイコンだった。

「あの城……お前たちは《本殿》と呼ぶのでしたか？　私は早くあの中を見たい。情報交換は後回しにして、速すみやかにあそこまで移動しなさい」

「……なんだか、ますます高たか飛び車しやっぷりに磨みがきがかかってきてるわね……」

　ようやく怒いかりの色を収めた楓子が、やれやれとばかりにかぶりを振りつつ呟つぶやいた。




　一ヶ月前、ハルユキと謡ウタイが帝城に突入した時のフィールド属性は《平安》ステージであり、脱出時の属性は《魔ま都と》ステージだった。

　三度目の今回は《月光》ステージだが、変化しているのはオブジェクトのデザインだけで、地形そのものは変わらない。帝てい城じよう南門前の広場からは北にまっすぐ広い道が延び、その先には巨大神殿と化した本殿が厳おごそかに鎮ちん座ざしている。

　前回、謡ウタイと一いつ緒しよに本殿を目指した時は、通路を恐ろしげな衛兵エネミーが巡回していたので、左右に立ち並ぶ円柱の陰から陰へと神経を磨すり減らしつつジャンプしなければならなかった。しかし今回はその衛兵たちをグラフとリードが排除してくれたため、古代の都になぞらえれば《朱雀すざく大おお路じ》ということになるのだろう道の真ん中を堂々と歩くことができる。

　まったくもってありがた申し訳ない話──ではあるものの、そう感じるほどに疑問も湧わいてくる。

　少し前を歩くグラフとリードは、いったいなぜ、ハルユキと楓フウ子コが今日この時間に帝城突入を試みることを知っていたのだろうか。ハルユキが事前に打ち明けたのは楓子ひとりだけで、それも作戦開始のわずか数十分前だ。とても楓子から誰だれかに連絡するような時間はなかったし、またそうする理由も彼女にはない。先の怒いかりっぷりを見れば、ここでグラフと再会するなどと思っていなかったことは明らかだ。

　では、グラフたちは、ハルユキの行動を予測して待ち受けていたのだろうか？

　自分が《わかりやすい奴やつ》だという自覚はあるので、行動を読まれることが絶対にないとは言えないが、それでも無制限中立フィールドで誰かを待つのは現実的ではない。何せこの世界では、一千倍に加速された時間が流れているのだ。どんなに我が慢まん強いバーストリンカーでも、来るか来ないか定かでない誰かを待ち続けられるのは半年が限界だろう。東京ミッドタウン・タワーを守護していた神獣レジエンド級エネミー・メタトロンを倒たおすために《地じ獄ごく》ステージへの変へん遷せんを待っていた緑の王グリーン・グランデと六層装甲シツクス・アーマー第三席のアイアン・パウンドも、三ヶ月でギブアップしていたはずだ。

　──まあ、グッさん一人だけなら、一年くらい耐たえちゃうのかもだけど。

　そんなことを考えてから、僕には絶対無理だとぷるぷる頭を振る。グラフとリードの師弟がハルユキ以上の我慢強さを備えていることは確実だが、それでも闇やみ雲くもに待ち惚ぼうけしていたとはとても思えない。恐らく二人は、何らかの手段で、しかもかなりの精度でハルユキたちの作戦を察知したのだ……。

「……とてもきれいな場所ですね」

　不意に左ひだり隣どなりでそんな声が聞こえて、ハルユキは視線を動かした。

　背中のゲイルスラスターを除装し、白い帽子とワンピース姿に戻った楓子が、感かん慨がい深そうに周囲を眺ながめている。デュエルアバターとしてはかなり生身に近い造形のフェイスマスクから、ごくかすかな囁ささやき声が零こぼれる。

「サッちゃんのための作戦ですけど、それでもいまここに彼女がいないのがとても残念だわ。加速世界の真実を知りたい……誰よりもそう願っているのはサッちゃんなのに……」

「…………はい…………」

　ハルユキも、同じ思いを嚙かみ締しめながら頷うなずいた。

　飛行能力を持つシルバー・クロウとスカイ・レイカーが全エネルギーを振り絞ってぎりぎり四し神じんスザクの守護領域を突破できたのだから、三人目を同行させる余裕がなかったのは確かだ。それでも、黒クロ雪ユキ姫ヒメを連れてくることができれば、どんなに喜んでくれただろう。

　以前、謡ウタイと交互に説明した帝てい城じよう内部での話を、眼を輝かがやかせて聞いていた黒雪姫の様子を思い出し、ハルユキは俯うつむきかけた。その途と端たん、右肩できっぱりとした声が響ひびいた。

「まったく、なぜおまえたちはそんなふうに、できなかったことに囚とらわれて思考を停てい滞たいさせるのですか。実に非生産的です。そんな時間があるなら、これからできるであろうことを考えて思考回路を活性化させなさい。残念ながら私の言語ライブラリに、その状態を的確に表現する言葉はありませんが」

　普ふ段だんより一・二倍ほど早口な大天使メタトロンの台詞せりふに、ハルユキはこっそり苦笑し、次に感心した。確かに彼女の言うとおりだ。過去を顧かえりみることが無む駄だだとは思わないが、それ以上に未来へと眼を向けるべきだろう。

「その状態は、わくわくする、って言うんだ」

　右肩に顔を寄せてハルユキがそう囁ささやくと、立体アイコンが一いつ瞬しゆん不規則に明めい滅めつした。

「……憶おぼえておきましょう。では、改めて命じます。クロウ、そしてレイカー、おまえたちはこの状況に全力でわくわくするべきです」

「……まさか、エネミーに『わくわくしろ』なんて言われる日が来るとは思わなかったわね……」

　という楓フウ子コの呟つぶやき声に、「ビーイングと言いなさい」ときっちり反応してから、メタトロンはいっそう口早にまくし立てた。

「我々はいま、《ブレイン・バースト２０３９》の始まりにして終わりの場所、エリア００にいるのですよ。地形オブジェクトひとつ取っても実に興味深い！　気付いていますか、現在のフィールド・アトリビューションＨＬ０５……お前たちの言う《月光ステージ》ではオブジェクトの耐久度は平均以下のはずなのに、ここでは全すべて最大値に設定されています。ことに建築物の主要構造体は全て破は壊かい不能属性……恐らく、私の《トリスアギオン》でも破壊は不可能でしょうね」

「……きみが、自分にできないことをそんなに嬉うれしそうに言うなんて、ほんとにわくわくしてるんだね……」

「何やら無礼な発言があった気がしますが許しましょう。それより後ろを見なさい、警護役のビーイングが再生するようですよ」

「そんなにあれこれ見ろって言われても追いつかないよ…………って」

　石いし畳だたみに火花を散らしながら振り向き、即座に「うえぇ!?」と叫ぶ。まだほんの五十メートルほどしか離はなれていない南門手前の広場に、大規模な湧ゆう出しゆつエフェクトが発生しつつある。

「ふむ、なかなかの情報密度ですね。加速研究会の本ほん拠きよ地ちで使役されていた衛兵ビーイングのように、私の命令で退けるのは困難でしょう」

「それは残念……って、そ、そんなこと言ってる場合じゃないよ！」

　再びぎゅんっと体を反転させ、先を歩くグラファイト・エッジに声を掛ける。

「あ、あの、グラフさん！　ビーイング、じゃなくてエネミーが再生しそうです！」

　すると、肩越しにちらりと振り向いた双そう剣けん使いは、おどろおどろしい湧ゆう出しゆつエフェクトを一いち瞥べつしてからのんびりと答えた。

「平気平気、こんだけ離はなれてれば攻性化アグロしないから」

「で、でも、エネミーだって一箇所に止まってるわけじゃないんじゃないかと……」

「平気平気、あいつら移動遅いから」

「け、けど、あの一体で終わりってわけでもないんじゃないかと……」

「平気平気…………あ、平気じゃなかった」

　グラフの言葉に恐る恐る後ろを見ると、たった十メートルしか離れていない場所に、第二の湧出エフェクトが発生し始めたところだった。見つかれば確実に攻こう撃げきされる距きよ離りだ。

「ほ、ほらあああああ！」

「しゃーない、全員ダッシュ！」

　叫ぶやいなや、双剣使いは灰色の残像が残るほどのスピードで本殿めがけて遁とん走そうし始めた。

「ちょおおおおおおお！」

　そりゃ無責任でしょう！　と思いながらハルユキが慌あわてて追いかけると、隣となりを走るリードが申し訳なさそうに頭を下げた。

「すみません、クロウさん。先生、いつもあんな感じなんです」

「い、いや、リードが謝ることないけど……」

　そのやりとりを後ろで聞いていた楓フウ子コが、しみじみとした口調で言った。

「アレと一いつ緒しよにいたら、万ばん事じこんな感じだから早めに慣れたほうがいいわよ、鴉からすさん」




　数十秒のダッシュで無事に本殿正面の広場に到着したハルユキは、はふーと長く息を吐はいた。とっくに先着していたグラファイト・エッジは、額ひたいに手をかざして南門のほうを眺ながめている。

「おー、がんがんリポップしてるなあ。あれをまた掃除すんのか……おいクロウ、レッカも、帰りの時は手伝えよな」

「え…………」

　あのエネミー軍団を全部倒たおすの!?　と固まるハルユキの代わりに、楓子が言い返す。

「一度できたことなら二度目もできるわよね、グラフ」

「あー、ひっでえなあ。俺とリードが、お前らのためにどんだけ頑張って掃除したと思ってんだよ……」

「はいはい、それについてのお礼はそのうち、精神的にね」

　むぐっと押し黙だまるグラフに代わって、リードが口を開く。

「もうすぐ、本殿の正面玄関を警護するエネミーも復活する頃ころ合あいです。その前に、中に入りましょう」

　その言葉に、ハルユキは前回の記き憶おくを甦よみがえらせた。本殿のデザインは、いまの月光ステージと当時の平安ステージで大きく異なるが、基本的な構造やエネミーの配置は同じはずだ。そして前回は、正面玄関の左右に、他の衛兵たちとはひと目で格が違うと解わかる恐ろしげなエネミーが二体立ちはだかっていたのだ。

「も……もしかして、あの仁に王おう様っぽい奴やつも倒たおしたの!?」

　仰ぎよう天てんして訊たずねると、リードははにかむような仕草で頷うなずく。

「ええ。もっとも、私は先生の手伝いをしただけですが」

「いや……戦ったってだけで充分すごいよ……」

　言いながら、改めて青い若武者の立ち姿を眺ながめる。この一ヶ月でそれなりに成長したつもりでいたハルユキだが、どうやらトリリードも以前の彼ではないらしい。

　早く安全な場所まで移動して、もっと色々な話をしたい。はやる気持ちを抑え、ハルユキは皆と一いつ緒しよに大階段を上った。

　帝てい城じよう本殿の正面玄関は、洋風デザインの月光ステージらしく、堂々とした金属製の二枚扉になっていた。サイズこそ四方門の大扉には及ばないが、表面の複雑なジオメトリックパターンに青白い月光が反射するさまは、世界の中心たる建築物に相応ふさわしい壮そう麗れいさだ。

「さ、クロウさん、この《九きゆう重ちようの門》の中心である第五の扉を、どうぞお開け下さい」

　銀色の扉に目を奪うばわれていたハルユキは、リードに右手で促された途と端たん、思わず仰のけ反ってしまった。

「え……ぼ、僕が開けるの!?」

「そのためにここを訪れたのでしょう？」

「で、でも、門番を倒したわけじゃないし……」

　口くち籠ごもりながら、一ヶ月前の記憶を甦らせる。

　帝城本殿には当時も謡ウタイと一緒に入りはしたが、あの時は大昔にクロム・ファルコンが開けたままにしておいた窓を侵入口に使わせてもらったので、正面入り口には最初から近寄りもしなかった。そんな自分が扉を開けていいのだろうか──などと考えながら壮麗な門扉を見上げていると。

「ああもう、じれったいですね！」

　と叫んだのはもちろん、大天使メタトロンだ。小さな立体アイコンは、右肩からハルユキの頭上に移動し、二枚の翼つばさでヘルメットをぺちぺち叩たたく。

「命令ですしもべ、いますぐ扉を開けなさい！　ほら早く！」

「わ、わかったよ」

　慌あわてて前に出ると、感かん慨がいを味わう余裕もなく両手を左右の扉に当てる。ずっしりとした密度を伝えてくる金属板を、思い切って前に押す。

　幸い、張り切って押したら実は引くタイプだった、という悲劇が訪れることもなく、大扉は重々しい地じ響ひびきを上げながら左右に開き始めた。内部の暗くら闇やみから、加速世界八千年の時の流れを感じさせる冷たい空気が流れ出してくる。

　二枚の扉が完全に開くと同時に、青白い炎が手前から奥へと幾いくつも灯ともり、闇を払った。

　扉の向こうは、広大なエントランスホールになっていた。正面奥には幅広の上り階段があり、左右の壁にも多くの扉が並んでいる。ホール内にはエネミーの姿はないが、階段を上った先、あるいは扉を開いた先で待ち受けているであろう衛兵たちの気配が、冷気に混じって足あし許もとまで届いてくる。

　だが、声も出せないほど緊きん張ちようしているのはハルユキだけで、他の三人は無造作にドアシルをまたいで内部に歩を進めた。再びメタトロンがぺしぺし頭を叩たたくので、ハルユキも急いで後を追う。

　先頭でしばらく進んで立ち止まったグラファイト・エッジが、左右を見回しながら言った。

「さてと……月光ステージん時の安地アンチはどっちだったかな……」

「あら、このホールは違うの？　見たところエネミーはいないようだけど」

　楓フウ子コの問いに、双そう剣けん使いはひょいと肩をすくめる。

「残念ながら、どっかのドアから五分間かん隔かくで巡回の衛兵が入ってくるよ。落ち着いて話をするのはちょっと無理だな」

「なら、中のエネミーも全部倒たおしておいてくれればよかったのに」

「おいおい、無む茶ちや言うなよ。そんな時間あるわけないだろ、外のもめちゃくちゃ急いで片付けたんだぞ」

　グラフが苦笑交じりに答えると、楓子はすっとアイレンズを細めた。その理由は、ハルユキにも解わかった。やはりグラフとリードは、ハルユキたちが無制限中立フィールドに出現した時点でそうと知り、出迎える準備をしていたのだ。

　楓子の視線にたじたじとなる双剣使いを救ったのは、

「先生、安全エリアは確か、階段を上った先の小部屋だったはずです」

　というリードの言葉だった。グラフは「あー、そうそうそうだった」などと調子のいいことを言いつつ移動を再開する。本殿の内部に関しては、師し匠しようのグラフよりも弟子のトリリードのほうが詳しいらしい。

　思い返せば、一ヶ月前に訪れた時は、グラファイト・エッジはまったく姿を現さなかった。もちろん、いかに彼とて四し六ろく時じ中ちゆうダイブしっぱなしというわけではないのだろうが──それは弟子のトリリードも同じはずだ。考えてみれば、リードが絶妙のタイミングで姿を現したのは今日が初めてではない。前回、本殿深部の《神じん器ぎの間》で最初に出会った時も、リードは突然ハルユキと謡ウタイの前に出現したのだ。

　いったい彼らは、どうやって無制限フィールドを訪れる者の存在を察知しているのか。

　またしてもその謎なぞにとらわれつつ、ハルユキは三人の後についてエントランスホールを縦断した。

　正面の大階段を上り終えると、その先には長い通路がまっすぐ延びていて、左右の壁にはこれまた無数のドアがあった。全部開けて探索しようと思ったら時間がいくらあっても足りないだろうが、リードは迷いのない足取りで左側二番目のドアに歩み寄ると、静かに引き開けた。

　ぐおー！　と叫びながらエネミーが飛び出してくる──というようなこともなく、若武者は一同に入るよう促した。

　中は、細長い通路に続いて縦横六メートルほどの正方形の部屋になっていた。リードは先刻《小部屋》と言っていたが、現実世界の単位に換算すれば二十畳じようはあるだろう。全体が石造りで窓は一つもないが、四方の壁に吊つるされたランプが充分な光を放っている。中央には木製の大型テーブルが置かれ、誂あつらえたように四脚の椅い子すが並ぶ。

「お茶は出ないけど、まあ座ってくれ」

　と言いながらグラファイト・エッジが真っ先に腰を下ろし、リードがその隣となりに座った。

　ハルユキは、楓フウ子コと顔を見合わせてから、リードたちの正面に並んで腰掛けた。その途と端たん、スザク門を目指して離り陸りくした瞬しゆん間かんから続いていた緊きん張ちようが一気に解けて、思わず溜ため息をついてしまう。頭に乗っていたメタトロンも、ふわりと右肩に戻る。

　だが、ここで腑ふ抜ぬけてはいられない。まだまだ為なすべきこと、知るべきことはたくさんあるのだ。

　背せ筋すじを伸ばし、まずはインストメニューを開いて、ダイブしてからの累積時間を確かめる。表示は五十五分。ハルユキと楓子は、内部時間で一時間五十六分四十秒が経過すると自動切断するようにセーフティを設定しているので、残り時間は約六十分だ。それまでに目的を達成できなければ、現実世界に戻ったら即座に再加速しなくてはならない。

「──時間がないから、さくさく話して貰もらうわよ、グラフ」

　ハルユキと同時に開いたインストメニューを消去しながら、楓子がさっそく問い質ただした。

「まずは、あなたがどうやってゲンブ門の封印を解いて、帝てい城じようの中に入ったのか……そこから教えて」

「ん、んん[image: ～][image: ～]……」

　腕組みをしたグラファイト・エッジは、ひとしきり唸うなり声を漏もらしてから、観念したようにこっくり頷うなずいた。

「……まあ、デンデンたちに心配かけっぱなしだったのは事実だから、話せることは全部話すつもりだけど……でも俺はまだいちおうグレウォのメンバーだからな、手の内を何から何まで明かすわけにはいかない。そこは理解してくれよ」

「……いいわ」

　楓フウ子コが小さく首しゆ肯こうする。

　先日の、渋しぶ谷や第二エリアに於おけるグレート・ウォールとの模も擬ぎ領土戦はネガ・ネビュラスの勝利で幕を下ろした。結果、渋谷第一、第二エリアの返還は緑の王の口から確約されたものの、グラファイト・エッジがネガ・ネビュラスの《四元素エレメンツ》に復帰するということにはならなかった。なぜなら彼は、グレート・ウォールに籍せきを残したうえで、レギオンメンバーから噴出するであろう唐とう突とつなエリア返還への不満の受け皿となるという役割を引き受けたからだ。

　具体的にどうやってメンバーを宥なだめるつもりなのかは不明だが、少なくとも《六層装甲シツクス・アーマー》第一席たる立場と責任を裏切るつもりはないらしい。楓子の返事を聞いたグラフは、胸の前で組んでいた右手をおもむろに右肩へ移動させると、そこから伸びる柄つかを握った。

　しゃりん、と軽やかな音を立てて剣が抜かれた瞬しゆん間かん、ハルユキは軽く腰を浮かせてしまった。しかし楓子が平然と見守っているので、慌あわてて座り直す。

　グラフは剣を持つ右手を前に伸ばすと、そっと卓上に武器を置いた。

「こいつが、俺の初期装備で最終装備のかたっぽ、《ルークス》だ」

「…………」

　ハルユキは、初めて間近で目にするグラファイト・エッジの伝説的な強化外装に、声もなく見入った。

　これまで少なからぬ数の剣型強化外装を目まの当たりにしてきたが、群を抜いて特異な姿だ。何と言っても特徴的なのは、まるでそこに存在しないかのような透明度を持つ刀身。それを、漆しつ黒こくの刃が枠の如ごとく囲んでいる。刀身長は八十センチ、厚みは八ミリといったところだろうか。武器というより工芸品を思わせる儚はかなさ、美しさだが、この剣が黒の王ブラック・ロータスの《終決の剣ターミネート・ソード》と互ご角かくに斬きり結ぶのを、先の戦いでハルユキは見た。

　いっぽう楓子は、さしたる感かん銘めいを受けた様子もなく、すぐに顔を上げて訊たずねた。

「……で、このあなたの《本体》がどうしたの？」

　途と端たん、リードがくすっと笑い声を漏もらす。グラフも苦笑するように肩をすくめてから、再び発言する。

「別に自じ慢まんしようってわけじゃないよ。……えーと、これはあくまでそういう設定のアイテムだっていうだけの話だけど、この剣のエッジ部分は、《グラフェン》っつう素材でできてる、ってことになってる。グラフェンてのは、炭素分子いっこぶんの厚さしかないシートのことで……つまりこの剣は、古来いろんなアニメやマンガに出てきた、いわゆる《単分子ブレード》だと思ってくれればいい」

「おお…………」

　かっこいい！　と素直に思ったハルユキは感嘆の声を漏らしてしまったが、楓子はわずかに首を傾けただけで先を促す。

「さて、こっからはまた別の話だ。クロウ……と肩に乗ってるヒト、心意システムについてはもうレクチャーされてるよな？」

　突然そう問われ、ハルユキは心意技の師──というか鬼教官である楓フウ子コをちらりと見てから慌あわてて頷うなずいた。右肩のメタトロンも、天使の輪を一度発光させて肯こう定ていの意を示す。

「よし。心意システムってのは、簡単に言えばイメージ力でゲームシステムに干かん渉しようする技だ。イマジネーションの強度が充分に強ければ、システムで不可能と規定されたことができたり、逆にそれまでは可能だったことができなくなったりする。前者を《事象の上書きオーバーライド》、後者を《零化現象ゼロフイル》とか呼んでるけどな……原則として破は壊かい不能な地面に大穴開けたり、ガチガチの近接型アバターが超遠えん距きよ離り技わざを使ったりとか、そんなことも起こせるわけだ」

「……つまりグラフ、あなたはこう言いたいわけ？　その剣と心意技を使って、帝てい城じようの北門を破壊した、と？」

　楓子が胡う散さん臭くさそうに問い質ただすと、双そう剣けん使いはすかさずかぶりを振った。

「いやいや、いくら心意技でもそりゃ不可能だ。帝城を守る《九きゆう重ちようの門》……つまり東西南北の四方門と本殿の正面扉、中の四大扉は無制限中立フィールドでいっちゃん優先度の高い地形オブジェクトだからな。こいつを心意でブッ壊こわすのは、怒いかりゲージ爆ばく発はつ状態の剣聖ヴアンキツシユにも無理だろうな」

《剣聖》こと青の王ブルー・ナイトは、加速世界最強の近接型と言われている。彼にできないのなら、確かに四方門を破壊できるバーストリンカーはいないのだろう。

　しかし、ならば、グラファイト・エッジはいったいこの剣と心意技で何をしたというのか。

「あのねえグラフ、時間がないって言ったわよね。早いところ結論を教えてくれないかしら」

　せっかち星人のパドさんあたりに比べれば三倍は辛しん抱ぼう強いであろう楓子も、いいかげん声に苛いら立だちを滲にじませ始めたが、双剣使いの飄ひよう々ひようとした態度は変わらない。再び右手で剣を持ち上げ、懐なつかしそうな口調で述じゆつ懐かいする。

「俺は、ロッタに三種類の心意技を教えた。《奪命撃ヴオーパル・ストライク》、《星光連流撃スターバースト・ストリーム》、《光環連旋撃ジ・イクリプス》……どれもド派手で高威力な第二段階心意技だ。でもな……心意システムには、その先がある」

「えっ……！」

　再び、ハルユキは声を上げてしまった。双剣使いのフェイスマスクをまじまじと眺ながめながら、恐る恐る訊たずねる。

「そ、それは、つまり……第三段階の心意技、ってことですか？」

「まあな」

　あっさりと肯定すると、グラフは右手のルークスを指示棒のように動かしながら説明を開始した。

「念のためにおさらいしとくけど、第一段階の心意技ってのは、《射程拡張》、《移動拡張》、《威力拡張》、《防御拡張》のどれか一ジャンルだけに属する、まあ基本技だ。で、第二段階は、複数のジャンルを組み合わせたり、あるいはその枠に収まらない効果を発揮する応用技だな。ここまではいいよな？」

　ハルユキはこくこく頷うなずき、メタトロンは天使の輪っかを光らせ、楓フウ子コまでもが軽く首を動かした。

「よし。つまるところ、第二段階ってのは、第一段階と比べてデカくて派手なわけだ。なら、第三段階はもっとドギャーンでビッカビカだ……と思うだろクロウ、思うよな？」

　いきなり名前を呼ばれ、ハルユキはつい頷いてしまった。グラフは満足げに上体を反らし、右手の剣を左右に振る。

「ところがどっこい、その逆なんだなあ」

「え、ええええ!?」

　じゃあさっきのわざとらしい念押しはなんだったんだ、と文句の一つも言いたいところだが、話への興味が勝った。

「逆って……じゃあ、第三段階は、第二段階より小さくて地味……なんですか？」

「まったくもってその通り。でも、だからって弱いわけじゃない。むしろその逆……あれだ、武術もののマンガとかでよく『先に開展を求め、後に緊きん湊そうに到いたる』って言うだろ？　第二段階でとことん広げたイマジネーションを、第三段階では一点に極限まで集中するんだ。すると、何が起きるかというとだな……」

　ここまで、話を自分のペースで好き勝手に進めてきたグラフが、もったいぶりつつ次の台詞せりふを発しようとした、その時。

「ハイエスト・レベルでの情報直接干かん渉しよう」

　という言葉がハルユキの右肩から響ひびき、双そう剣けん使いはぎょっとしたように動きを止めた。

「お前の言いたいのはそういうことなのでしょう、グラファイト・エッジとやら」

「………………こりゃ驚おどろいたな…………」

　口だけではなく本気で驚いたのか、グラフはしばし絶句しつつ立体アイコンに視線を注ぐ。やがて、得心したようにゆっくりと頷く。

「その肩のヒト、ずっと昔にどっかで会ったような気はしてたけど、バーストリンカーの感覚端たん末まつじゃないな。エネミー……しかも最上位の神獣レジエンド級、ことによると《四し聖せい》の一人か……？」

「なかなか見る目を持っていますね。いかにもそのとおり」

　ここまで来たらもう誤ご魔ま化かすのは不可能だと悟り、ハルユキは小さなアイコンが誇ほこらしげに名乗るに任せた。

「私はシルバー・クロウの主であり《コントラリー・カセドラル》の支配者、《四聖》の一柱たる大天使メタトロンです」

　数秒間の静せい寂じやくを経て、まずトリリードが礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。

「挨あい拶さつが遅おくれましたこと、お詫わびいたします。私はグラファイト・エッジの弟子、トリリード・テトラオキサイドと申します」

「ふむ、憶おぼえておきましょう」

　鷹おう揚ように答えたメタトロンが、アイコンの角度を弟子の隣となりの師し匠しようへと動かし、挨拶を待つ。

　しかし双そう剣けん使いは突然「あーあーあー」と無ぶ遠えん慮りよな声を出し、右手でアイコンを指さした。

「そっかそっか、どうりで何となく憶えがあるような気がしたわけだ。アンタとは、ずーっと昔に一回だけ戦ったよな。さんざん苦労して倒たおしたらもう神じん器ぎの台座がカラッポで悲しかったなあ……」

　と懐なつかしげに語るグラフに、メタトロンは「ふん」と腹立たしそうな音を出してから、とてもＡＩとは思えない滑なめらかさでまくし立てた。

「自じ慢まんそうに倒したなどと言っていますが、おまえが勝利したのは我わが第一形態に過ぎません。しかも所しよ詮せんは地じ獄ごくステージの加護を受けてのこと、城の外で戦っていればおまえ如ごとき小戦士は百秒ともちませんでしたよ。それは、おまえが来る少し前に我が城から《ザ・ルミナリー》を持ち出した小戦士も同じことですが」

「は……はい、偉そうなこと言ってスミマセン」

　恐れ入ったように謝罪すると、グラフは咳せき払ばらいして続けた。

「えーと、そんで……何の話だっけ……」

[image: ]

「心意技の第三段階についてです、先生」

　リードに指摘され、重々しく頷うなずく。

「そう、それ。つっても、大天使サマからお言葉があったとおり、要よう諦ていはたったひと言で表現できる。《高次元からの事象操作》……その段階を完全にマスターすれば、技に間合いは関係なくなる」

　途と端たん、ハルユキの脳裏に、かつて聞いたメタトロンの言葉が甦よみがえった。

　──いいですか、小さき戦士よ。ハイエスト・レベルに、距きよ離りは存在しません。それゆえに、ミーン・レベルでは遠く離はなれている私たちがこうして触ふれ合うことも、三重のフィールド全体を俯ふ瞰かんすることも、そして記き憶おくを参照することも可能なのです……。

　ハイエスト・レベルには距離の概がい念ねんがない。で、あるのならば──。

「あ、あの、それってつまり……場所や距離に関係なく、何でも攻こう撃げきできるってことですか？　何十キロ離れたところにいる相手も、一方的に……？」

　恐る恐る訊たずねたハルユキに、グラフは重々しく頷いてみせた。

「極論すれば、そういうことになるな。距離だけじゃない……攻撃力だとか防御力だとか相性だとか、その手のパラメータも一いつ切さい合がつ切さいすっ飛ぶ。オモチャの銃でフィールド丸ごとぶっ壊こわすような真似まねさえできる。仮に第三段階を完全に極めたヤツがいたら、そいつはこの世界の神にもなれるだろうさ」

「か……神、ですか」

「ああ。何せ、管理者権限を手に入れるみたいなモンだからな……」

　という、半ば独り言のようなグラファイト・エッジの声にどこか苦々しげなものを感じて、ハルユキはぱちくりと瞬まばたきした。だが、アイレンズを完全に隠かくしてしまう双そう剣けん使いのゴーグルをどれだけ凝ぎよう視ししても、アバターの内面を読み取ることはできない。

　視線を、グラフの右手に握にぎられたままの長剣ルークスに移し、更さらに訊ねる。

「……つまり、こういうことですか？　グラフさんは、その第三段階心意技をマスターして……その力で、帝てい城じよう北門を突破したと……？」

「んー、その答えは八割ノー、二割イエスだな」

　それまでの飄ひよう々ひようとした物腰に戻った双剣使いは、軽く両肩を上下させた。

「もし俺がそんな何でもありの力を持ってるなら、門じゃなくて四し神じんゲンブだって倒たおせるはずだろ？　でも、そんな真似は到底無理だ。まだまだマスターにはほど遠いからな、心意の根幹……《心より出いづる意志》だっていう大原則からは逸いつ脱だつできない。自分の心の枠に縛しばられちまうのさ」

「……そこでようやく、さっきのグラフェンがどうこうって話に繫つながるわけね？」

　久しぶりの楓フウ子コの発言に、グラフはフェイスマスクを小刻みに上下させた。

「そそそ。レッカがいつも俺のことを《剣が本体》っつってるけど、それはあながち外れてもいない。グッさん……緑の王が守ることを突き詰めまくったバーストリンカーなら、俺は斬きることだけを考えてきたからな。まあ、ろくでもない心意だが……そいつを限界まで集中させた第三段階心意技が、これだ」

　そう言うとグラファイト・エッジは、右手に握にぎった長剣に視線を落とした。

　双そう剣けん使いの体から、青紫色の過剰光オーバーレイが仄ほのかに発せられる。

　過剰光とは、バーストリンカーの意識とデュエルアバターを繫つなぐ《イメージ制御系回路》を過か剰じようなイマジネーションが流れる時、溢あふれたノイズが光エフェクトとして処理されたものだ。いま、グラフの全身を包む過剰光の光量はかなり控えめだが、それは恐らく、心意のレベルが低いからではない。その逆──イマジネーションがあまりにも純じゆん粋すいに研とぎ澄すまされているため、ノイズがほとんど含まれていないからだ。

　キン。

　という澄んだ金属音が響ひびき、長剣ルークスが消えた。

　いや、消えたのではない。刀身が極限まで──それこそ分子のレベルにまで薄うすくなったのだ。ハルユキが見る角度を変えると、影のように朧おぼろな刀身が現れたり消えたりする。

　まさしく単分子ブレードと呼ぶべき状態の剣を握ったまま、グラフは椅い子すから立ち上がった。振り向くと、誰だれもいない場所に向けて、剣をすうっと振りかぶる。

　技名発声はなかった。ただ、ひゅひゅんと右腕が三回動いただけだ。

　グラフは、そのまま剣を背中の鞘さやに収め、一歩下がった。

　一秒後、石造りの床の一部分が正三角形に凹へこんだ。グラフの剣が、破は壊かい不可能であるはずの帝てい城じようの主要構造体を切断したのだ。切り出されたブロックの沈降は止まることなく続き、とうとう床から脱落する。少しして、重く硬いもの同士が激突する音が響く。

「……と、まあ、こんな具合だ」

　振り向いたグラファイト・エッジが両手を広げると、楓フウ子コが驚おどろき半分、呆あきれ半分な声で問い質ただした。

「……あのねえグラフ、あなたさっき、《九きゆう重ちようの門》……だっけ？　帝城の四方門を心意技で破壊するのは絶対に無理だ、って言ったわよね。そのデモンストレーションと矛む盾じゆんしてるわよ。門の大扉にその技で穴を開けたんじゃないの？」

「最初はそうしようとしたんだ。でも、四方門は、第三段階の心意技さえも拒こばんだ。たぶん、常にリソースを消費してデータを更新し続けてるんだろうな……。ただ、あの門には一つだけつけいるスキがあったんだ。いいか……大扉そのものは破壊不能でも、二枚の扉と扉の間には、理り屈くつの上では隙すき間まがある」

　グラフは広げた両の掌てのひらを前に突き出し、それを二枚の扉に見立てて左右から接触させる。

「この隙間の距きよ離りは、限りなくゼロに近い。でも、俺の心意技が作り出す単分子ブレードの厚みも、限りなくゼロに近い。ここに、俺の心意技の《理屈》を押し通す余地がある。もちろん、仮に刀身だけが隙すき間まを通れても、俺が通れなきゃ何の意味もない……ただ、四方門に限っては、刀身が通れればそれでいいんだ。なぜなら……」

「門の外側から、封印プレートを破は壊かいできるから……！」

　ハルユキが叫ぶと、グラフはにやりと笑みの気配を滲にじませながら、くっつけていた両手を左右に開いてみせた。

「そのとおり。さっきも言ったけど、第三段階の心意技はつまるところ《結果のごり押し》だ。自分が絶対だと信じる理屈……俺は《絶対理論》て呼んでるが、そいつで有無を言わせず事象を書き換える。派手に光りもしなければ大だい爆ばく発はつも起きずに、ただ結果だけが現れる。──俺がさっき使ってみせた《解明剣エルシデイター》の絶対理論は、『究極的に薄うすくて鋭するどい刃だからなんでも斬きれる』ってヤツだ。九きゆう重ちようの門本体には通じなかったけど、門の隙間に剣を通してその奥の封印を斬ることはできた。つっても、言うほど楽じゃなかったけどな……」

　確かにそれはそうだろう。

　厚さゼロの隙間に厚さゼロの刀身を通過させようとしたら、許容される狂いもまたゼロだ。しかも、あの頑丈な封印プレートを一いち撃げきで斬らねばならないのだから、全力かつ最速の振りが要求されるはず。

「……それを、一回で成功させたんですか？」

　ハルユキが半信半疑で訊たずねると、グラフは持ち上げたままの両手を水平に動かして否定の意を示した。

「まさか。何度も失敗しちゃあゲンブに殺されたよ。けど、無制限フィールドには時間だけはたっぷりあるし、余よ剰じようポイントもしこたまあったからな……修行のつもりでひたすら挑戦して、何回死んだか忘れた頃ころにやっとこ成功したのさ」

「……グラフ、そんなに何度も死ねるくらいポイントがあったなら、門の中じゃなくて橋の外に逃げられたんじゃないの？」

　呆あきれたような楓フウ子コの問いに、双そう剣けん使いは再びかぶりを振る。

「いやあ、無理だったろうな。橋の上で蘇そ生せいしてからゲンブが湧わいて攻撃してくるまでの猶ゆう予よ時間は三秒くらいあったけど、あの亀かめ、五割くらいの確率で初手に重力攻撃かましてくるんだよなー。それまでにどんなに距きよ離りを稼かせいでも、結局吸い込まれて最初からやり直し。目の前の門に向かって剣振ってたほうが、なんぼか建設的だったよ。それに……」

　左の椅い子すに行ぎよう儀ぎ良く腰掛けるリードを見下ろし、

「……帝てい城じようの中に入ったからこそ、二人目の弟子を取れたんだからな。あの努力は無む駄だじゃなかったさ」

　と、グラファイト・エッジは穏おだやかな声で言った。それを聞いて、ハルユキは今いま更さらのように意識する。

　そう──この双剣使いは黒クロ雪ユキ姫ヒメの師し匠しようであり、そして黒雪姫はハルユキの剣の師だ。つまり、ハルユキはグラフの孫弟子で、グラフはハルユキの大おお師し匠しようということになるのだ。

　となると、いままでのように「グラフさん」ではなくリードに倣ならって「先生」と呼ぶべきなのか。それとも「老師」とかにしておくべきか。

　うむむと考え込んでいると、ハルユキのもう一人の師匠──心意の師であるところのスカイ・レイカーが、ふうっと軽く息を吐はいた。

「やれやれ、ようやく最初の話が終わったわね。《心意技で突破した》のひと言で済みそうな話に二十分もかかるなんて」

「そ、その言い方はヒドイよレッカさん……。俺、若者たちと大天使様に解わかりやすいように、一生懸けん命めい説明したのに……」

「私ならば、《ハイエスト・レベルから干かん渉しようした》のひと言で理解できましたよ」

　楓フウ子コに負けず劣おとらず容よう赦しやないメタトロンの言葉に、グラフががくりと肩を落とす。

　その様子を眺ながめながら、

「初めてメタちゃんと意見が合ったわね」

　と楓子が微笑ほほえみ、

「誰だれがメタちゃんですか！」

　とメタトロンが怒おこったところでハルユキはすかさず口を挟はさんだ。

「でもメタトロン、たしか前に言ってたよね。ハイエスト・レベルでは、仲間や敵に干渉できない……可能なのはただ認識することのみだ、って。それは地形も同じことだと思うんだけど……」

「私の言葉を憶おぼえているのは感心ですが、どうせなら正確に記き憶おくしなさい。私はあの時、お前は干渉できない、と言ったのですよ。あの時点のお前の能力では、ハイエスト・レベルを観察するのが限界でした」

　冷ややかに言い切ったメタトロンの声が、ほんの少しだけ柔らかくなったことに恐らくハルユキだけが気付いた。

「……しかしその後、お前はハイエスト・レベルを通して私に呼びかけ、途切れかけたリンクを再確立しました。それを《干渉》と言わずして何だと言うのですか」

「あ…………そ、そうか…………」

《なんとかテラス》を名乗る謎なぞの声に導かれ、消しよう滅めつ間ま際ぎわだったメタトロンのコアをぎりぎりで修復できた時のことを思い出し、ハルユキは右肩のアイコンを両手で抱だき締しめたくなった。しかしこの場でそんな真似まねをしたら、意外に恥はずかしがり屋な大天使様に盛大に怒おこられることは間違いないので我が慢まんし、頷うなずくに留とどめる。

「……あの時ぐらい集中してようやく声を届けられる程度じゃ、ハイエスト・レベルで何かを壊こわしたりは絶対無理そうだね……」

「当たり前です、しもべ」

　そんなやり取りをしていると、隣となりの楓フウ子コが再び言葉を挟はさんだ。

「ちょっといいかしら、トロンちゃん」

「誰だれがトロンちゃんですか！」

「そのハイエスト・レベルというのは、見るだけなら誰でも見られるのかしら？　たとえば、わたしにも？」

「…………むー……」

　不満そうに唸うなりつつ、メタトロンはハルユキの右肩から左肩に移動すると、楓子のアバターをじろりと一いち瞥べつした。

「……誰でもというわけではまったくないですが、レイカーならば不可能ではないでしょう。ただし、以前シルバー・クロウがハイエスト・レベルに到達できたのは、お前たちがマークⅡと呼ぶ疑ぎ似じビーイングとの戦せん闘とう中ちゆうに意識回路の演算速度が急激に上昇したからです。平常時にその状態を再現するには、長時間の集中が必要でしょうね」

　少しばかり挑発的なメタトロンの説明をハルユキははらはらしながら聞いたが、幸い楓子はチャレンジ・スピリットを発揮することなく頷うなずいた。

「そう……。では、次の機会にしておくわ。わたしたちが今日この帝てい城じようを訪れたのは、第七の神じん器き《ザ・フラクチュエーティング・ライトＴＦＬ》の情報を得て、ブラック・ロータスに伝えるためですから」

「ふむ、それは私も大いに興味のあるところです」

　メタトロンが同意すると、楓子はグラファイト・エッジに向き直った。

「では、そろそろ本題に入りましょうか。──グラフ、三年も前に帝城に侵入していたあなたが、ここのことをあれこれ調べていないはずがないわね。教えてちょうだい、最後の神器とはいったい……」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　双そう剣けん使いが両手を持ち上げると、楓子はアイレンズを鋭するどく光らせた。

「何よグラフ、知られて困ることでもあるの？」

「や、そういうわけじゃなくて……」

　視線を泳がせながら、グラフは何やら考えを巡らせている様子だったが、すぐにふうっと息を吐はくと言った。

「……解わかった解った、俺の知ってる範はん囲いでよければ話すよ。ＴＦＬと加速世界の秘密について……。ただ、その話をするなら、もっとふさわしい場所がある」

「どこに？」

　胡う散さん臭くさそうに問い質ただす楓子に向けて、双剣使いはピッと右手の人差し指を立て、それを真下に向けた。

「もちろん、この帝城本殿のいっちゃん奥……最後の《門》の向こう、さ」










　　　２




　加速世界にその名を轟とどろかせる六つの巨大レギオンは、それぞれの頭首であるレベル９ｅｒナイナー、すなわち純色の王たちのカラーネームを取って《青のレギオン》や《緑のレギオン》といった通称で呼ばれることが多い。

　だからと言って、青のレギオンには青系の近接型デュエルアバターしかいないのかというとそんなことはまったくないのだが、やはりレギオンが掲かかげる色に近いアバターが増える傾向はある程度存在する。例外は白のレギオンと、まだ規模はさほど大きくはないが黒のレギオンで、この二つは頭首が絶対的な稀き少しよう色しよくなので同系アバターが増えようもないのだ。せいぜい、白のレギオンの党首代理アイボリー・タワーがそこそこ白っぽかったり、かつては黒のレギオンの幹部だったグラファイト・エッジがそこそこ黒っぽかったりといった程度である。

　その二つと比べれば、現在の赤のレギオンプロミネンスは、いちど崩ほう壊かいしかけたわりにはかなり律りち儀ぎに赤系が多いレギオンなのだ。

　ブラッド・レパードこと掛カケ居イ美ミ早ハヤは、《ビースト・モード》で練ねり馬ま区役所の本庁舎目指して疾しつ走そうしながら、そんなことを考えていた。

　臨時の幹部会議が行われる練馬第三エリアは、対戦開始者スターターの美早が《轟ごう雷らい》ステージを引き当ててしまったせいで、会議の開始前からなかなか不ふ穏おんな空気を漂ただよわせている。厚く垂れ込めた黒雲の奥では頻ひん繁ぱんに雷光が閃ひらめき、どろどろと低い音が響ひびく。

「……これ、だいじょーぶなのかなあ……」

　背中に乗った赤の王スカーレット・レインこと上コウ月ヅキ由ユ仁ニ子コがそんなことを呟つぶやくので、美早は短く訊きいた。

「何が？」

「やー、轟雷ステージって確か、あんま高いとこ行くとカミナリドカーンで黒コゲなんだろ？　区役所の屋上まで登れんのかなーって」

「……ＮＰ、だと思う」

「だと思う、って……」

「雷が落ちる高さが、確か百メートル。区役所の高さは、九十四メートルくらいだったはずだから」

「…………ぎりぎりすぎんだろ……」

　というニコの呻うめき声を聞きながら、美早は目め白じろ通りを西にひた走った。行く手に、築五十年となる本庁舎が見えてくる。建てられた当時は、二十三区の区庁舎で二番目に高い建物だったらしいが、現在は下から数えたほうが早いだろう。しかし周辺にはさして高いビルもないので、目立つことに変わりはない。

　ちらりとタイムカウントを確認すると、対戦時間は残り一七二〇秒。桜さくら台だいのケーキショップ《パティスリー・ラ・プラージュ》からここまでの一・五キロを八十秒で走ってきた計算だ。しかし他の幹部二人は区役所最上階の展望レストランで加速すると言っていたから、とっくに屋上に着いているだろう。

　目め白じろ通りから左にターンし、区役所の敷しき地ちに滑すべり込んだ途と端たん、背中のニコが降りようとする気配を見せた。

「サンキューパド、こっからはエレベータで……」

「必要ない」

　答え、一気に加速。「のわっ！」と叫んだニコが慌あわてたように首筋にしがみついてくるのを感じながら、大きくジャンプ。垂直に切り立つ庁舎の壁面を四し肢しの肉球でしっかり摑つかみ、駆け上り始める。レベル７のボーナスで取得したアビリティ、《常時全面走行》の効果だ。以前に持っていた《壁面走行》アビリティと違って必殺技ゲージを消費しないので、高さ百メートルのビルでもエネルギー切れによる落下を恐れず登ることができる。

「あ、あのなあ、壁登りするならするって先に言えよな！」

「ＳＲＹ」

　文句を言うニコに謝りつつも、滑なめらかな壁をひと息に登り切り、最後は思い切りジャンプ──したかったのだが落雷高度に引っかかる可能性があったので普通に縁を乗り越えて、美ミ早ハヤは足を止めた。

　屋上に設けられた広いヘリポートからは、灰色に塗ぬり潰つぶされた空の下にどこまでも広がる、練ねり馬まエリアと杉すぎ並なみエリアの市街地が一望できる。ほぼ真南に延びる環かん七なな通りを視線で辿たどると、彼方かなたにひときわ大きな高層ビルがそびえている。美早も何度か近くまでは行ったことがある、シルバー・クロウこと有アリ田タ春ハル雪ユキの自宅マンションだ。しかしここは無制限中立フィールドではなく通常対戦フィールドなので、ステージ境界に阻はばまれてあの建物までは行けない。

　一いつ瞬しゆんの想念を振り払い、意識を目の前に戻す。

　ヘリポート中央のＨマークあたりに、二つの人影が見える。片方は濃い紫色でかなり大きく、もう片方は鮮やかな赤紫色でかなり小さい。

　今度こそ背中から飛び降りたニコが大きく伸びをする隣となりで、美早はコマンドを唱えた。

「シェイプ・チェンジ」

　豹ひよう型がたのビースト・モードから人型のノーマル・モードへと再変身し、先客に歩み寄る。

「ＳＵＰ」

　Ｗｈａｔ[image: ]　ｕｐ調子どう？？の略語で挨あい拶さつすると、右の大柄なＭ男性型デュエルアバターが、頭の両りよう脇わきから生えた巨大な角を揺ゆらしながら長々と唸うなった。

「うぅーむ……」

　すると、左の小柄なＦ女性型アバターが、呆あきれたような声を出す。

「いつも言ってるけどさ、お決まりの挨あい拶さつにいちいち考え込まなくてもいいっしょカッシー。ネトゲの『ＳＵＰ』なんて『おっす』くらいの意味しかないんだからさぁ」

「いいや、僕は正確に答える主義なのだ……訊きかれたことにはな。いい加減な答え方をすると後々トラブルの原因になる。というわけで、自分の調子がどれくらいなのかしばし考えるから、進めていてくれたまえ……話を」

　堅苦しい返事に、Ｆ型はやれやれとかぶりを振ってから、美ミ早ハヤたちのほうに向き直って一気にまくし立てた。

「相変わらずクッソマジメだなあカッシーは、まあいいや、レイン、パド、おひさし！　最近は領土戦も別チームになってばっかだからオレに会えなくて寂さびしかったっしょー、もしかして今日の臨時招集ってオレに会いたかったからだったりして、なんつってあっはははー」

　一人称が《オレ》なのに、声はちょっと舌っ足らずな甘酸っぱいハイトーンなので、彼女の早口を聞いているとなんだかくらくらしてくる。

　美早は肩をすくめるに留とどめたが、隣となりに立つニコは軽く右手を持ち上げながら挨拶を返した。

「うす、カッシー、ポッキー。急に呼び出して悪かったな。別に寂しかったってわけじゃねーけど」

「相変わらず素直じゃないなあレインは。ほんとはオレの毛皮をもふもふしたかったんしょ？　ほれほれ」

　素早い動きでニコに近付き、加速世界では大変に珍めずらしい毛皮タイプの装甲に覆おおわれた背中をすりすり擦こすりつける。赤の王はいったん上体を仰のけ反らせたものの、誘ゆう惑わくに負けたのか両手を赤紫色の毛皮に突っ込んでわしわし動かす。

「あーソコソコ、やっぱレインの手はちっちゃくていいわぁー、あ、もーちょっと上」

「なんだよ、そっちがもふもふされたがってんじゃねーか」

　文句を言いながらも、ニコは両手を止めない。美早も何度か撫なでたことがあるが、あの毛皮はしっとり滑なめらかで実に極ごく上じような手て触ざわりなのだ。もっとも、通常時に限られるが。

　ニコにポッキーと呼ばれたＦ型の、正式なアバターネームは《シスル・ポーキュパイン》。シスルは植物の《アザミ》を、ポーキュパインは動物の《ヤマアラシ》を意味する。共通点は、どちらもトゲトゲなこと。

　たっぷり背中を搔かいてもらって満足したのか、シスルは「はふぅぅ[image: ～][image: ～]」という声を漏もらしながらニコから離はなれた。そのタイミングで、後ろのＭ型が再び発言した。

「現在の調子を肉体面、精神面で評価すると、まず健康状態に大きな問題はないが数日前から奥歯が微妙に痛いのが気になる。いっぽう精神状態は決して悪くない、なぜなら期末テストが終わり、もうすぐ夏休みなのだから。よって、先ほどの質問に対する答えは《まあまあ》だ、ブラッド・レパード」

「なら最初っからまあまあって言えし！　あととっとと歯医者行けし！　ナノマシンちゅーってやって貰もらえばすぐ治るっしょ！」

　背中の長毛をわずかに逆立てながらシスルが喚わめくと、Ｍ型は巨大な角を後方に反らして答えた。

「僕にぬかりはない。この会合のあと、予約を取ってある……駅前の歯科医院にな」

「あー、駅前ってあそこっしょ。つか、そこまで教えたら覗のぞきに来てくれって言ってるみたいなもんだし。こりゃあカッシーのリアル割りチャンスっしょ！」

「くっ……やめたまえ！　僕はきっちり分け隔へだてるタイプなのだ、リアルとＢＢは！」

　しっかりしているようでどこか抜けているところもあるＭ型の名前は、《カシス・ムース》。カシスは植物の《クロスグリ》、ムースは動物の《ヘラジカ》なのでネーミングのパターンはシスルとまったく同じだ。加えて、濃い紫の装甲色もかなり似ている。

　しかし共通点はそこまでで、角まで入れれば二メートルを超える巨きよ軀くと[image: 逞]たくましい四し肢しを持ち、分厚い装甲板にも毛は生えていない。性格も、シスルを含めて直情型が多い赤のレギオンの中では思索型だと言えよう。

　このカシス・ムースとシスル・ポーキュパイン、そしてブラッド・レパードの三人が、二代目赤の王を支えるプロミネンスの幹部集団である。三人ともにアバターが動物タイプなので、いつのまにか《三獣士トリプレツクス》なる大おお仰ぎような二つ名で呼ばれるようになってしまったが、そのへんは七大レギオンの伝統のようなものらしい。

　二人との挨あい拶さつが終わったところで、美ミ早ハヤはちらりとニコに視線を送ってから口を開いた。

「そろそろ会議を始めたい」

「はいはーい」「いつでも」

　同時に答えたシスルとカシスの雰ふん囲い気きが、瞬しゆん時じに引き締しまる。シスルは動物的な直感で、そしてカシスは事前情報で、この臨時会議の議題がとてつもなく重大なものであることに気付いているのだ。

　定例の会議なら進行役は、いちおう三獣士筆頭ということになっている美早が務めるのだが、今日はその役目をニコに譲ゆずって一歩下がる。代わりに前に出た赤の王は、すぐには発言せず、しばし無言で幹部三人を順に見詰めた。シスルと比べてもわずかに小柄な、加速世界でも最小クラスのアバターが急に大きく感じられる。

「カッシー、ポッキー、パド。──チェリーの一件は憶おぼえてるよな」

　その切り出しに、ステージの空気がいっそう張り詰めるのを美早は感じた。

　スカーレット・レインの《親》だったチェリー・ルークは、半年前、突然五代目のクロム・ディザスターと化して中立エリアの池いけ袋ぶくろ界かい隈わいで多くのバーストリンカーを襲おそった。その中には相互不可侵条約を結んでいる他の大レギオンのメンバーも含まれていて、レギオン間の抗争になってしまうことを恐れたニコは、復活したばかりだった黒のレギオンに自みずから接触し、彼らの力を借りてディザスターを討とう伐ばつ、チェリー・ルークを《断罪の一撃ジヤツジメント・ブロー》によって加速世界から退場させた。

「……忘れるはず、ないっしょ」

　ぽつりとシスルが呟つぶやく。彼女は、装甲色が似ているうえに同じ動物系アバターネームだったチェリー・ルークとは仲が良かったはずだ。

「チェリーに《鎧よろい》を渡したのはクリＣプト・コズミックＣ・サーカスＣ。その裏で糸を引いてたのは加速研究会。あいつら、絶対許さないし」

　口調は静かだが、背中の毛が音もなく逆立っていく。ふわふわだった長い柔毛は数十本ずつ縒より合わさり、縞しま模様のある太く鋭するどい針に変化し始める。

　そんなシスルにゆっくりと頷うなずきかけ、ニコは再び口を開いた。

「レディオにはきっちり落とし前をつけさせる。でも、先になんとかしなくちゃなんねーのは研究会のほうだ。前に知らせたとおり、連中は新しい《鎧》を作って、そいつでもうひと騒さわぎやらかそうとしてる。しかもそのモトになってるのは、あたしの強化外装スラスターだからな……。また同じことが起きる前に、どうしても取り戻さなきゃならない」

「それはオレも同感だし……。──けどさレイン、先手を取って動こうにも、研究会ってのは正体不明っしょ？　そんなの、攻めようがないし」

　背中の針を微妙に逆立てたまま、シスルが苛いら立だたしげに言う。彼女にはまだ、加速研究会にまつわる最大の秘密を伝えていないのだ。

　ほとんど手の届きそうな高さで渦巻く黒雲の奥が、二度、三度とかすかに瞬またたく。少しして、遠雷の重低音が区役所ビルを震ふるわせる。

「ポッキー……シスル」

　正しい名前で呼びかけ直したニコが、大きなアイレンズに強い光を宿らせながら言った。

「報告が遅おそくなったことをまず謝る。あたしは少し前に、加速研究会の親玉と会った」

「…………はああああ、だし!?」

　叫ぶシスルの背中から、びん！　という音とともに長さ五十センチはある針が一本発射され、ヘリポートのコンクリート面に深々と突き刺さった。

「お、親玉って……黒の王に化けて襲おそってきたブラック・バイスって奴やつじゃなくて、その上の大ボスってことっしょ!?」

「その大ボスだ。つっても、相手は観戦用のダミーアバターだったけどな……。けどあいつは、ダミーのまま、あたしとパドとネガビュの連中まとめて相手にしようとした。もし戦ってたら……多分、勝てなかった」

「はああああああ!?　冗じよう談だん言うなし！」

　びびん！　と更さらに針が二本飛び、床に刺さる。

「そのメンツってことはつまり、王二人っしょ!?　ダミーで勝つとか有り得ないし!!」

「いや……。何せ、相手も王だったからな」

「…………は？」

「加速研究会の親玉は、《オシラトリ・ユニヴァース》のアタマ、白の王ホワイト・コスモスだったんだ」

「……………………はああああああああ────!?!?」

　三度目の絶叫で十本近くの針が飛び出すのを見て、美ミ早ハヤは「本当に驚おどろくのはまだまだこれからだから、あとは残しておいたほうがいい」と思わずにいられなかった。

　幸い、シスルはどうにか落ち着きを取り戻し、すうはあ深呼吸してからニコと美早を交互に見る。

「……冗じよう談だんじゃ、ないんだね」

　ニコが「ああ」と答え、美早も深く頷うなずいた。

　黒のレギオンの本ほん拠きよ地ちである梅うめ郷さと中学校に、白の王がダミーアバターを用いて出現した時のことは、記き憶おくに深々と刻み込まれている。

　最低値の戦せん闘とう力りよくしか持たないダミーなのに、圧あつ倒とう的てきなプレッシャーに頭から押さえ込まれて、美早は声も出せなくなってしまった。しかしニコは、同じように感じていたであろう恐怖を振り払って叫んだのだ。お前が全すべての黒幕だったのか、と。

　もう二度と──たとえ相手が白の王だろうと、あるいは災さい禍かの鎧よろいマークⅡだろうと、決してニコの前で竦すくんだりはしない。

　改めてそんな決意を嚙かみ締しめながら、美早はニコから説明役を引き継いだ。

「加速研究会のアジトと、白のレギオンの本拠地は同じ場所だった。港みなと区第三エリアの、私立エテルナ女子学院。つまり、もしエリアが白の領土じゃなくなれば、そこのマッチングリストに研究会のメンバーが出現する可能性が高い」

「……確かに、それが確認できればもう間違いないだろうが……」

　カシス・ムースが、重々しい響ひびきの声を出した。

「容易なことではないぞ、到底な。マッチングリスト遮しや断だん特権を剝はく奪だつするには、勝利するしかない……領土戦で、白のレギオンに。いまの加速世界で、可能なのか、それが？」

「可能かどうかは解わからない。でも、彼らはやる気」

　一呼吸置いて、美早は続けた。

「これは極ごく秘ひ情報……来週の領土戦争で、ネガ・ネビュラスがオシラトリを攻こう撃げきする」

「…………んなあああああ!?」

　またしてもシスル・ポーキュパインが金かな切きり声で叫んだが、今度は自制したのか背中の針は飛ばなかった。

「攻撃って……ネガビュは、こないだ三人増えてやっとこ十人っしょ!?　ってことは、杉すぎ並なみの防衛に三人残すと攻撃チームは最大七人、でもオシラトリの防衛チームはその倍、ヘタすりゃ三倍はいるはずだし！　いくらなんでも勝負にならないし！」

「まあ、あいつらは勝つつもりだろうし、いい勝負くらいはするかもだけどな……」

　腕組みをしたニコは、そう前置きしてからじわりと本題に近づいた。

「でも、厳しい戦いになるとあたしも思う。万一のことを考えりゃ攻こう撃げきチームにロータス自身が参加するわけにはいかねーしな……。──ただ、この作戦は、プロうミネンスちにとっても最後のチャンスなんだ。加速研究会をぶっちめて、あたしのスラスターを取り返すには、ここで奴やつらの正体を暴くしかねえ」

「…………なんだかオレ、嫌いやな予感してきたし」

　呟つぶやくシスルににやっと笑いかけ、ニコはこの会議の本題その一を口にした。

「だから、あたしは、ネガビュの作戦にうちも協力しようと思ってる」

「………………んみょっ……」

　アザミ色のヤマアラシが発した妙な声は、背中の針の全弾暴発を堪こらえるためのものだろう。逆立つ針を小刻みに震ふるわせつつ、ツメの生えた両手を前に持ち上げる。

「ちょ、ちょっと待てし……。あのさ、レイン、いまさら領土戦の基本ルールの解説とかされたくないだろうけど、一応訊きくよ？　領土戦の攻撃チームはレギオン単位だから、別レギオンからゲスト参戦とかはできないこと、解わかってるっしょ？」

「もちろん解ってる」

　答えるニコの声も真剣だ。沈ちん黙もくを守るカシス・ムースの鹿しかっぽい顔にも、緊きん張ちようの色が浮かんでいる。そちらをちらりと見てから、シスルは重ねて問いを発した。

「……協力ってのは、うちが別チームを出して港みなと区第一か第二エリアを攻めるとか、そういうことじゃないんっしょ？　そもそも、領土が接してないと攻撃できないし。つまり……うちの誰だれかに、一時的にレギオン脱退させて、ネガビュに加入させるってこと？」

「方向性はそれで合ってる。ただ……誰かにとか、一時的にとか、生ぬりぃことしてたらオシラトリには勝てねぇ」

　これからニコが告げようとしている言葉の破は壊かい力りよくを予感してか、轟ごう雷らいステージの黒雲がひときわ激しくうねり、重低音の雷鳴を轟とどろかせた。

「領土戦の助すけっ人とには、あたしとパドがメインで行く」

「んな………………」

　シスルの背中の針が、限界まで逆立った。

「ただ、それだと練ねり馬まの防御が不安になるから、杉すぎ並なみからもいつでも助っ人を呼べるようにする」

「んな………………」

「ぶっちゃけると……」

　こほん、と咳せき払ばらいしてから、赤の王スカーレット・レインは、ついにそのひと言を口にした。




「──プロミネンスとネガ・ネビュラスを、合併させる」




　んなああああああ──────────ん!!

　という絶叫が対戦ステージを震ふるわせ、数十本の針が上空に向けて立て続けに発射され、それに次々と雷が落ちて世界を轟ごう音おんと閃せん光こうで塗ぬり潰つぶした。
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　グラファイト・エッジが《解明剣エルシデイター》なる第三段階心意技で帝てい城じよう二階の休憩室の床に大穴を開けたのは、単なるデモンストレーションではなかったらしい。

　場所の再移動を提案した双そう剣けん使いは、床の穴に歩み寄ると、そこを指さして少々自じ慢まんそうに言った。

「この穴を降りればだいぶショートカットできるはずだぜ。まあ、それでも《神じん器ぎの間》まで辿たどり着くのに、一、二回は衛兵と戦わなきゃならないだろうけどな」

　その言葉はどちらも正しく、穴から飛び降りた四人が歩いた距きよ離りは約二百メートルだったが、道中に移動しない衛兵エネミーが二匹いたので、そこは戦って通るしかなかった。もっとも、グラファイト・エッジとスカイ・レイカーという二人のハイランカーが実力を遺い憾かんなく発揮してくれたので、ハルユキとトリリードは攪かく乱らんくらいしかすることはなかったのだが。

《九きゆう重ちようの門》の八つ目だという大扉を開けて、薄うす暗ぐらい大広間に到達した時、ハルユキと楓フウ子コの累計加速時間は九十五分に達していた。自動切断セーフティが発動するまで、残り二十分と少し。

　これは、いったん現実世界むこうに戻ってから、もう10ポイント使って再ダイブしないとかな……と思いながら広間を横切ると、行く手の暗がりから、二つの大型台座が姿を現す。つい小走りになりつつ近寄り、台座の正面に回り込む。

　二メートルの間かん隔かくを空けて並ぶ、黒々とした石の柱。前面には、悠ゆう久きゆうの時を経てなお輝かがやきを失わない金属板が嵌はめ込まれている。そこに彫り込まれているのは、図案化された北ほく斗と七しち星せいと、加速世界ではほとんど使われることがないはずの漢字。右の台座のプレートには【開かい陽よう】、左の台座のプレートには【玉ぎよく衝しよう】と記されている。

「……これが、第五と第六の神器が安置されていた台座なのね……」

　隣となりに立った楓子が、さすがに感じ入った様子で呟つぶやいた。ハルユキは頷うなずき、情報を補足した。

「はい、師し匠しよう。右の台座に載ってた鎧よろいが《ザ・ディスティニー》、左の台座に載ってた剣が《ジ・インフィニティ》。ディスティニーは僕らが封印しちゃいましたけど、インフィニティの実物は……」

　言いながら振り向き、グラフと並んで立っているトリリードを見やる。若武者ははにかんだ様子で腰から直刀の鞘さやを外し、両手でそっと持ち上げる。

「これがジ・インフィニティです、レイカーさん。僭せん越えつながら、いまは私が所有させて戴いただいております。持ってみますか？」

「いえ、いいわ。素す敵てきな刀ね、見せてくれてありがとう、リード」

　微笑ほほえみながら答えたレイカーは、再び台座に視線を向け、呟くように言った。

「剣と……鎧よろい、ですか。帝てい城じようにあるのだから《三種の神じん器ぎ》がモチーフなのかと思ったけど、違ったみたいね」

「三種の神器……って、日本の神話の……？」

　ハルユキが首を傾かしげていると、ぱちん、という音が聞こえた。グラファイト・エッジが指を鳴らしたのだ。

「さすがはレッカ先生、いいとこに気付いたな。天皇家に伝えられる、いわゆる三種の神器……つまり《草くさ薙なぎの剣つるぎ》、《八や咫たの鏡かがみ》、《八や尺さか瓊にの勾まが玉たま》の三つが、加速世界の七の神器セブン・アークスの第五、第六、第七星に対応してるんじゃないかって話は、俺もリードとしたことがあるよ」

「あら、でも、ジ・インフィニティは剣だから草薙剣になぞらえられるとしても、ザ・ディスティニーは鎧でしょ？　鏡になぞらえるのは無理がない？」

　楓フウ子コの指摘はもっともだ。ハルユキがこくこく頷うなずくと、双そう剣けん使いは右手の指を左右に振ってみせる。

「ところがどっこい、《ザ・ディザスター》になっちまう前のディスティニー本来の性能は、物理攻こう撃げきは無効、光属性攻撃は反射だったんだぜ。何より、見た目が眩まぶしいくらいの銀色で、まさしく鏡みたいだったからな……」

「あら、見てきたみたいな口ぶりね」

　楓子が突っ込むと、双剣使いはわざとらしく咳せき払ばらいしながら、「それはそれとして」などと煙けむに巻くようなことを言って話を戻す。

「ともかく、ディスティニーが八咫鏡に対応してるって読みは、あながち無理筋でもないと俺は思うよ、ウン」

「な、なら……三つ目の、八尺瓊勾玉が、七番目の神器……《ザ・フラクチュエーティング・ライト》に対応してるってことですか……？」

　ハルユキがその問いを口にした瞬しゆん間かん、しばらく沈ちん黙もくしたままだった右肩のアイコンが、一瞬だけ強く光った。だがまだ発言する気はないようなので、グラフに視線を戻す。

　双剣使いもまた、すぐには答えようとしなかった。無言のままゆっくりと体の向きを変え、大広間の北側の壁を見やる。暗がりに紛まぎれてよく見えないが、そこには古代の神殿を思わせるデザインの門が黒々と口を開けている。あれこそが、《九きゆう重ちようの門》の最後の一つだ。これまでの門とは異なり扉はないが、容易には足を踏ふみ込ませない、不ふ吉きつな予感をはらんだ冷気が流れ出してくる。

「……現実世界の皇居に安置されている、三種の神器……」

　不意にトリリードがそんな言葉を発したので、ハルユキは視線を動かした。若武者は、剣を再び左腰に吊つるしながら穏おだやかな声で語り続ける。

「……そのうち、剣と鏡は《形かた代しろ》、乱暴に言えばレプリカなのです。本物の草薙剣は愛知県の熱あつ田た神宮に、八咫鏡は三重県の伊い勢せ神宮に存在すると言われています。しかし、八尺瓊勾玉だけは、実物が皇居の吹ふき上あげ御所、剣けん璽じの間に奉たてまつられているそうです。もちろん、見たことはありませんが」

「……つまり、加速世界の帝てい城じように存在する、あるいは存在した三つの神じん器ぎも、七番星《揺よう光こう》だけが本物だと、そういうことかしら？」

　楓フウ子コの問いに、リードはそっとかぶりを振った。

「何をもって本物とするのか、私には解わかりません。ただ……これはグラフ先生の受け売りなのですが、七の神器全すべてに与えられている漢字名と英語名のうち、《揺光》と《ザ・フラクチュエーティング・ライト》だけが正しく対応しているのだそうです」

「へ……？　ライトが《光》なのは解るけど、フラクチュエーティング、ってどういう意味……？」

　事前にちゃんと辞書を引いておくんだった、と後悔しつつハルユキは首を傾かしげた。まったく聞き覚えがない、少なくとも中学校で習う英単語ではないことは確実だ。

　ハルユキの質問に答えたのは、リードでも楓子でもなく、九番目の門に視線を向けたままのグラファイト・エッジだった。

「ｆｌｕｃｔｕａｔｅは、揺ゆれる、変動する、上下するっていうような意味の動詞だ。つまり、フラクチュエーティング・ライトは、《揺れ動く光》って意味になる。縮めれば、そのまま《揺光》だな……」

　いつものように飄ひよう々ひようとしたその声の奥に、何かを嚙かみ締しめるような響ひびきを感じて、ハルユキは瞬まばたきを繰くり返した。しかし双そう剣けん使いは軽く肩をすくめつつ振り向くと、完全に普ふ段だんの調子に戻って続けた。

「最後の神器の名前だけがきっちり対応してることに何か意味があるのか……それともただの偶然なのかは俺にも解らない。知りたきゃ、レベル10になって、開発者とやらに訊きくしかないよな」

　はは、と短く笑ったグラフに向けて、突然、レーザーのように収束された声が放たれた。

「意味はあるに決まっています」

　発言者は、いままで沈ちん黙もくしていた右肩のアイコン──大天使メタトロンだった。

「グラファイト・エッジ、お前はそれを知っているはず。ハイエスト・レベルに達する力と、エリア００に立ち入るすべを持つお前なら知らないわけがないのです。お前たちが加速世界と呼ぶ《ブレイン・バースト》の存在理由……それは、ザ・フラクチュエーティング・ライトに至ること」

　すうっと浮き上がったアイコンは、ひときわ強い光を発しながら、大天使の名にふさわしい威い厳げんをまとう声で双剣使いに命じた。

「言いなさい、グラファイト・エッジ。お前たちは……すでに消しよう滅めつしてしまった《アクセル・アサルト》及び《コスモス・コラプト》を含む三つの世界の小戦士たちは、なぜ戦わされているのです？　我らビーイングは、なぜ生み出されたのですか？　最後の神じん器ぎ、ザ・フラクチュエーティング・ライトとは何なのですか!?」

　その言葉を聞いた楓フウ子コとリードが、少し驚おどろいたように上体を反らした。

　無理もあるまい。二人とも、メタトロンはあくまでエネミー──ＢＢシステムによって動かされるＡＩなのだと思っていたのだろうから。しかし大天使の声には、ハルユキたちバーストリンカーと何ら変わらない苦悩と渇かつ望ぼうの響ひびきがあった。

　双そう剣けん使いは、すぐには答えようとしなかった。

　自分の頭より少し高い位置に浮遊する小さなアイコンをしばし無言で見上げてから、くるりと身を翻ひるがえす。背中越しに、静かな声が発せられる。

「……さっきも言ったが、その話をする前に、《八はつ神しんの社やしろ》に移動しよう」

　九番目の門を目指して歩いていく双剣使いを、メタトロンもまた無言で見下ろした。やがて、すうっとハルユキの右肩の定位置に降りてくる。

　楓子、リードと顔を見交わしてから、ハルユキはグラファイト・エッジを追いかけた。

　厳いかめしい門をくぐると、前回と同様に濃密な闇やみが視界を満たした。しかしすぐに、行く手に朧おぼろ気げな光が見えてくる。壁の窪くぼみで揺ゆれる蠟ろう燭そくの炎に導かれて、一行は地の底へと続くような螺ら旋せん階段を下りていく。

　今回は段数をカウントしてみようと試みたハルユキだったが、百を超えたあたりで数が解わからなくなってしまった。凍こおるように冷たい石段を這はい上ってくる、形容しがたいプレッシャーに抗あらがうのに必死だったからだ。

　一ヶ月前よりもいっそう恐ろしく感じるのが、知識と経験が増えたからならいいけれど──と思いながらひたすらに足を動かしていると、ようやく行く手でグラフの声が響いた。

「着いたぞ」

　ふう、と息を吐はいてから顔を上げる。

　帝てい城じよう本殿最深部の小部屋は、月光ステージらしく全面が白い石のタイル張りになっていた。磨みがき上げられた床材に燭しよく台だいの灯あかりが反射して、水面のように揺れている。

　小部屋と言っても、面積は有アリ田タ家のリビングルームの二倍はあるだろう。奥の壁には大きなアーチが口を開けているが、華きや奢しやな銀色の柵さくが通行を阻はばむ。向こう側は、ぬばたまの暗闇。

　こつこつと軽やかな足音を鳴らして部屋を横切った楓子は、恐れる様子もなく柵に近づくと、その先の闇に向き合った。ハルユキも恐る恐る楓子の隣となりまで歩を進め、銀色の柵越しに眼を凝こらす。

　不意に、ぽっとかすかな音が響き、少し離はなれたところにささやかな灯りが生まれた。黄色い光の源は、白木の台の上で揺れる蠟燭。同じ光が手前から奥へと次々に灯り、薄うす明あかりの道を作り出す。やがて遥はるか離れた場所に、黒い石造りの台座が出現する。

　上の広間にあったものと同じだが、こちらは空ではない。台座の上には、青く脈動する光に包まれた《何か》が存在する。封印が解かれるその瞬しゆん間かんを待ちわびるように、温かな黄金色の輝かがやきを不規則に揺ゆらめかせている。

「……ここが……八はつ神しんの社やしろ」

　ハルユキの左ひだり隣どなりで楓フウ子コが呟つぶやき、

「あれが、ザ・フラクチュエーティング・ライト」

　と右肩のメタトロンが囁ささやいた。

「まさしく《揺れる光》ね。ここからじゃ、どんなアイテムなのかは解わからないわ……」

　楓子がそう受けると、メタトロンは少し浮き上がりながら答える。

「視覚情報だけでしか観察できないのがもどかしいですね。しもべ、レイカー、ちょっとあれに近づいてみなさい」

「わあ、無理無理ムリだよ！」

　ハルユキは慌あわてて叫ぶ。

「この注連しめ縄なわを越えると、八神ていうとんでも強いエネミーが出てきて、えらいことになる……んだよね？」

　最後の助動詞は、背後のトリリードに向けたものだ。若武者はこくりと頷うなずくと、落ち着いた口調で解説する。

「はい。私は四方門の四し神じんとまともに戦ったことはありませんが、八神の戦せん闘とう力りよくは彼らを超えているだろうと、グラフ先生は言っていました」

「そうなの？」

　楓子も振り向き、入り口近くの壁に寄り掛かって立つ双そう剣けん使いに訊たずねる。右手の人差し指でヘルメットをかりかり引っ搔かきながら、グラフは弟子に比べるとかなり歯切れの悪い答えを口にした。

「ん、んん[image: ～][image: ～]……実際のとこは、戦わずにひたすら逃げ回って台座に近づけるか試しただけだからなあ。ただ、何て言うか、四神はあくまで巨大エネミーで戦場もそこそこ広い。ゲーム的に表現すれば《レイドボス攻略戦》なわけだ。何十人ものパーティーで同時に戦えるから、戦略、戦術をあれこれ工夫する余地がある。対して八神は、見ての通り戦場は部屋の中だし、敵のサイズも大型デュエルアバター程度だから、ボス戦よりも《ＰｖＰ》、つまりブレイン・バースト本来の対戦に近い。下手へたすりゃ一対一で戦わなきゃならないのに、相手のスペックは四神級なんだからな……どーもならん、ていうのが俺の正直な感想だよ」

「ふうん……。インティにソロで挑戦したあなたがどーもならんと言うなら、本当にどうにもならないんでしょうね」

　楓子がそう応じると、グラフは苦笑いするように肩をすくめた。

　百戦錬れん磨まのハイランカーたちのやり取りを聞いているうちに、ハルユキはふと根源的な疑問を感じ、遠えん慮りよがちに声を発した。

「あの……グラフさん、ちょっといいですか」

「ん？　なんだい、クロウ？」

「えと……メタトロンはさっき、このゲーム……ブレイン・バースト２０３９が存在する理由は、最後の神じん器ぎ、ザ・フラクチュエーティング・ライトに到達することだ、って言いました。それってつまり、ブレイン・バーストの製作者は、僕らバーストリンカーに帝てい城じようを攻略させるためにこのゲームを作ったってことですよね。ゲームなんだから、クリアまでにはあれこれとハードルが必要なのは解わかります。レベルを上げて、ダンジョンを探検して、アイテムを手に入れて、ボスを倒たおす……でも、そこには普通、ゲームバランスってものがありますよね。適正な難易度に調整するのが、製作者の大事な仕事でしょう？　なのに……四し神じんや八はつ神しんの強さはあまりにも理り不ふ尽じんっていうか……まるで、何がなんでもゲームをクリアさせたくないみたいな……。──製作者は、帝城を攻略して欲しいのか欲しくないのか、いったいどっちなんですか？」

　思考を言語化する能力にはまったくもって自信のないハルユキだが、懸けん命めいに言葉にした疑問は、どうにか相手に届いたようだった。

　ゆっくりと頷うなずいた双そう剣けん使いは、真剣味の増した声で言った。

「シルバー・クロウ。このゲームの設定が矛む盾じゆんしているという、お前の感覚は正しい。だが、それは仕方のないことなんだ。なぜならブレイン・バースト２０３９は、ゲームであってゲームではないからだ」

「それは……どういう、意味ですか？」

　息を吞のみながら問い返す。

　ハルユキは、先月末の加速研究会本ほん拠きよ地ちでの激戦の最中に、大天使メタトロンが見せてくれたハイエスト・レベルでほとんど同じ疑問を抱いだいた。

《ＴＦＬ》を帝城の最深部に配置したのがブレイン・バーストの製作者なのだとして、再び必要になったのなら、ただ神の手を伸ばして取り出せばいいのではないだろうか。何もゲームのクリアフラグに指定して、数多あまたのバーストリンカーにわざわざ帝城を攻略させる必要がどこにあるのか──。

　ハルユキの視線の先で、グラファイト・エッジがかすかに身み動じろぎした。

　しかし、双剣使いの言葉が発せられる前に、隣となりの楓フウ子コがさっと右手を掲かかげた。

「待って。わたしと鴉からすさんが自動切断するまであと二分しかないわ。長い話になりそうだから、続きはわたしたちが再ダイブしてからでいい？」

「ああ……そうか。じゃあ、俺とリードはこのへんで待ってるから、なるべく早くリログ……じゃなくて再ダイブ頼たのむぜ」

　いつもの、なぜかちょくちょく古めのネットゲーム用語が交ざる口調でそう言うと、グラフは壁に寄り掛かったまま腕を組んだ。

　ハルユキは、開きっぱなしにしていたインストメニューの累積時間にちらりと眼をやってから、右肩の立体アイコンに囁ささやきかけた。

「ごめんメタトロン、すぐに戻ってくるから、少しだけ待ってて」

「……急ぐのですよ、しもべ」

　相変わらず偉そうながらもほんのりと拗すねたようなメタトロンの声を微笑ほほえましく感じながら、グラフの隣となりに移動したトリリードにも会え釈しやくする。

「リード、じゃあ、ちょっと戻ってくるね」

「はい、ごゆっくり、クロウさん、レイカーさん」

　挨あい拶さつが一通り終わったところで、残り三十秒となった。楓フウ子コと頷うなずき合い、回線切断に備えていると、不意にグラフがぱちんと右手の指を鳴らした。

「そうだレッカ、次はセーフティの発動時間を十時間ぐらいにしといてくれ」

「ずいぶん長いわね」

「それだけの理由があるのさ。ま、よろしく」

　少々胡う散さん臭くさそうな顔をしつつも楓子が頷き、ハルユキの右手を握にぎった一秒後、視界に真しん紅くの警告文が輝かがやいた。

【ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ　ＷＡＲＮＩＮＧ】の文字列の向こうで、帝てい城じよう最深部の風景が光に溶けて消えていった。
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「が……が……がががががががががが」

　背中の針を全弾撃うち尽くし、丸っこ可愛かわいい獣けものの姿から一転スリムになってしまったシスル・ポーキュパインの口から、壊こわれた音声ファイルのような音が連射された。

　隣に立つカシス・ムースが大きな手で軽く背中を叩たたくと、シスルはしばし咳せき込んでから、胸いっぱいに空気を吸い込み、

「…………合併だああああああ!?」

　と超高音域の金かな切きり声で叫んだ。

　きいいいん、という耳鳴りが消えるまで待って、美ミ早ハヤはニコと同時に頷く。

「イエス」

「そうだ」

　途と端たん、シスルはふらーと体を傾かせる。三獣士の中では、彼女が最も強くネガ・ネビュラスとの協力態勢に懸け念ねんを示していたので、ショックを受ける気持ちも解わかるがここは理解して貰もらわねばならない。

　アバターを後方に二十度ほど傾斜させたもののどうにか踏ふみ留とどまると、シスルは両手を前に突き出し、小刻みに頭を振りながら言った。

「いや……いやいやいやいや、ちょっと待てし。えーと……そもそも、レギオンの合併って、システム上可能なんだっけ？」

　ようやく少しばかり落ち着いてきたらしいヤマアラシに、美ミ早ハヤは頷うなずきかけた。

「可能。ただし、領土を持っているレギオン同士の合併は、領土が隣りん接せつしていないとダメ」

「その場合、レギオン名とかレギマスとかはどうなんの？」

　二番目の質問には、ニコが答える。

「そのへんはオプションを自由に選択できるみてーだな。どっちかのレギオン名を残したり、新しく名前つけたりもできるし、どっちかのレギマスがそのままマスターを引き継ぐことも、新しく選ぶこともできる」

「ふうん……。──こないだネガビュに入ったっていう、世せ田た谷がやエリアの子たちの場合はどうだったの？」

「あー、あいつらは合併じゃなくて、元のレギオンを解散してから改めてネガビュに加入したみたいだな」

「へえ？　なんでそんなめんどくさいことを？」

「さあ……あたしもそこまでは聞いてねー」

　シスルとニコが揃そろって首を傾かしげたタイミングで、いままで黙だまっていたカシス・ムースが発言した。

「兼ね合いだろうな……《断罪の一撃ジヤツジメント・ブロー》との」

「どゆこと？」

　カシスが頭を反対側に傾ける。

「僕も今回調べてみて、初めて知ったんだが……レギオンが合併すると、オプションの選択にかかわらず、元のレギオンマスター双そう方ほうに一ヶ月だけ残されるのだ……断罪の一撃の発動権が」

「へええ……それってつまり、合併後のレギオンがまったく新しいマスターを選ぶと、それまでの旧マスター二人も加えて、断罪できる人が一時的に三人になるってことっしょ？」

「そのようだな」

「うへえ、合併後に大モメしたら断罪祭りだし！」

「嫌いやすぎるぞ、その祭り」

　カシスとシスルのやり取りを聞いていたニコは、苦笑しつつ口を挟はさんだ。

「つまりプチ・パケの元レギマスは、自分に断罪の権利が残らないように、敢あえてレギオンを解散させたってわけか。なかなか根性入ってんな」

「ちょいちょいちょーい！　感心してる場合じゃないっしょ、レイン！」

　再び声のトーンを上げて、シスルが喚わめく。

「まさか、ウチらの場合もソレやるわけじゃないっしょ!?　オレやだし、そんな一方的な吸収合併みたいなの!!」

「落ち着け、ポッキー」

　カシスが両手をシスルの肩に置くと、小柄なヤマアラシは再びじわじわとクールダウンしていく。最後に大きく息を吐はき出してから、大柄なヘラジカをじろりと見上げ、

「……そういうカッシーは落ち着きすぎだし。…………あっ、もしかしてアンタ、最初っから知ってたんしょ、合併のこと!?」

「い……いや、まあ、気にするな、そのへんのことは」

　咳せき払ばらいしながら、カシスは両手を離はなして一歩下がる。

　シスル・ポーキュパインの推察は正しい。美ミ早ハヤとニコはこの会合の前に、カシス・ムースにだけはレギオン合併の可能性を打ち明けていたのだ。そうした理由は、発火点の低いシスルを宥なだめてもらいたかったからだが、カシスは独自に色々調べてくれたらしい。

　彼の冷静な判断力と、そしてシスルの軽快な瞬しゆん発ぱつ力りよくには、新生プロミネンスのサブリーダーとして戦ってきた短からぬ年月のあいだに何度も助けられた。二人とも、レギオンに不可欠な最高幹部であり、プロミネンスを深く愛してもいるのだ。

　その愛情は、あるいは美早よりも大きいかもしれない。

《三獣士》としての美早の忠誠心は、レギオンよりもニコ個人に深く注がれている。また、バーストリンカーとしての美早の情熱は、領土戦よりも個人戦を指向している。対戦の聖地と呼ばれるアキハバラ・バトル・グラウンドに足あし繁しげく通ったのは、情報収集のためでもあるが、一対一の対戦テクニックを磨みがきたかったからという理由も大きい。

　ゆえに美早には、ネガ・ネビュラスとの合併に関してさほど大きな抵抗感はない。もちろんプロミネンスの名前がなくなってしまうのは残念だが、ニコさえいればそこが美早の戦場だし、そもそも今回の合併方針はニコが悩み抜いて決めたことなのだ。

　しかし、大多数のプロミネンスのメンバーにとっては、そう簡単に受け入れられることではないだろう。二代目の時代になってから頭角を現したシスルでさえこれほどショックを受けているのだから、先代の頃ころからの古参メンバーであるブレイズ・ハートやピーチ・パラソルたちは驚おどろくくらいでは済まないはずだ。何と言っても、先代赤の王レッド・ライダーの首を落とし、ポイント全損に追い込んだのは、ネガ・ネビュラスの現レギオンマスター、黒の王ブラック・ロータスなのだから──。

「ポッキー。あたしも、ネガビュとの合併がキツい話だってことは解わかってる」

　再生されつつある薄うす紫むらさき色いろの毛皮を無言で波打たせているシスル・ポーキュパインに向けて、ニコが静かな声で語りかけ始めた。

「もちろん、プロミを解散して一方的に吸収されるみてーなことは考えてねぇ。対等な合併になるように、きっちり交渉するつもりだ。ただ……それでも、いまのレギメンが全員あたしに付いてきてくれるっていう自信は、正直ない。脱退するメンバーも幾いくらかは出てくるだろうし……ポッキーやカッシーがその選択をしても、責める権利はあたしにはない……」

「………………っ」

　咄とつ嗟さに何かを言おうとしたシスルの肩を、再びカシスがそっと押さえる。ニコはそんな二人に真まっ直すぐな視線を向けながら、言葉を重ねる。

「ただ……あたしは最近、よく考えるんだ。先代が退場して、大混乱の戦国時代になった練ねり馬まや池いけ袋ぶくろ界かい隈わいで、生き残るために必死こいて戦ったのはどうしてなのか……二代目赤の王なんていう立場に祭り上げられてからも、歯ァ食い縛しばって領土を守り続けてきたのはなんでなのか。大勢をまとめるような役回り、あたしには全然向いてないし、正直プロミネンスっていう看板にもそこまで思い入れはなかった。気心の知れたほんの何人かと一いつ緒しよに、領土なんか持ってない、ちっちゃいレギオンを作って、加速世界の隅すみっこで楽しくやれりゃそれで充分だったのに……ってさ」

　真しん紅くの少女型アバターが、轟ごう雷らいステージの曇くもり空を見上げる。分厚い雲の彼方かなたを飛ぶ鳥でも見つけたかのように、そっと右手を差し伸べる。

「きっと、あたしは逃げたくなかったんだ。崩ほう壊かいしかけの赤のレギオンからポイントがっぽり稼かせいでやろう、みたいな感じで襲おそってくる連中から……所しよ詮せんは純色じゃない、紛まがい物の王だっつって見下してくる大レギオンの奴やつらから……そして、こんなあたしを頼たよってくれた、いまのプロミのメンバーたちから。ずっと虚勢を張り続けてきただけで、いつかはメッキが剝はがれて無ぶ様ざまを晒さらすんだろうってずっと思ってて、それが怖くて仕方なかったけど……あたしの中にも、逃げたくない、負けたくないって気持ちはちゃんとあった……」

　ニコにそうと気付かせたのは、きっと美ミ早ハヤではなく、半年前に知り合ったばかりの銀色の鴉からすだろう。そのことに等量の寂さびしさと嬉うれしさを感じながら、美早は若きレギオンマスターの言葉をひと言も聞き漏もらすまいと耳をそばだてた。

「──だからあたしは、今度も踏ふん張りたい。正直、加速研究会も、白のレギオンも怖こえぇよ。でも、あいつらはチェリーの仇かたき……あたしの敵でもあるんだ。ここで逃げて、ネガビュの連中に任せっぱなしにしちまったら、あたしはもう王を名乗る資格はない。今度こそ、自分の意志で、自分が守るべきもののために戦いたい。だから……頼たのむ、ポッキー、カッシー。あたしに、力を貸してくれ」

　最後の言葉をきっぱりと言い終えると、ニコは二人の《三獣士》に向けてぐっと頭を下げた。

　ほぼ長さを取り戻した毛皮を大きくいちど波打たせ、深々と息を吸い込んでから、シスルは静かな声でレギオンマスターに問い質ただした。

「レインが守るべきものって、何？」

　体を起こしたニコが、揺ゆるぎない声で答える。

「あたし自身と、プロミの仲間たちと……そして、この加速世界そのものだ」

　すると今度は、カシスが巨大な角を一振りして訊たずねた。

「黒の王ブラック・ロータスは、レベル10を……つまりブレイン・バーストのゲームクリアを目指しているはず。彼女の進む道が加速世界の終わりに繫つながっているとしても、共に戦うという意志は揺ゆるがないのか？」

「ああ。それがあいつの《守るべきもの》だしな……それにあたしは、誰だれか一人がレベル10になったくらいで、この世界がいきなり消えたりはしねぇと思ってる。レベルってのは、何かを勝ち取るために上げるもんだろ？　たかだが数字が増えたくらいでクリアできちまうようなヌルいゲームなら、あたしらはこんなに必死になって泣いたり笑ったりしてねえよ。レベル10になって、開発者とやらに会えたとしても、新しいクエストだかミッションだかをもらって終わりだろ、どうせ」

　ニコにそう断言されると、黒の王には申し訳ないがそんなものなのかもという気もしてくる。だがいっぽうで、ブレイン・バーストのレベル10を、たかが数字と言い切れるほどの自負心は美ミ早ハヤにはない。なぜならレベル10にだけは、幾いくらバーストポイントを注ぎ込んでも届かないのだから。同じレベル９ｅｒを五人全損させるという、血ち塗ぬられた道を歩み通した者だけが辿たどり着ける場所──。

　黒の王ブラック・ロータスが進もうとしている覇は道どうを、ニコは《守るべきもの》と表現した。きっとニコは、黒の王の中に、自分と似たものを感じているのだろう。銃と剣の違いはあるが、どちらのデュエルアバターも、近づくもの全すべてを傷つけ、遠ざける力を持って生まれてきた。そして二人とも、自分の《心の傷》を象徴するその力と向き合い、受け入れ、傷を強さに──闇やみを光に変えようとしている。

「……たとえ……いつか、ロータスと戦わなきゃなんねえ時が来るんだとしても……」

　強い輝かがやきを湛たたえたアイレンズで、黙だまり込んだままの三獣士を順に見詰めながら、ニコが落ち着いた声で言った。

「その結果、どっちかが全損するんだとしても、あたしはその運命を受け入れるよ。だって、サドンデス・ルールがあることを知りながらレベル９に上がることを選択したのはあたし自身なんだからさ……。あたしが力を求めたのは、あたしの周りの世界を守るためだった。だから、その決断を最後まで貫つらぬきたい。守りたいものを守るために、いまはロータスと力を合わせて、白のレギオンと戦わなきゃならないんだ」

　ニコが口を閉じても、シスルとカシスはしばらく何も言おうとしなかった。

　いつの間にか再生を終えていたシスルの毛皮が、一度だけざわっと逆立ってから柔軟性を取り戻し、冷たい風になびいた。

　アザミ色のデュエルアバターは、渦巻く黒雲を見上げてから、時間をかけて頷うなずいた。

「……レインがそこまで覚かく悟ご決めてんなら、オレたちも最後まで付き合うしかないっしょ……。──ブレイズたち古株の説得は、オレに任せろし。あいつらもじっくり話せば、きっと解わかってくれるし」

　その声は、不確かな未来への不安と、強大な敵への畏おそれ、そして戦うことを選んだ者だけが持つ決意の響ひびきを等しく含んでいた。

　カシス・ムースも、厚めの装甲をがしゃりと鳴らして首しゆ肯こうする。

「いつかは来ると思っていた……領土を出て戦う時が。予想外の形ではあるが、僕もレギオンマスターの意志に従う」

　二人の意思表明を受けて、ニコは力強く頷うなずき返し、拳こぶしを握にぎった右手を前に突き出した。

「ありがとう、ポッキー、カッシー……それにパド。ここから先、状況がどう変わろうとも、これだけは約束する。あたしは、絶対に逃げない。相手が白の王だろうと、災さい禍かの鎧よろいマークⅡだろうと、ビビって後ろに下がったりなんか絶対にしない。最後まで、全力で戦い抜いてみせる」

　無言で歩み寄ってきたシスルとカシスが、ニコの小さな拳に、自分の拳をごつんと打ち付けた。

　──強くなったね、ニコ。

　心の中でそう囁ささやきかけながら、美ミ早ハヤも三人に近付き、拳を触ふれ合わせた。

　轟ごう雷らいステージの黒雲に小さな切れ間が生まれ、そこから降り注いだ光が、四つの拳をまるで炎の塊かたまりのようにきらきらと輝かがやかせた。
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　現実世界の有アリ田タ家リビングルームで覚かく醒せいしたハルユキは、瞼まぶたを開くや否いなや右手を持ち上げてホームネットワークの設定画面にアクセスした。

　同時に、頭の中で加速世界の時間を現実時間に換算する。グラファイト・エッジは自動切断セーフティの発動を十時間後に変更しろと言っていたので、設定窓に入力すべき数字は十時間の千分の一、つまり六百分＝三万六千秒を千で割って三十六秒……。

　どうにか一秒でそこまで暗算し、設定画面に数字を打ち込もうとしたハルユキの右手を。

　不意に、隣となりから伸びてきた白い手がきゅっと摑つかんだ。

「ふあっ!?」

　そんな声を出しつつ右を見ると、ほんの十センチ先に小さな顔があった。

　いつも穏おだやかな笑みを絶やさない倉クラ崎サキ楓フウ子コが、いまはどこか張り詰めた表情を浮かべていて、ハルユキは息を吞のんだ。だが何かを言う前に、楓子は額ひたいをこつんとハルユキの頭に触れさせ、囁いた。

「鴉からすさん、わたしに、勇気をちょうだい」

「え…………」

　言葉の意味は解わからなかったが、ハルユキは反射的に楓フウ子コの手を強く握にぎり返した。一いつ瞬しゆん、触ふれ合う体を通して深い震ふるえが伝わってきたが、すぐにしっかりとした声が聞こえた。

「……ありがとう。行きましょう」

「は、はい」
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　楓子の様子は気がかりだが、途と惑まどっている時間はない。こちら側で一秒が経過するごとに、無制限フィールドでは十六分四十秒が過ぎ去ってしまうのだ。自動切断の設定を変更し終えると、頷うなずきで合図し、二人同時に《アンリミテッド・バースト》コマンドを唱える。

　加速音とともに視界が暗転し、楓子の体温とシャンプーの香りが消失した。

　代わりに感じたのは、冷たい空気に含まれる、清せい冽れつな木の匂におい。

　俯うつむいたまま両眼を開くと、金属装甲に包まれたシルバー・クロウの両足が踏ふんでいるのは、白い無む垢く板いたを張られた床だった。どうやら、ハルユキたちが現実世界に戻っている間に変へん遷せんがあったらしい。

「これは……《平安》ステージかな……」

　呟つぶやきながら顔を上げ、周囲を見回す。

　当然ながら、自動切断する前と居場所は変わっていない。帝てい城じよう最深部、《八はつ神しんの社やしろ》手前の小部屋だ。だが、少し離はなれたところにスカイ・レイカーの姿があるだけで、グラフとリードの師弟コンビは見当たらない。

　二人がどこに行ってしまったのかも気になるが、加速前の楓フウ子コの言葉も気がかりだったので、ハルユキはレイカーに歩み寄ると、おずおずと訊たずねた。

「あの……師し匠しよう、どうかされたんですか……？」

　すると、楓子は俯うつむけていたフェイスマスクを持ち上げ、軽くかぶりを振った。

「……さっきは、突然変なことを言って悪かったわね、鴉からすさん。ちょっとだけ……怖くなってしまったの」

「怖い……師匠が、ですか？」

　きょとんとするハルユキに、楓子は流体金属の髪を揺ゆらして頷うなずきかける。

「ええ。わたしは……今日知ったことを、何もかもサッちゃんに伝える義務がある。でも……グラフの語る言葉が、サッちゃんに希望ではなく絶望をもたらすようなものだったら……？　加速世界の最果てを見たいという、あの子がずっと昔から抱いだき続けてきた望みを打ち砕くものだったら……？　そう思ったら、突然怖おじ気けづいてしまって……」

「…………！」

　楓子の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ハルユキはゴーグルの下で鋭するどく息を吸い込んだ。

　今日、黒クロ雪ユキ姫ヒメに何も言わずに帝てい城じようへの再突入に挑いどんだのは、七番目の神じん器ぎ《ザ・フラクチュエーティング・ライト》について調べるためだ。メタトロンがブレイン・バーストの存在理由だと断言したＴＦＬの情報を入手して、黒雪姫に《もう一つの道》が存在する可能性を伝えたかったのだ。

　スザクの猛もう攻こうをかいくぐって辿たどり着いた帝城で、トリリード・テトラオキサイドのみならずグラファイト・エッジに遭そう遇ぐうできたことは、予期せざる幸運だとしか思わなかった。なぜならグラフは、恐らくリード以上にこの帝城や、ブレイン・バーストそのものに関して詳しく知るバーストリンカーだからだ。

　しかし確かに、グラフによって開示される情報が、ハルユキの望むものである保証など何もない。ＴＦＬはブレイン・バーストのクリア条件ではない、あるいはそうであっても到達は絶対に不可能だと、グラフは断言するかもしれない。

　ハルユキは、視線を奥の壁へと移した。

　月光ステージの時は銀色の柵さくで封じられた神殿風のアーチだった《八はつ神しんの社やしろ》への入り口が、平安ステージでは真しん紅くの鳥居と純白の注連しめ縄なわに変わっている。その向こうの深い闇やみの彼方かなたで、台座に乗った黄金の光が仄ほのかに脈打つ。

　注連縄から台座までは、せいぜい百メートルほどしか離はなれていないだろう。しかし事実上、その距きよ離りは果てしなく遠い。四し神じんスザク一体でさえ逃げ回るのが精一杯なのに、同レベルの力を持つ超級エネミーが八体も出てくるとあっては、まったく突破できる気がしない。

　ハルユキのすぐ隣となりで同じように金色の光を見詰めていた楓子が、ぽつりと呟つぶやいた。

「……この場にサッちゃんがいたら、どうするかしらね……」

　少し考え、答える。

「先輩のことだから、とりあえず突っ込んでみようとする気がします……」

「それを、パイルや鴉からすさんが一生懸けん命めい引き留めるわけね」

　ふふっと小さく笑い、楓フウ子コは太い注連しめ縄なわに触ふれてから一歩下がった。

「突然弱気になったりしてごめんなさい、鴉さん。もう大だい丈じよう夫ぶ……グラフに何を言われようと、サッちゃんがそう簡単に諦あきらめたり絶望したりするはずないわ。わたしの役目は、あの子の行く手を遮さえぎるものを切り拓ひらいて飛ぶこと……たとえ、どんな空だろうと」

　ハルユキも注連縄から離はなれると、そっと楓子の左腕に指先を触れさせながら言った。

「あの……ぼ、僕も飛びます、師し匠しようと一いつ緒しよに……黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩のために」

「ありがとう、鴉さん」

　穏おだやかに微笑ほほえむと、楓子は小部屋を見回した。

「それにしても……グラフとリード君はどこに行ってしまったのかしら」

「ええ……僕たちが現実世界にいたのは十五秒くらいでしたから、こっちでは四時間ちょっとしか経たってないはずなんですが……」

「鴉さんも《加速算》が早くなってきたわね」

　思わぬ褒ほめ言葉に首を縮めてから、ハルユキはふと気付いた。

「あ、そ、そっか。ちょっと待って下さい……」

　精神を集中し、遠く離れた芝しば公こう園えん地下迷宮の主に呼びかける。リンクが確立されると同時に右肩に立体アイコン端たん末まつが出現し、すうっと浮き上がる。

「ずいぶん時間がかかりましたね、しもべ」

　むくれたような声を出す大天使メタトロンに、急いで謝罪する。

「ごめんごめん、お待たせ。それはそうと……グラフさんとリードがどこに行っちゃったのか、メタトロンは知ってる？」

「いいですかしもべ、この状態では、お前とのリンクが切断されればその瞬しゆん間かんに視し聴ちよう覚かく情報も途切れます。つまり、私が知っているわけないでしょう」

「そ……そっか。うーん……ごはんでも食べに行ったのかな……」

　帝てい城じようっていうくらいだから、どこかに超豪華なレストラン型ショップがあったりして……などと考えながらもういちど周囲を見回した、その時。

　ずっと上のほうで重々しい衝しよう撃げき音おんが立て続けに轟とどろき、ハルユキは楓子と顔を見合わせた。

　頷うなずき合い、同時に走り始める。注連縄の反対側にある階段に飛び込むと、二段飛ばしで駆け上る。

　数十秒で《神じん器ぎの間》まで戻ったハルユキが見たのは、予想だにしない光景だった。

　身の丈四メートルを超える灰色の鎧よろい武む者しやと、その三分の一の大きさしかない空色の若武者が、広間中央で刀と刀を斬きり結んでいる。大きいほうは恐らく帝城の警護エネミー、小さいほうは間違いなくトリリード・テトラオキサイドだ。

　大岩さえ両断してしまいそうな武者エネミーの刀を、リードは細身の直刀で受け止めている。接点からは純白の火花が激しく飛び散り、薄うす暗ぐらい広間を照らし出す。いまのところはどうにか踏ふみ留とどまっているが、パワー差、重量差は明らかだ。いつ均きん衡こうが崩くずれ、リードが致死の一いち撃げきを浴びてもおかしくない。

「な、なな、ど、どど」

　何でこんなことに!?　どうすればいいんだ!?

　という意味を込めたハルユキの掠かすれ声に答えたのは、かつて神じん器ぎ《ザ・ディスティニー》が安置されていた台座に寄り掛かる黒い人影だった。

「お、レッカ、クロウ、おかー」

「……おかー、じゃないわよグラフ！」

　鋭するどく叫び返した楓フウ子コが、双そう剣けん使いに詰め寄る。

「なんでこんなことになってるの!?　早く助けないと!!」

「まあまあ、慌あわてなさんな」

　両手を持ち上げ、グラフはのんびりと続けた。

「二人の帰りを待ってるあいだに変へん遷せんが来ちまってさ。《平安》ステージは俺もリードも久々だから、帰り道を確認がてらエネミー掃除しとこうと思って……」

「なら、なんでリード君ひとりにやらせてるの！　危ないじゃない！」

「平気平気、あいつはやる時はやる男さ、なんたって俺の弟子……」

　とグラフが言いかけた時、エネミーの刀を受け止め続けていたリードが少々苦しそうな声を出した。

「す……すみません先生、ちょっと厳しくなってきました」

「あらら……まあ、あいつで三匹目だからな。うーん……それじゃ……」

　軽く首を傾けたグラファイト・エッジは、右手を持ち上げてぴしっとハルユキを指さした。

「悪いけどクロウ、リードを手助けしてやってくれ」

「え……ええ!?　僕が、ですか!?」

「うん。あ、でも、心意技はナシな」

「あの……はい……でも……ええと……」

　動転し、グラフとリードを交互に見やるが、状況は変わらない。いや、リードが掲かかげる直刀が、少しずつ押し込まれているようだ。いつまでも耐たえてはいられないだろう。

　──何がなんだか解わからないけど、行くしかない！

　諸もろ々もろの疑問は棚上げして、ハルユキは大きく息を吸い込むと、白い床板の上を走り始めた。後ろから追いかけてくる、「がんばってね、鴉からすさん～」という楓子の応援にいくらか勇気づけられたのも束つかの間ま、耳みみ許もとでメタトロンの冷静な声が響ひびく。

「しもべ、あのビーイングの武器は相当に優先度が高い。お前の薄うすい装甲では防御しきれないでしょう」

「いっ…………」

「攻こう撃げきは全すべて回かい避ひするしかないですね。まあ、気が向いたら事前に警告してあげます」

「……お、お願いシマス……」

　呻うめくように答えながら、前方を睨にらむ。

　トリリードはこちらに背を向けているが、ハルユキの接近には気付いているはずだ。しかしエネミーの野の太刀だちを受けるのに精一杯で、動く余裕はないらしい。まずはハルユキがエネミーに一撃入れて、ターゲットを変更させねばならない。幸い、10ポイントを消費した再加速リログインによって体力ゲージは全快している。

「────リード!!」

　ひと声叫ぶと、ハルユキは床を蹴けってジャンプした。トリリードを後ろから飛び越え、武者エネミーの顔面近くまで跳ちよう躍やくすると、恐ろしげな仮面の真ん中に、渾こん身しんの右ストレートを叩たたき込む。

「う……りゃあ！」

　強きよう烈れつな手て応ごたえ。武者の頭上に表示されている、まだフル状態の体力ゲージが、わずかながら減少する。

　それが事実上のファースト・アタックとなったらしく、赤く燃える武者の両眼がハルユキを捉とらえた。

「ゾオオオウウウ────ン！」

　奇怪な雄お叫たけびを上げながら、長さ二メートルはある野太刀を振りかぶる。圧力から解放されたリードがさっと飛び退のくのを確認しながら、ハルユキは少しばかり溜たまった必殺技ゲージを使って背中の翼つばさを展開する。

「しもべ、右からです」

　脳裏にメタトロンの声が響ひびいた直後、武者が野太刀を倒たおし、真横に振り抜いた。垂直斬ぎりを右か左に避よけようとハルユキは考えていたので、メタトロンが警告してくれなければ反応が遅おくれていただろう。

「しょわっ……！」

　やや情けない叫び声を上げながら空中でジャンプする。強烈な水平斬りが足のすぐ下を通過し、空気に陽かげ炎ろうのような揺ゆらめきを残す。

　刀を振り切った姿勢のエネミーに右足でもう一撃入れ、その反動で後ろに跳んで着地すると、ハルユキはすぐ左に立つトリリードに呼びかけた。

「僕がタゲを取るから、リードは隙すきを見て攻撃を！」

「了解です、クロウさん！」

　久々の共きよう闘とうだが、リードの返事に迷いはなかった。二人同時に床を蹴けり、ハルユキは右に、リードは左に回り込む。武者エネミーは予想どおりハルユキを追いかけ、巨体を転回させつつ野の太刀だちを素早く振り上げる。

「連続攻こう撃げきが来ますよ、しもべ！」

　右肩のメタトロンが、少しばかり張り詰めた声を出した。

　ハルユキは、どうしても野太刀の切っ先に向けて狭きよう窄さくしようとする視界を、エネミー全体に広げて攻撃を待ち受けた。

「ゾオオオイッ!!」

　咆ほう哮こうと同時に巨体が動き始める。パワーの流れと重心の変化から、剣の軌道を感じ取る。

　──確かに、一撃の威力はとんでもないんだろうけど……技そのものはマンガン・ブレードさんよりキレてない！

　ズババッ！　と空気が裂さけ、縦、縦、横の高速三連撃が繰くり出された。しかしその全すべてを、ハルユキはミリ単位の見切りで回かい避ひしてのけた。正確にはラストの横よこ斬ぎりがわずかに胸の装甲を掠かすめたが、ダメージはほとんどない。

　直後、武者の後方で青い剣光が閃ひらめいた。リードの斬ざん撃げきがエネミーの背中にクリーンヒットし、体力ゲージを大きく奪うばい取る。さすがは神じん器ぎ《ジ・インフィニティ》、と言いたくなる切れ味だが、このままではまた武者のターゲットがリードに移ってしまう。

「りゃあっ！」

　叫びながら武者の懐ふところに潜もぐり込むと、装甲の薄うすい膝ひざ関節にパンチとキックの連撃を叩たたき込む。ひと息で五発を撃うち込んだが、与えたダメージはリードに及ばない。あと三、いや二発──。

「ゾオンッ!!」

　武者が吼ほえ、太刀の柄つか頭がしらでハルユキを打ち据えようとした。慌あわてて身を屈かがめたが、大型鈍どん器きにも等しい質量を持つ金属塊かいが左肩を掠め、それだけで体力ゲージを一割近く持っていかれる。

　懸けん命めいに飛び退のいたハルユキを、

「深追いしすぎです、しもべ」

　とメタトロンが[image: 叱]しかった。

「う……うん、解わかってる。でも、もっとダメージを与えないと……」

　ターゲットを取り続けられない、と続けようとしたのだが、大天使は厳しくも意味深い言葉を重ねた。

「お前はビーイングをロジカルな存在として捉とらえすぎです。生まれたばかりの彼らの思考能力は私とは比べようもありませんが、それでも彼らは《心》と呼ぶべきものを持っている」

「心……!?」

　一いつ瞬しゆん驚おどろくが、すぐに思い出す。プチ・パケの三人の友達である小獣レツサー級エネミー、ラーヴァ・カーバンクルの《クルちゃん》は、確かに心と思えるものを持っていた。ハルユキが得心すると同時に、再びメタトロンの声が響ひびく。

「それゆえに彼らは、最大のダメージを与えた者を常に狙ねらい続けるとは限りません」

「え……じゃあ、どんな基準で……？」

「だから、明確に数値化できる基準は存在しないのですよ。お前たちと同じです。ビーイングはより脅きよう威いを感じる対象を攻こう撃げきし、それはダメージ量のみによって決まるものではない」

　実際には音声ではなく超高速の思念によって交わされたその会話は、ハルユキにとある記き憶おくを喚かん起きさせた。

　一ヶ月前、帝てい城じよう南門に封印されたアーダー・メイデンの救出作戦でのこと。四し神じんスザクは、ダメージを与え続けていたブラック・ロータスではなく、南門に近づこうとするシルバー・クロウに攻撃の矛ほこ先さきを向けた。あの時ハルユキは、彼の聖域を侵そうとする者へのスザクの怒いかりを、痛いほど感じた。

　エネミーは──ビーイングは、単なるプログラムではない。怒りに衝つき動かされることも、そしてまたバーストリンカーと心を繫つなぐこともあるのだ。ショコラ・パペッターとクルちゃんのように。あるいはハルユキとメタトロンのように。

　ならば、この武者エネミーに、リード以上の《脅威》を感じさせれば。

　心意技は使えないが、そのぎりぎり手前までイメージを研とぎ澄すますのだ。ひと言で表現するなら《気合い》──黒の王ブラック・ロータスや赤の王スカーレット・レインが戦場で迸ほとばしらせる圧あつ倒とう的てきなオーラには及ばないまでも、闘とう志しを高め、迷いを捨てて、敵に対たい峙じするのだ。

　そう──いつの頃ころからか、ハルユキの中には、エネミーと戦うことに一いち抹まつの迷いが生まれてしまった。《ビーイング》メタトロンと出会ったからか、あるいはクルちゃんを守って戦ったからか……それとも、初めてエネミーを見た時にはもう感じていたのか。

　仲間たちには打ち明けず、ポイントを稼かせぐための狩りにも積極的に参加するようにしているが、それでもエネミー戦ではなかなか対人戦のようには一生懸けん命めいになれない。それはたぶん、戦う理由が希き薄はくだからだ。エネミーは恐ろしく強いし、少し気を抜けば簡単に負けてしまうが、それでもシステムに戦えと命令されている存在を、ポイント欲しさだけで攻撃していいのかという気持ちはどうしても消えない。

　巨獣ビースト級並みのステータスを持っているであろう武者エネミーに対峙しながら、ハルユキは右肩のメタトロンに、ずっと訊きいてみたいと思っていたことを思念で問いかけた。

「メタトロン。きみは、僕らがビーイングと戦うことを、どう思っているの？」

「それはお前たちが決めることです」

　即座にそう答えた神獣レジエンド級エネミーは、一いつ瞬しゆんの間を置いて付け加えた。

「しかし、ビーイングがお前たちと戦うことならば、それは存在の証あかしであると考えています」

「存在の……証……？」

「そう。我らは例外なく、この世界で目覚めた時はお前たちバーストリンカーと戦うことしか知りませんでした。しかし多くの戦いに勝ち残り、悠ゆう久きゆうの時間を生き続けた先に、新たな存在理由を見み出いだしたビーイングも少なからずいます。ならばそこに、我らが戦う意味は確かにある。私はそう思います」

　──戦う、意味。

　ハルユキは頷うなずき、両足でしっかりと床板を踏ふみ締しめると、両手を持ち上げて身構えた。

　メタトロンの言葉の意味が、完全に理解できたわけではない。エネミーと戦うことの迷いが全すべて消えたわけでもない。しかし、眼前の武者エネミーは、全力でハルユキとリードを倒たおそうとしている。ならばハルユキもそうしなくてはならない。たとえ相手がエネミーであっても、これはブレイン・バーストの《対戦》なのだから。

　意識からあらゆる想念が消えるに伴ともなって、世界の色調が青くシフトする。これまでにも何度か訪れた、超加速感覚。

　しかし今回は、色彩の変化に加えて、エネミーの重装甲が少しずつ透すけていく。

　巨体の内部を流れる、光の粒子たちが見える。

　初めての経験だったが、その粒子は、エネミーを構成する情報そのものであることは直感的に理解できた。恐らく、メタトロンと交信しながら精神を集中させたせいで、視覚がわずかに《ハイエスト・レベル》と同調したのだ。

　トリリードのほうに振り向こうとしていた武者が、何かを感じたかのように再びハルユキを見た。仮面の奥で、両眼の炎が赤く燃え上がった。

　武者が右足を持ち上げる。その足に光の粒が集まっていく。

「ゾルアアアアッ!!」

　雄お叫たけびとともに踏みつけストンプ攻こう撃げきが繰くり出された瞬しゆん間かん、ハルユキはジャンプしていた。

　武者の足が床板を激しく踏むと同時に、集まっていた光──可視化されたパワーが同心円状に拡散していく。あのまま床に立っていたらショックウェーブに巻き込まれて転んでいたかもしれない。しかしハルユキは余裕を持って回かい避ひすると、踏みつけ直後の武者の右みぎ膝ひざを踏み台にして二段ジャンプ。弱点であろう顔面に、再び拳こぶしをクリーンヒットさせる。

　そこからは、ハルユキが目まぐるしく動きながら武者のターゲットを取り続け、時折生まれる大きな隙すきにリードが渾こん身しんの斬ざん撃げきを叩たたき込むという展開が続いた。

　長くも短くも思えた戦せん闘とうの果てに、武者がひときわ激しい咆ほう哮こうを轟とどろかせながら巨体を爆ばく散さんさせた直後、ハルユキの超加速状態も切れた。

　眩暈めまいを感じ、ぐらりと倒れ込みそうになったハルユキの右腕を、リードの左手がしっかりと摑つかまえる。

「大だい丈じよう夫ぶですか、クロウさん」

　問われ、どうにかこくこく頷く。

「う……うん、ちょっとくらっときただけだから」

「すみません、クロウさんにタゲを任せっぱなしにしてしまって……」

　申し訳なさそうに謝るリードのフェイスマスクをちらりと見上げ、ハルユキは思わず小さく笑ってしまった。

「ど……どうしたんですか？」

「はは……ごめんごめん。リードが『タゲ』なんてネットゲーム用語を使うもんだから」

　すると若武者は、恥はじ入るように肩をすぼめる。

「……グラフ先生と一いつ緒しよにいるときは、つい言葉遣いがうつってしまって」

「や、いいと思うよ、僕も親しみが持てるし」

　そう答え、リードの腕からよいしょと体を直立させると、後方から二人分の拍はく手しゆが聞こえた。

「なかなかいい戦いぶりだったぞ、我わが弟子たちよ。これでお前たちに教えることは、もう何も……」

　芝居がかった台詞せりふを口にしかけたグラファイト・エッジに、スカイ・レイカーが鋭するどい肘ひじ鉄てつを見舞う。

「ちょっとグラフ、鴉からすさんはわたしの弟子よ」

「うぐ……いいだろ別に、技を何かいっこ教えればそいつはもう弟子だし」

「あなたがどんな技を教えたっていうのよ」

「あれ……まだ何もだっけ……」

　なかなか気の抜ける掛け合いを披ひ露ろうするレベル８ｅｒエイターたちに、リードと揃そろって苦笑を浮かべると、ハルユキはちらりと後ろを見やった。床板に刻まれた激戦の痕こん跡せきに、短く瞑めい目もくする。と、右肩のメタトロンが静かに呟つぶやく。

「あのビーイングの魂たましいは《メイン・ビジュアライザー》に戻り、いつかまた違う姿で甦よみがえって、再びお前と戦うこともあるでしょう」

「うん……そうだね」

　頷うなずき、リードと肩を並べて楓フウ子コたちの所に戻る。

　師に向かって一礼した若武者は、ほんの少し疲労の色はあるものの、相変わらず凜りんと澄すんだ声で言った。

「グラフ先生、ご指導ありがとうございました」

「おう、お疲れ。なかなかそいつを使えるようになったな、リード」

　グラフが神じん器ぎ《ジ・インフィニティ》を指さすと、リードはちらりと左腰を見下ろしてからかぶりを振る。

「いえ……まだまだ先生のようにはいきません。戦いが長引くと、剣の重さを感じてしまって……」

「そりゃ仕方ないさ、何せ神器サマだからな。そいつより重い剣は、加速世界に何本もないだろ」

「へえ……それ、そんなに重いの？」

　興味をそそられたハルユキが訊たずねると、リードは軽く首を傾かしげてから、

「持ってみますか、クロウさん」

　と言うや答えを待たずに腰から鞘さやごと外した。

　どうぞ、と両手で差し出された直刀とリードの顔、グラフとレイカーの顔を順番に見るが、皆平然としている。ごくりと生なま唾つばを吞のみ込んでから、恐る恐る両手を持ち上げる。

「じゃ、じゃあ、遠えん慮りよなく……──って、お、おもっ!!」

　リードの手から直刀を受け取った途と端たん、ハルユキは危うく落っことしそうになり、慌あわてて足を踏ふん張った。確かにこれは重い。感覚でしか比較できないが、クロム・ディザスターが装備していた大剣と同等かそれ以上なのではないか。

「こ、こんなの振り回してたのか……。えと……ぬ、抜いてみていい？」

「どうぞどうぞ」

　リードがにこやかに許可してくれたので、慎しん重ちように右手で柄つかを握にぎり、鞘から抜き放つ。

　初めて間近で見るジ・インフィニティの刀身は、青みがかった鋼はがねに一直線の刃は文もんが浮き出て、まるで氷のように冴さえ冴ざえと輝かがやいていた。六代目ディザスターだった頃ころは主に剣で戦っていたハルユキだが、改めて強化外装としての剣の重さや危うさを感じると、これを使いこなすのは容易なことではないと思えてくる。

「ふむ……なかなかの優先度ですね」

　右肩のメタトロンも、興味深そうに翼つばさをぱたぱたさせながら言った。

「しもべ、ちょっと《エクテニア》を当ててみなさい」

「だ、だだだダメだよ！　傷ついたら弁べん償しようできないよ、こんなの！」

　慌てて剣を鞘に収め、リードに返す。若武者が左腰に装着するまで待って、ふうっと息を吐はく。

「そんな重い武器で戦ってたら、疲れるのも当たり前だよね」

　素直に思ったことを口にしたが、リードはきっぱりと首を横に振った。

「いえ、たかが三連戦したぐらいで剣の重さを感じているようではまだまだです」

「で、でも……僕なんか、疲れると自分の手足さえ重く感じるし……」

「そんなふうにはまったく見えませんでしたよ、クロウさん。先ほどの戦いでの動き……滑なめらかすぎて、空恐ろしいほどでした」

「へ？　いや、そそそんなことは……」

　今度はハルユキがかぶりを振ったが、グラフまでもがウムと重々しく頷うなずく。

「この前の模も擬ぎ戦せんでグッさんとやり合ってる時も思ったが、クロウの体術、ことに超接近戦での高速三次元格かく闘とうはもうハイランカーの域だ。レッカとロッタの指導が良かったのかな」

「当然よ。もちろん、鴉からすさん自身の努力もね」

　楓フウ子コにもそう言われれば、褒ほめられ慣れていないハルユキはいっそう高速で顔を左右に振るしかない。

「いいいいえいえいえぜんぜんそんな……っていうか、緑の王の時も、さっきのエネミー戦も、ろくにダメージを与えられなかったですし……」

「そう、そこだ」

　グラフがぱちんと鳴らした指をハルユキに向けた。

「クロウみたいな、強化外装を持たない格かく闘とうタイプのデュエルアバターは、《体の使い方》を他のタイプより早くマスターできる……こともある。そいつは対戦の基本だし、最重要な技術なんだけど……レベルが上がってくると、純じゆん粋すいな攻こう撃げき力りよくでは強化外装持ちには及ばなくなる。つまり、グッさんやさっきの武者エネミーみたいに堅い相手だと、敵の防御を破るパンチ力が足りない場面も出てくるわけだ……あ、この場合のパンチ力ってのは、パンチの威力って意味じゃなくて……」

「それくらい解わかってるわよ、グラフ」

　双そう剣けん使いを黙だまらせた楓子が、説明を引き継ぐ。

「……わたしも剣や銃は持ってない格闘型だけど、守りの堅い相手と戦う時の攻撃力不足は、ゲイルスラスターの突進力や《浸透打法》アビリティで補ってるわ。鴉からすさんもレベルアップ・ボーナスを飛行アビリティの強化に注ぎ込んできてるから、飛ぶスピードや航続距きよ離りは相当なものだけど、ここぞという時の瞬しゆん間かん推力はブースターには及ばないし、特とく殊しゆな打撃アビリティもない」

　その指摘には納なつ得とくするしかなく、ハルユキは「はい……」と俯うつむく。武者アバターとの戦いも、リードが的確にダメージを与えてくれなければ、いつかはハルユキの集中力が尽きて野の太刀だちの直撃を喰くらっていたことは想像に難かたくない。

「つってもまあ、守ってるだけでも勝てないのが対戦だけどな。動きがいい格闘型、攻撃力のある剣持ち銃持ち、防御力のある重装甲型、どいつも一長一短なのがブレイン・バーストの面おも白しろいところだ。バーストリンカーが十人いれば、十通りの正解があるのさ」

　と総括したグラファイト・エッジは、にやりと笑って付け加えた。

「ま、この話は、剣持ち格闘型のロッタがどんだけヤバイかってとこに行き着くわけだけどな。ともあれクロウ、そんなにしょぼくれる必要はないぜ。お前さんは、リードとの急造タッグで自分の役割をきっちり理解して、あの強敵のタゲを最後まで取り続けてみせた。俺から見てもなかなかの立ち回りだったし、いまの自分に不満があるなら、今後の修行なりレベルアップ・ボーナスなりで強化していけばいい。それでも勝てない敵が現れたら……」

「一人で勝てなければ二人で、二人で勝てない敵には三人で勝てばいいのよ、鴉さん。あなたには、頼たよりになる仲間がたくさんいるんだから」

　楓子にいいところを持っていかれたグラフが不満そうにヘルメットをがりがり搔かき、リードがふふっと微笑ほほえみ、右肩のメタトロンがぱたぱたと頭上まで移動した。

「そう、そしてもちろん主たるこの私もいます！」




　突発的な対エネミー三連戦で疲れた様子のトリリードを休息させるため、一同は再び安全な階下へと移動した。

　板の間に輪になって座った途と端たん、若武者は細長く息を吐はく。こんな時くらい正座しなくてもいいのにとハルユキは思ったが、疲れていても端然とした佇たたずまいを見ればとてもそんなことは言えないし、そもそもデュエルアバターは何時間正座しようと腰が痛くなったり足が痺しびれたりはしない──はずだ。

「お茶とお菓子が出てこないのが残念ね」

　という楓フウ子コのコメントに、グラフが肩をすくめる。

「まあ、帝てい城じようにもショップはあるっちゃあるんだけどな……場所が完全にランダムで、しかもほとんど隠かくし部屋みたいなもんだから、出くわしたら超絶ラッキーくらいに思ったほうがいいぞ」

「へえ……何かいいものを売ってるわけ？」

「そりゃ《ラスダンの隠しショップ》だからな。俺も見つけたのは二、三回だけど、最初の時は手持ちのポイント全額突っ込みそうに……いや、そうじゃなくて」

　リードとは対照的にのんびりあぐらをかいた双そう剣けん使いは、ごほんと咳せき払ばらいをすると少しだけ背せ筋すじを伸ばした。

「ともあれ、レッカとクロウ、再ログインお疲れ様。自動切断時間は変更してきたか？」

「はい、十時間後に……」

　ハルユキが答えると、ウムと頷うなずいて続ける。

「よし、じゃあもうしばらく話をする時間はあるな。……と言っても、大事なことは切断前に話しちゃったような気もするが……」

「何言ってるの、まだまだ全然よ」

　こちらは正座した楓子が呆あきれたような声を出す。

「わたしと鴉からすさんが切断する直前、あなたは言ったわ。このブレイン・バースト２０３９は、ゲームであってゲームではない……それって、どういう意味なの？」

「あー、ええと、それはだな……」

　グラフは言葉を探すようにフェイスマスクを上向けていたが、やがてちらりと左側──白い注連しめ縄なわによって区切られた《八はつ神しんの社やしろ》の奥を見やった。ハルユキもつられて視線を動かすと、暗くら闇やみの彼方かなたで脈打つ黄金の光が視界に入る。

「……じゃあ、ちょっと長くなるけど、俺の知ってることを話すよ」

　そう前置きしてから、《矛盾存在アノマリー》の二つ名を持つ双剣使いグラファイト・エッジは、まるでおとぎ話を物語るかのような口調でゆっくりと話し始めた。




　──ずっと、ずっと昔、この加速世界とよく似た世界を舞台にした、大きな戦いがあった。

　──それは、その世界に閉じ込められた、とある《存在》……メタトロンの言葉を借りれば《ビーイング》を巡る戦いだった。二つの勢力が、長く激しい争いを繰くり広げた。仮想世界での戦いではあったが、多くの血が流れ、多くの命が散った。

　──片方の勢力の目的は、問題のビーイングを破は壊かいすること。もう一方の目的はビーイングを世界から解放することだった。何年も続いた戦いの果てに、二つの勢力のリーダーたちは、ほとんど同時に仮想世界の管理者権限……正確には《ゲームマスター権限》を行使できるコンソールに辿たどり着いた。

　──コンソールが与えてくれるのはあくまでもＧＭ権限だから、できるのはリソース上限の範はん囲い内でのオブジェクトやモンスターの生成・配置だけで、双方の兵士つまりプレイヤーや、問題のビーイングを直接消しよう滅めつさせることは不可能だった。だから、ビーイングの破壊を目指すリーダー……仮に《Ａ》とするけど、彼は次善の策としてビーイングを永久に仮想世界に閉じ込めようとした。世界の中心に巨大なダンジョンを作り、その最深部にビーイングを封印し、周囲を最強クラスのモンスター八体に守らせたんだ。更さらにダンジョンそのものも、同じくらい強力なモンスター四体に守らせ、難攻不落、侵入不可能の要よう塞さいにしてしまった。
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　──いっぽう、ほんの数分出で遅おくれたもうひとりのリーダー《Ｂ》は、コンソールの前でＡに戦いを挑いどみ、勝利した。しかしその時にはもう、Ａは自分が生成した要よう塞さいを完全にロックしてしまっていて、ＢがＧＭ権限でビーイングを救い出すことはできなかった。

　──やむなくリーダーＢと彼が率いるプレイヤーたちは、自力で要塞を攻略しようとした。だがＡが要塞の周囲に配置した四体の門番モンスターは圧あつ倒とう的てきな……いや絶望的な強さで、Ｂたちは一体たりとも倒たおすことはできなかった。Ｂの仲間は一人また一人と倒れていき、ついにはＢも要塞の攻略を断念しなくてはならなくなった。

　──だから彼は、希望を未来に託すことにしたんだ。いつか四体の門番モンスターを倒し、要塞に侵入し、八体の守護モンスターをも倒して、ビーイングを解き放てるほど強い戦士たちが現れると信じて。




　グラファイト・エッジが口を閉じても、しばらく誰だれも発言しようとはしなかった。

　あまりにも抽象的で、事の詳細をイメージしにくい話だった。ゲーム用のプログラムで動く仮想世界で起きた戦いというのは、つまるところ単なるマルチプレイの対戦ゲームなのではと思えるが、グラフの口ぶりはまるで本物の戦争について語っているかのようだったのだ。

　それでも、想像できることはいくらかあった。楓フウ子コと顔を見合わせてから、ハルユキはおずおずと質問した。

「あの……いまのお話にあった《要塞》っていうのが帝てい城じようのことで、四体の門番モンスターは四し神じんのことで、封印されたビーイングっていうのが最後の神じん器ぎ、ザ・フラクチュエーティング・ライトのこと……と思っていいんですか？」

「まあ、そういうことになるよなぁ」

　グラフが頷うなずくので、更さらに問いを重ねる。

「ってことはええと、帝城を作った人と、それ以外のフィールドとかダンジョンを作った人は違うわけですか……？　それが、僕の感じた矛む盾じゆんの原因……？」

「まあ、そういうことになるよなぁ」

　再び双そう剣けん使いが首を縦に振る。

　確かに、帝城を攻略させたくない製作者《Ａ》と、攻略させたい製作者《Ｂ》がいるのなら、ブレイン・バーストの製作者は帝城を攻略して欲しいのか欲しくないのか、というハルユキの疑問に説明はつく。しかしそれはそれとして、Ｂのほうもやることがあまりに遠回りではないだろうか。

「うーん……製作者Ｂさんは、帝城以外の場所ならＧＭ権限でなんでも自由に操作できたわけですよね……？　なら、四神と同じくらい強いエネミーをいっぱい作って、帝城を攻こう撃げきさせるとか……それか、自分たちのステータスを四神以上に強くして、門を突破しちゃうことはできなかったんですか？」

　ハルユキが思いつきを口にすると、グラフは右手の指を一本立てた。

「まず、原則としてモンスターが攻こう撃げきするのはプレイヤーだけだ。モンスターの大軍を自由に操ったり、自分の意志でプレイヤーに協力させることはできない。特とく殊しゆな手段でごく少数を操ることは可能かもしれないが、それではとても四し神じんには勝てないしな……」

　その言葉に、かつて強化外装の力でテイムされたことのあるメタトロンの反応が気になって右肩を見たが、立体アイコンは沈ちん黙もくを続けている。

　顔を前に戻すと、グラフは指を二本に増やした。

「次にプレイヤーを強化する手だけど、それも限界がある。いいか、製作者Ａは、プログラムの許す範はん囲いで最強のモンスターつまりエネミーたちを帝てい城じようの門番として配置した。同じように、プレイヤーであるバーストリンカーも、プログラムに許された上限のステータスまでしか強くなれないんだ」

「その上限が、レベル10……ということ？」

　楓フウ子コの問いに、しかしグラフはすぐには答えなかった。あぐらをかいたまま腕組みし、前のめりになってうーんと唸うなる。

「それだけどな……俺は、本来のプログラム的な上限はもしかしたらレベル９なんじゃないか、って思ってる」

「どういうことなの？」

「んー、説明が難しいんだが……」

　双そう剣けん使いの両手が、球体を包むような形を作った。

「バーストポイントの総量にも上限があるんだ。だからバーストリンカーを無限に増やすことはできないし、いまいるバーストリンカー全員がハイランカーになることもできない。通常の、ポイントを消費するレベルアップで到達できる最高レベルが９なのは、そのリソース上限と関係してるんじゃないかな。でも……たとえレベル９になっても、四神を倒たおすのは到底ムリだ。心意技を限界まで使いまくって、どうにか一時的に行動不能にできるくらいだろう……」

　グラフの言葉に、ハルユキは黒クロ雪ユキ姫ヒメ、楓子とともに四神スザクと戦った場面を思い出した。あの時は、スザクの炎が消える超高空まで引っ張ったうえで、黒の王の第二段階心意技《星光連流撃スターバースト・ストリーム》を全弾叩たたき込んでも倒せなかったのだ。

　同じ記き憶おくを甦よみがえらせたのか、楓子がかすかに身み震ぶるいしながら言った。

「確かに……わたしがあと一つレベルを上げたところで、四神を倒せる気はまったくしないわ。じゃあ……レベル10っていうのは、システムの限界を超えて、四神と戦うための……？」

「解わからん。俺が知ってるのは過去の限られた情報だけで、現在の加速世界についてはそこから推測するしかないからな。──ただ、例のサドンデス・ルール……レベル９ｅｒは同じレベル９に負けると即全損、そうやって五人全損させないとレベル10になれないっていうアレは、ゲームとしては異様に厳しい条件だ。システム的限界を超えた力を与えるためのルールだとしても不思議はない……それとも、俺たちを試しているのか……」

　後半は半ば独り言のように呟つぶやいたグラファイト・エッジは、ふと何かに気付いたように顔を上げ、ハルユキを見た。

「クロウ、色々納なつ得とくいかないって顔だな」

　そう言われ、反射的に両手で顔を触さわる。シルバー・クロウのフェイスマスクは鏡面ゴーグルに覆おおわれていて中がまったく見えないのに、どうやって顔色を読んだんだろうと思いながら、こくりと頷うなずく。

「はい……。そのお話だと、なんだか対戦じゃなくてエネミー狩りが、ブレイン・バーストの主目的みたいで……」

「そうだな、でもそれは仕方ないんだ。バーストリンカーが存在する理由は、他のバーストリンカーに勝つことじゃなくて、帝てい城じようの中心に封印されたＴＦＬに辿たどり着くこと……そのために最強のエネミーである四し神じんと八はつ神しんを倒たおすことだからな」

「なら、どうしてブレイン・バーストは《対戦格かく闘とうゲーム》なんですか!?」

　思わず拳こぶしを握にぎり締しめながら叫んでしまったが、グラフは軽く肩をすくめただけだった。

「解わからない。……開発者Ｂは、帝城を攻略する……いや攻略させるために、三つのアプローチを試みた。それが試行トライアル１ことアクセル・アサルトＡＡ、試行２ことブレイン・バーストＢＢ、試行３ことコスモス・コラプトＣＣだ。ＡＡは対人戦メインの高速シューティング、ＣＣは対エネミー戦メインのハック・アンド・スラッシュだったらしい。三つのゲームの目的が全部《ザ・フラクチュエーティング・ライト》の解放なんだとすれば、ＣＣがいちばん目的に近そうだけどな……でもＡＡもＣＣもとっくに閉へい鎖さされて、残ってるのはこのＢＢだけだ。それはただの偶然じゃない、と俺は思う。グッさんの頑張りは別にしても」

「過か剰じような闘争と……過剰な融ゆう和わ。ＡＡ世界とＣＣ世界が滅ほろんでしまったのはそれが理由だと、白の王は言っていたわ」

　楓フウ子コの言葉に、グラフはふんと鼻を鳴らす。

「あいつの発言の大部分は他人を操るためのものさ、真に受けないほうがいい。──ともあれ、これで《ザ・フラクチュエーティング・ライト》について俺が知ってることは全部話したよ。ロッタには、二人から伝えてやってくれ」

　そう言って立ち上がろうとする双そう剣けん使いに、楓子が鋭するどい声を投げ掛けた。

「待って。いちばん肝かん心じんなことをまだ聞いてないわ……ザ・フラクチュエーティング・ライトって、結局のところ何なの？　単なるゲーム内のアイテムじゃないんでしょ……さっきあなたが言ってた、《ビーイング》ってどういう意味？」

「残念ながら、それは俺も知らない」

　両手を広げ、グラフは言った。

「俺だって、さっき話した大昔の仮想戦争を直接経験したわけじゃないからな……。これ以上は、それこそレベル10になって、製作者に訊きくしかないよ」

　だとすれば、グラフは先ほど語った話をいったい誰だれから聞いたのか。ハルユキはそんな疑問を感じたが、それは訊いても答えてくれないだろうと思えた。

「あの……最後に、ひとつだけいいですか」

　グラフに続いて立ち上がりながら、ハルユキは口を開いた。ちらりと注連しめ縄なわの奥に目を向け、再びグラフを見る。

「ああ。俺に答えられることならな」

「推測でも構いません。──誰かが《八はつ神しんの社やしろ》を突破して、ザ・フラクチュエーティング・ライトの所に辿たどり着いて、それを封印から解放したら……このブレイン・バーストはどうなるんですか？」

「……悪いが、それも《解わからない》と答えるしかない……。──ただ、一つだけ言えるとすれば……世界が変わるような何かが起きる、んだと思う」

「世界が……変わる？　それは、加速世界に大きな変化が起きるって意味ですか？」

「いや、違う」

　ニヤリと不敵な笑いの気配を滲にじませ──。

「現実世界だ。お前たちのリアルが変わっちまうようなインパクトを、あの光は秘めている……俺はそう信じてる」

　そう言い切ると、グラファイト・エッジは闇やみの彼方かなたで揺ゆらめく金色の光を見詰めた。

　立ち上がったハルユキ、楓フウ子コ、リード、そしてメタトロンも、しばらく無言で最後の神じん器ぎを凝ぎよう視しし続けた。

　密ひそやかに、しかし確かに息づく光。やはり単なるアイテムとは思えない。何らかの意思ある存在として、言葉ならぬ声で呼びかけてくる。

「もし…………」

　我知らず、ハルユキは双そう剣けん使いに問いかけていた。

「もしも、ここにいるみんなで挑いどめば、あの光に辿り着けますか」

　答えは即座に返った。

「無理だ」

　たったひと言だったが、それゆえに途と轍てつもない重みがあった。ハルユキはゆっくりと頷うなずき、瞼まぶたを閉じた。

　──いまはまだ、他にやるべきことがある。あの光を目指して戦う時は、黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩と一いつ緒しよに、もういちどここに来るんだ。

　その決意を深く胸に刻み込み、顔を上げる。今日、この場所に来て、得たものは大いにあった。いまはそれで充分だ。

　再びの沈ちん黙もくを破ったのは、グラフの飄ひよう々ひようとした声だった。

「さて、待たせたな、リード。こっからはお前が主役だ……頑張れよ」

　その発言にリードは無言で頷うなずき、ハルユキはきょとんと両眼を瞬またたかせた。

「え……それは、どういう……？」

　すると黒衣の双そう剣けん使いは、右手の親指を突き出しながら、驚おどろくべきことをさらっと宣言した。

「決まってるさ。リードはこの帝てい城じようを出るんだ……お前たちと一いつ緒しよに」










　　　６




「それじゃ師し匠しよう、今日は本当にありがとうございました」

　玄関まで見送りに出たハルユキが頭を下げると、楓フウ子コは笑顔でかぶりを振った。

「いえ、わたしもいい経験ができたわ。連れていってくれてこちらこそありがとう、鴉からすさん」

　かすかなモーター音を響ひびかせながら靴を履はき、ドアハンドルに手をかける。しかしその手を離はなすと振り向き、真剣な表情を浮かべる。

「……ただ……今日知ったことをわたしなりに受け止めるには、少し時間がかかりそうです。鴉さん……サッちゃんには、いつ伝えるつもり？」

「あ、はい……できれば今日中に、と思ってますが……」

「そう……ええ、それがいいわね。じゃあ、悪いけど、最初に伝える役目は任せてしまっていいかしら」

「はい、もちろんです」

　ハルユキが頷くと、楓子は今度こそ玄関ドアを押し開けた。夕焼け色に染まった空を背景に、軽く会え釈しやくする。

「じゃあ、今日はこれで失礼するわね。お疲れ様」

「はい、お疲れ様でした！」

　笑顔で手を振り、楓フウ子コがドアの向こうに姿を消すと、ハルユキは軽く息を吐はいた。

　時刻は午後五時二十五分。楓子と一いつ緒しよに無制限中立フィールドへダイブしてから、まだ三十分も経たっていない。しかしハルユキの主観では十時間以上も向こうにいたので、疲労感はそれなりにある。何せ、往復で二回も四し神じんスザクの猛もう攻こうをかいくぐる大冒険だったのだ。

　リビングに戻り、二人ぶんのグラスを片付けてから、どすんとソファに座るとそのまま沈み込む。

「はあああ…………なんか、だんだんスザクの初期ヘイトが上がってる気がするなあ……」

　呟つぶやきながら、右手を持ち上げて指折り数える。四神スザクと初めて遭そう遇ぐうしたのは一ヶ月前、アーダー・メイデン救出作戦の往路。その後の復路、そして今日の往路復路と、これで四回も南の大橋を突破したことになるが、そのたびにスザクの怒いかりが増している実感がある。

　ことに四回目となる今日の脱出時は、二回目に勝るとも劣おとらない激戦となった。ハルユキと楓子がリードを挟はさみ込むフォーメーションで南門から飛び出したのだが、またしてもスザクの湧ゆう出しゆつがワンテンポ早く、正面から浴びせられる猛火を三人の心意技で防ぎつつ突破するというぎりぎりの展開を強しいられた。

　水平に掲かかげた剣を巨大な鏡の盾たてと化すリードの《真経津鏡ジエニユイン・スペキユラー》という防御型心意技と、南門の内側に留とどまったグラフの二刀《奪命撃ヴオーパル・ストライク》乱れ撃うちによる援護がなければ、とても突破は不可能だったろう。もっともリードはシルバー・クロウとスカイ・レイカーの飛行速度がなければ脱出できなかったと言っていたし、どうにか桜さくら田だ通りまで逃げ延びた時点で三人とも体力ゲージが真っ赤になっていたので、もういちどやれば次は全ぜん滅めつということも大いに有り得るが。

「……五回目は通過するだけじゃなくて、ちゃんと攻略しないとな……」

　呟き、上体を起こすと、よしっと気合いを入れ直す。突然の帝てい城じよう侵入作戦に同行してくれた楓子をも危険に晒さらしてしまったが、得たものも大きかった。

　加速世界の成り立ちと、ザ・フラクチュエーティング・ライトが存在する理由。

　そしてもう一つ──予期せざる、頼たのもしい味方も──。

　──ありがとう、リード……それにグラフさん。

　東の方角に向けてぺこりと頭を下げると、ハルユキは立ち上がった。まずは黒クロ雪ユキ姫ヒメに連絡し、手に入れた情報を全すべて伝えねばならない。

　仮想デスクトップを操作し、メーラーを立ち上げようとした、その時。

「うわっ!?」

　いきなり目の前にメール着信アイコンが点灯し、ハルユキは驚おどろいて再びソファに倒たおれ込んでしまった。慌あわてて開くと、本文は『三秒後に参上！』の七文字のみ。差出人名を確かめるより早く、今度は来客を告げるチャイムが鳴り響ひびく。

「………………」

　顔に微妙な表情を浮かべたまま、ハルユキはほんの数分前に楓フウ子コを見送ったばかりの玄関に急いだ。解かい錠じようし、ドアを開けると──。

「お────っす！」

　という元気な叫び声とともに赤い人影が飛び込んできて、ハルユキの横っ腹にどすんと拳こぶしを浴びせる。

「うぐっ……な、なんでいきなりジョルトブローなの……」

「親しみを込めた挨あい拶さつアーンド怒いかりと悲しみを込めた制裁だ！」

　と叫んだのは、赤Ｔシャツにショートパンツ姿の少女──レギオン《プロミネンス》頭首、赤の王スカーレット・レインこと上コウ月ヅキ由ユ仁ニ子コだった。

　後退しつつ、

「い、怒りと悲しみ……？」

　と問い返したハルユキを、上がり框かまちで仁に王おう立だちしたニコがじろりと睨にらむ。

「おう。こないだの日曜、渋しぶ谷やに連れてってくんなかったし」

「あ、あの日は、グレート・ウォールとの交渉があって……」

「しかもその交渉の結果を知らせてくるのが超遅おそかったし」

「そ、それは、予想外なことが色々あって……」

「ま、いまの腹パンでカンベンしてやらあ」

　ふくれっ面つらをニカッと破顔させ、ニコがそう言ったタイミングで、半開きになっていたドアからすらりとした人影が姿を現した。ライダースーツ姿のブラッド・レパードことパドさんの「Ｈｉ」という挨拶に、ハルユキもぺこりと会え釈しやくする。

「こんにちは、パドさん……どうしたんですか、急に？」

「ＳＲＹ。急いで相談したいことがあったから」

「そそ。おっじゃましまーす」

　とニコが勝手知ったる足取りでリビングに歩いていくので、ハルユキも慌あわてて追いかけた。

　二人をソファに座らせ、洗ったばかりのグラスに冷茶を注いで運ぶ。自分のお茶を一口飲み、どうにか気持ちを落ち着かせてから、正面に座るニコに訊たずねる。

「それで……相談したいことって、何？」

「あー、その件なんだけど……」

　喉のどが渇かわいていたのか、水出し緑茶をひと息に飲み干したニコは、細い指をリビングの床に向けながら言った。

「黒クロ雪ユキ、ここに呼べねーか？」

「へっ？　先輩を……？」

　予想外の要請ではあったが、もともとハルユキも黒雪姫に連絡しようとしていたところだ。

「えと……じゃあ、ちょっとメールしてみるよ」

　先刻起動しようとしたメーラーを改めて立ち上げ、手早くメッセージを送信すると、すぐに反応があった。黒クロ雪ユキ姫ヒメはちょうど学校を出たところだったようで、十分で着くという返事だ。

　チャイムが鳴ったのは、実際には八分後だった。

　出迎えたハルユキに続いてリビングに足を踏ふみ入れた制服姿の黒雪姫は、ソファに座るニコとパドさんをひと目見るや、

「ほほーう？」

　と色々なニュアンスを含んだ声を発した。

　視線をハルユキに移し、極冷気──とまではいかないまでもクーリッシュな笑みを浮かべる。

「ハルユキ君、これはどういう状況なのかな？」

「い、いえっ、そのっ……あ、さ、さっきまで楓フウ子コ師し匠しようもいたんですがっ……」

「ほほほーう？」

「あ、あのっ、でもニコとパドさんはまた別件みたいでっ……」

「ほほほほぉーう？」

　黒雪姫のスマイルがいっそうにこやかになったところで、ソファのほうから声が響ひびいた。

「おーい黒いの、まあ座れって」

「ここはお前の家じゃないだろう赤いの！」

　しゅばっと振り向いた黒雪姫は、ひと声叫ぶとつかつか歩き、ニコの隣となりに勢いよく腰を落とした。

　こっそり安あん堵どの息を吐はき出すとハルユキはキッチンに移動し、新しいグラスと冷茶のボトル、お茶請けにクッキーの大皿も用意してリビングに戻った。黒雪姫のぶんと、ニコとパドさんにお代わりを注いで、自分もソファに座る。

「あの、先輩、急にお呼び立てしてすみませんでした……」

　改めて謝罪したハルユキに、黒雪姫はようやくいつもの笑顔を見せた。

「いや……私も色々、話したいこともあったしな。しかしまずは、ニコの用件を先に聞こう。相談というのはいったい何なんだ？」

「あー」

　キャラメルバナナクッキーを齧かじっていたニコは、お茶で口を潤うるおしてから、まったく何気ない口調で言った。

「実はさぁ、プロミをネガビュと合併させようと思って」

「…………………………」

　ハルユキと黒雪姫は、たっぷり五秒以上も黙だまり込んでから、

「は、はいいいいい!?」

「な、なにいいいい!?」

　と異口同音に絶叫しながら思い切り仰のけ反った。

　五分後。

　パドさんの補足を交えつつニコの説明を聞き終えた黒クロ雪ユキ姫ヒメは、シナモンアーモンドクッキーを無言で食べ終えてから、ひと言呟つぶやいた。

「なるほどな」

「え、あの……先輩、それだけですか？」

「ン……ハルユキ君は反対か？」

「い、いえまったくそういうことじゃないんですけど……何て言うか、話が大きすぎて、咄とつ嗟さにどう考えていいのか……ていうか僕の前に……」

　顔の向きを変え、正面のニコに問いかける。

「……ニコは、本当にそれでいいの？　ネガ・ネビュラスと合併したりすれば、他の王たちのレギオンと、いままで以上に敵対することに……」

「そのへんのことは、もうパドともとことん話したよ。その上で決めたんだ」

　ちらりと隣となりのパドさんを見てから、発言を続ける。

「あたしは加速研究会と……白のレギオンと戦いたいし、戦うにはネガビュと共同で領土戦をやるしかない。ううん……そんなシステム上の理由じゃなくて、あたしは一いつ緒しよに戦いたいんだ。考えてみりゃ、半年前にあんたらと初めて共きよう闘とうした五代目クロム・ディザスター……チェリー・ルークの一件も、研究会の差し金だったわけだしな。奴やつらとの戦いに、最後までケリをつけたい。そうしなきゃ、あたしもレギオンのメンバーも、前に進めないからな」

　それはいかにもニコらしい熱さと、彼女の成長を思わせる冷静さを等しく含んだ言葉だった。

　しばし瞑めい目もくしていた黒雪姫は、ゆっくり頷うなずくと顔を上げて言った。

「……ニコが梅うめ郷さと中への入学を考えている、という話を聞いた時から、有り得る未来なのかもしれないと予想はしていたんだ。しかし……思いのほか早い決断だったな。正直、驚おどろかされたよ」

「べ、別に、レギオンを合併させたいから梅郷中に行くって言い出したわけじゃないぞ。それはそれ、これはこれだ」

　少し照れたような早口でそう答えるニコに、黒雪姫はふっと淡い微笑ほほえみを向ける。

「ああ……解わかってるさ。ともあれ、お前の覚かく悟ごに私もきちんと応こたえねばならんな……」

　ソファの上で体を左に向け、ぴしっと背せ筋すじを伸ばすと、黒雪姫は凜りんとした声を響ひびかせた。

「ニコ……いや、プロミネンス頭首スカーレット・レイン。ネガ・ネビュラス頭首ブラック・ロータスとして、レギオン合併の申し出を受け入れよう。合併の諸条件は双そう方ほうの幹部を交えて、改めて協議したい。これから、共に戦う仲間として、よろしく頼たのむ」

　滑なめらかにそこまで言い切ると、しなやかな動作で右手を差し出す。

「…………」

　ほんの一いつ瞬しゆん大きな瞳ひとみを見開いたニコは、ぱしん、と音がするほど勢いよく黒雪姫の手を握にぎると、同じく毅き然ぜんとした声で答えた。

「こっちこそ、宜よろしくな」
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　二人の手が、ぐっと力強く握にぎり合わされるのを見た途と端たん──。

　ハルユキは、突然胸の奥から熱いものが込み上げてくるのを感じ、慌あわてて両眼を瞬しばたたかせた。

　レギオン合併、と言葉にすると大ごとのようだが、ネガ・ネビュラスとプロミネンスはもう長いこと休戦協定を結んでいる。ニコやパドさんと一いつ緒しよに戦ったことは数え切れないほどあるし、これまでの協力態勢を一歩前に進めただけなのかもしれない。そもそも、加速研究会という共通の敵が存在しなければ、実現しなかった合併だとも言えるだろう。

　しかしそれでもやはり、これは奇跡が確かな形になった瞬しゆん間かんなのだ。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは、かつて自分のデュエルアバターを《醜しゆう悪あくの極きわみ》だと評した。誰だれかと繫つなぐための手すらないのに、と。

　ニコは、かつて自分のデュエルアバターを《ハリネズミのトゲ》だと断じた。世界を遠ざけたいという渇かつ望ぼうが形になったのだ、と。

　そんな二人が、たくさんの衝しよう突とつを繰くり返し、友情と信しん頼らいを育はぐくんで、いまついに手と手を握り合わせている。

　──僕はこの光景を、絶対に忘れない。たとえこれからレギオンが……加速世界が、ブレイン・バーストがどうなろうとも。

　そう決意したハルユキは、最後にもう一度強く両眼をつぶってから、ふと右側に座っているパドさんを見た。するといつもクールな《血まみれ仔猫ブラツデイ・キテイ》が、こっそり目め尻じりの水滴を払うところを目もく撃げきしてしまい、思わず口くち許もとを綻ほころばせる。

　ハルユキの表情に気付いたパドさんに、軽く睨にらみ返された、その時──。

「ああ、念のために言っておくがニコ。同じレギオンになっても、ハルユキ君はあくまで私の《子》であり弟子だからな。あまり気軽に家に押しかけたりなどしないように」

「はあ？　はあ──!?」

　ぺっ、と黒クロ雪ユキ姫ヒメの手を振り払い、ニコが言い返す。

「ここんちはネガビュの作戦室だろ？　つーことは、合併したらあたしの作戦室でもあるわけだろ？　むしろいつでもフリーパスじゃね」

「ば、バカなことを言うな！　事前に私の許可を取らねば使用禁止だ！」

　……あの、ここ、僕んちなんですけど……。

　という言葉を喉のどにひっかけたまま口をぱくぱくさせるしかないハルユキだった。




　双そう方ほうの幹部メンバーを交えた具体的な協議は、明日七月十九日金曜日の夕方に。

　そして全レギオンメンバーの顔合わせと合併式は、二十日土曜日の午後──つまり領土戦の直前にというスケジュールを決めて、合併に関する話はひとまず終了となった。

　明後日の領土戦は、すなわち白のレギオンとの決戦でもあるので、いかにも慌あわただしい流れではある。しかし、港みなと区第三エリア攻撃作戦が事前にオシラトリ側に漏もれることだけは絶対に避さけねばならない。プロミネンスからの情報漏れを疑うわけではないが、何せ人数が圧あつ倒とう的てきに多いため、全メンバーへの周知は作戦直前にしておくべきだ──とニコから言い出したのだ。

　しかし、それはいっぽうで、港区第三エリアの攻撃チームにプロミネンスのメンバーはほぼ参加させられない、ということでもある。当然ながら、黒雪姫と同じレベル９のニコも参加できないので、プロミネンスからの援軍はパドさんを含む二、三名となりそうだ。

　もちろん大いに頼たよりになるだろうし、また杉すぎ並なみエリアの防衛をプロミネンスのメンバーに手伝って貰もらえるのは有あり難がたいのだが、攻撃チームの人数不足はいまだ解消されない。想定されるオシラトリの防衛チームは少なく見積もっても十二人、多ければ二十人ということも有り得る。いっぽう攻撃チームは、楓フウ子コをリーダーに、謡ウタイ、あきら、タクム、チユリ、ハルユキの六人にプロミネンスの助すけっ人とを足しても九人。いざとなれば元プチ・パケの三人に参加してもらう手もあるが、その場合は杉並の防衛に黒雪姫を一人残すことになってしまい、それはそれで不安だ。

　──やっぱり、あと三人は欲しいな……でももう助っ人のアテなんかないしなあ……。

　メンバーを指折り数えながら胸の奥で独りごちたハルユキは、ふと数十分前の大冒険を思い出し、ぐっと右手を握にぎった。

　──いや、一人はもしかしたらなんとかなる……かもしれないけど向こうの連絡待ちだからなあ……仲間になってくれればめちゃくちゃ心強いんだけどなあ……。

「──ユキ君。ハルユキ君」

　名前を呼ばれていることに気付き、慌あわてて顔を上げる。

「あ、は、はい！　クッキーのお代わりですか!?」

「……私はそこまで食いしんぼキャラじゃないつもりだが……」

　苦笑した黒クロ雪ユキ姫ヒメは、腰を浮かせかけたハルユキを手振りで制すると、軽く首を傾かしげた。

「そういえばキミ、さっき、フーコが来ていたと言ってなかったか？　彼女は何の用だったんだ？」

「あ………………そ、そうでした、その件で先輩にお話が…………」

　とそこまで言いかけて、視線を右に振る。

　マカダミアチョコクッキーを齧かじっているニコと、ココナツレモンクッキーを齧っているパドさんが眼を合わせてくるので、思わずぎこちない表情になりつつ考える。

　グラファイト・エッジから伝えられた情報を、二人にも話していいものだろうか。

　──いや、問題ないよな。だってこれからは同じレギオンの仲間になるわけだし……一いつ緒しよに四し神じんセイリュウと戦ったこともあるし……。

「何へんな顔してんだよ、あたしの食べかけが欲しいのか？」

「ち、ちち違うよ！」

　ニコの言葉を急いで否定し、ハルユキはごほんと咳せき払ばらいしてから切り出した。

「あの、実は……今日、ちょっと帝てい城じように行ってきまして……」

　途と端たん──。

「な……なんだとぉ!?」と黒雪姫が叫び、

「て……ていじょお!?」とニコが怒ど鳴なり、

「ＯＭＧなんてこつたい」とパドさんが呟つぶやいた。

　脳内メモリーに保存した《加速世界の秘密》をハルユキが余さず語り終えた時、時刻は午後六時四十分になっていた。

　南の空はすみれ色に染まり、沈む寸前の夕陽が室内に強いコントラストを作り出している。フローリングに反射した西日が黒雪姫たちの瞳ひとみに吸い込まれ、宝石のような煌きらめきを放つ。

　きらきらしたその輝かがやきは、あるいは彼女たちの内面から発せられているのかもしれなかった。ハルユキが口を閉じても三人は長いこと沈ちん黙もくを続けたが、頭の中ではそれぞれの思考を猛もう烈れつな勢いで巡らせていることが感じ取れる。

　オートに設定してある天てん井じようのビルトイン型エアコンが動き出し、かすかな作動音を響ひびかせたタイミングで、黒雪姫がぴくりと体を震ふるわせた。伏せていた視線を上げ、ハルユキを正面から見る。唇くちびるが二度、三度と小さく動き、ようやくかすかな声を響かせる。

「ザ・フラクチュエーティング・ライト…………」

　ゆっくりと息を吐はき出し、やや音量を上げて──。

「まず言っておくが、ハルユキ君」

「は、ハイ」

　思わずかしこまるハルユキに向けて、黒クロ雪ユキ姫ヒメはふわりと頭を下げ、言った。

「──ありがとう。私のために、大変な冒険をしてくれたのだな……。──しかし、次は事前にひとこと言っておくように。キミがこの手の無む茶ちやをするのはもう何度目だ？」

　心の籠こもった謝辞とお小言に、ハルユキは無言でこくこくこくと頷うなずく。

　それを見て黒雪姫はふっと口くち許もとを綻ほころばせたが、すぐに表情を改め、真剣な声を響ひびかせた。

「最後の神じん器ぎ、《揺よう光こう》。それに到達することがブレイン・バーストの最終目的であり、我々バーストリンカーの存在理由……グラファイト・エッジはそう言ったのだな」

「はい。間違いなく」

「そうか……。つまり、かつてのネガ・ネビュラスを崩ほう壊かいさせた帝てい城じよう攻略作戦……その目指すところは間違っていなかった……ということか……」

　ソファに背中を預け、黒雪姫は細めた瞳ひとみでガラス窓越しの夕空を仰あおぎ見る。

　再び黙だまり込んだ黒雪姫に代わって、パドさんが口を開いた。

「製作者が……二人」

　短いひと言に、ニコが唸うなり声で付け足す。

「むぅー……帝城を作ったヤツと、それ以外の全要素をデザインしたヤツは別人で……だからあの城は、あたしたちをとことん拒絶するっつーことか……」

「うん……。でも、帝城を作った製作者Ａは製作者Ｂに倒たおされた……ってグラフさんは言ってたから、いまのブレイン・バーストの製作者は、事実上Ｂひとりだけ、ってことだと思うけど……」

　ハルユキが答えると、ニコは眉み間けんの谷間をいっそう深くする。

「その《倒された》ってのも曖あい昧まいな言い方だよなぁ。大昔の戦争ってのは、仮想世界で起きたんだろ？　ってことは、Ａは単にＨＰがなくなってログアウトしただけなのか……ブレイン・バーストみたく記き憶おくまでなくしたのか、それとも現実世界で、本当に死んだのか？」

　ニコの疑問はもっともだが、しかしハルユキは首を捻ひねるしかない。

「あー……いや、そこまでは聞かなかったなあ……」

「だいたい、仮想世界の戦争ってなんなんだよ。そこで奪うばい合った《ビーイング》ってのは、具体的にはどんなモンなんだ？」

「あー……ごめん、それもよく……」

「ぬわー、モヤモヤするなあ！」

　いつのまにかソックスを脱いだ細い両脚をバタバタさせ、ニコは叫んだ。

「おいハルユキ、いますぐそのグラファイト・エッジってのをここに呼べよ！」

「む、ムリだよ！　連絡先知らないし……」

「は!?　そいつ元ネガビュの《四元素エレメンツ》なんだろ!?　それなのにメアドの交換もしてねーのか!?」

「あ、いや、僕のは教えたんだよ……でも向こうのは教えてくれなくて……」

「むにょああああ！　そんなんじゃ、あたしの新レギオンじゃやってけねーぞ！」

　いっそう激しくジタバタするニコの結わえ髪を、黙もつ考こうしていた黒クロ雪ユキ姫ヒメがくいっと引っ張る。

「おい、《あたしの新レギオン》というのは聞き捨てならんぞ」

「いまはどうでもいいだろ！　聞き流せそんくらい！」

　と喚わめいたものの、どうにかクールダウンに成功したらしいニコは、ふうっと息を吐はくと頭の後ろで両手を組んで仰あお向むけになった。

「ん、んん[image: ～][image: ～]…………なんか、答えを十聞いたら疑問が百増えた、みてーな感じだな……。っつーか……そもそもグラファイト・エッジってヤツは、なんでそんなこと知ってるんだ？」

　その疑問に答える言葉も、ハルユキは持っていない。ニコの隣となりの黒雪姫に視線を向けると、グラフの弟子である彼女は苦笑を浮かべる。

「済まんが、私もヤツについて知っていることは少ない。リアルで会ったこともないしな。確かなのは、オリジネーターであることくらいだ……」

「オリジネーター……」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやきながら、ハルユキは考える。

《最初の百人》とも呼ばれる、親のいないバーストリンカーたち。それがオリジネーターだ。二〇三九年に製作者から直接ブレイン・バースト・プログラムを受け取り、加速世界の原型を作った。

「……っつーことは、オリジネーターはみんな、グラファイト・エッジと同じことを知ってたわけか……？」

　ふんぞり返ったままニコが言うと、黒雪姫は軽くかぶりを振る。

「いや、そういうわけでもないだろうな。百人ものバーストリンカーに伝えられた情報なら、もっと広まっていてしかるべきだ。何せ、初期の加速世界には、コピー・インストールの人数制限はなかったんだからな……」

「《子》を作れば、当然ゲームのクリア条件についても話しただろうしな。じゃあ、やっぱりグラファイトには何か秘密があるわけか……」

「あー、その件だが、ニコ」

　黒雪姫がごほんと咳せき払ばらいする。

「私が言うのもなんだが、グラフに関してあれこれと思い悩むのはアタマと時間の無む駄だだぞ。あいつは現れたい場所にしか現れないし、話したいことしか話さないし、戦いたい相手としか戦わない。恐らく、グラフが今回の情報を伝える相手としてハルユキ君を選んだのは、ネガ・ネビュラスで最も素直な聞き手だから……だろうな」

「す、素直な聞き手……ってどういう意味です？」

　褒ほめられたのかな？　と思いながらハルユキが訊たずねると、黒クロ雪ユキ姫ヒメはさらっと答えた。

「素直に感心するだけであれこれうるさく訊きき返さない、という意味だ」

　……褒められてないよな？　とがっくりする暇ひまもなく、黒雪姫の言葉は続く。

「奴やつは、ハルユキ君の口から私に、《ザ・フラクチュエーティング・ライトこそがブレイン・バーストのクリアフラグであること》だけが伝わるよう意図したのだろう。つまりグラフは、私が闇やみ雲くもにレベル10を求めることを止やめさせようとしているのかもしれん……」

「…………!!」

　ハルユキは、思わず息を吞のむ。

　レベル10。それは黒雪姫がバーストリンカーとしての命を懸かけて追い求める最終目標だ。

　ハルユキにブレイン・バーストを与えてくれた翌日に、高こう円えん寺じの喫茶店で彼女が口にした言葉はいまでもありありと憶おぼえている。

　──友情より、名誉より、遥はるかに優先されるからだ……レベル10になることが。私はそのためだけに生きているとすら言っていい。

　──私は知りたい。どうしても知りたいのだ。もっと……もっと先があるんじゃないのか……？　この……人間という殻からの外側に、もっと……。

「…………先輩」

　掠かすれた声で、ハルユキは恐る恐る剣の主に問いかけた。

「もし……グラフさんの言うとおり、レベル10がただの通過点で……ブレイン・バーストの最終目的は帝てい城じようの《ザ・フラクチュエーティング・ライト》なんだとしたら、先輩は、レベル10を目指すのを止めるんですか……？」

　自分がどちらの答えを望んでいるのか、ハルユキにもよく解わからなかった。

　レベル10を目指す道は、血ち塗ぬられた覇は道どうだ。同じレベル９ｅｒをあと四人も全損させねばならず、その過程で逆に全損させられることだって有り得る。黒雪姫がたくさんの怒いかりと恨うらみを買うことを思うと胸が苦しくなるし、もちろん返り討ちに遭あってしまうことなど想像もしたくない。

　だが、危険だから、必要ないからという合理的な判断で、これまで必死に目指していたものを投げ捨てる黒雪姫も見たくない気がするのだ。狂おしいほどの熱情を宿した刃で、あらゆる障害を斬きり倒たおして突き進む……そんな姿にハルユキはどうしようもなく惹ひかれたのだし、他のレギオンメンバーたちも同じなのではないか。

　相反する感情を抱いだきながら、胸の前で両手を握にぎり締しめるハルユキに向かって──。

　黒雪姫は、一度瞬まばたきしてから、あっさりと答えた。

「まさか。ブレイン・バーストの生まれた理由が何であれ、私はレベル９で立ち止まる気などさらさらないよ」

「そ……そう、ですか」

　ほっとしていいのか悪いのか、と悩むハルユキに、黒クロ雪ユキ姫ヒメはにやりと不敵な笑みを浮かべてみせる。

「レベル９になった時のシステム・メッセージは、製作者からの挑戦状だ。……それは確かに、ブレイン・バーストが作られた理由に興味はあるし、ザ・フラクチュエーティング・ライトの正体を知りたいとも思うし、単純にこのゲームをクリアしたいという欲求もある。だが、それ以上に、私は製作者に会って直接訊ききたい……いや問い詰めたいのだ。ブレイン・バーストとは何なのか……何を考えて、こんなものを作ったのか……」

　そう言いながら、持ち上げた右手の五指を閉じたり開いたりする黒雪姫を見て──。

　不意にニコが、くくっと笑い声を漏もらした。

「黒雪、要はアレだろ？　お前は、製作者と戦いたいんだろ？」

　すると、黒雪姫は虚きよを衝つかれたような顔をしてから、同じように短く笑った。

「ああ……そうかもな。バーストリンカーになってから味わってきたあれやこれやを、製作者にまとめて叩たたき返せたら、さぞかしすっとするだろうな」

「そんときゃ、あたしも混ぜろよ。お前が切り刻んだあとに消し炭にしてやっから」

　二人の王は、無む邪じや気きな表情で剣けん吞のんな会話を交わすと、朗ほがらかな大声で笑い合った。パドさんも珍めずらしく口くち許もとを緩ゆるめるのでつられて笑ってしまったが、同時に冷や汗をかかずにもいられないハルユキだった。




　その後は、四人連れ立って地上階のショッピングモールで買い物し、一いつ緒しよに夕食を作った。ニコと黒雪姫が、色が赤＆黒だからという理由で決定した《黒ごまたっぷりの冷やし担々たんたん麵めん》という献立は、この顔ぶれには少々チャレンジングなのではと思ったが、パドさんが予想外のシェフっぷりを発揮してくれて、参考にしたレシピサイトの写真そっくりに仕上がった。

　食卓での主たる話題は八月の上旬に予定されている山形旅行のことで、テーブルいっぱいにホロウインドウを広げて「ここに行こう」「あれが見たい」と賑にぎやかにお喋しやべりするのはとても楽しく、黒ごま冷やし担々麵もびっくりするほど美味おいしくて、時間はあっという間に過ぎ去ってしまった。

　バイクで帰るニコとパドさん、タクシーで帰る黒雪姫を環かん七ななの歩道で見送ったハルユキは、誰だれもいない自宅にすぐに戻る気にならず、自販機で飲み物を買うとショッピングモール一階のガレリアに設置されたベンチに腰を下ろした。

　夜八時を回り、色とりどりの紙袋を提さげた買い物客と、帰宅してきたマンションの住民が、広いガレリアを左右に行き交っている。

　ぼんやりとその光景を眺ながめているうちに、グラファイト・エッジの声が耳の奥に遠く甦よみがえる。ザ・フラクチュエーティング・ライトが解放されたらどうなるのか、というハルユキの問いに対する答え。

　──一つだけ言えるとすれば……世界が変わるような何かが起きるんだと思う。

　現実世界が変わる、とはどういう意味なのだろうか。

　ブレイン・バースト・プログラム自体がそうであるように、二〇四七年現在の水準を超えるようなテクノロジーが公開される？　それとも、ＢＢと密接な繫つながりのあるソーシャルカメラ・ネットワークに何かが起きる……？

　ベンチに座ったまま首を仰のけ反らせ、ハルユキはほぼ真上の屋根に設置されている黒い球体を見上げた。シェルの内部で赤いインジケータをゆっくりと明めい滅めつさせるソーシャルカメラは、まるで大型エネミーの眼球のようだ。

　考えてみれば、この国の最重要セキュリティ・インフラであるソーシャルカメラ・ネットを、なぜブレイン・バーストは易やす々やすとハッキングできるのか。そこはグラファイト・エッジも説明しなかった。グラフからの情報は、レギオン合併の案件と一いつ緒しよに黒クロ雪ユキ姫ヒメがテキストに起こしてレギオンメンバーに配布してくれるそうなので、タクムならそこから色々と気付くこともあるだろう。むしろ、グラフの話を聞いたのがタクムだったら、《素直に感心するだけ》ではなかったに違いない……。

　などと考えながら、尚も黒いカメラを眺め続けていると──。

「……何してるんだいハル、こんなところで」

　という声が視界の外から聞こえて、ハルユキはさっと顔の向きを戻した。

　ベンチの前に立っていたのは、肩に竹刀しないケースを引っかけた制服姿の幼おさな馴な染じみ──当の黛マユズミ拓タク武ムだった。

「あ、タク、おかえり」

　慌あわてて立とうとしたが、タクムは片手でハルユキを制し、右みぎ隣どなりに腰を下ろす。竹刀ケースを肩から外し、ふうっとひと息。

「うん、ただいま。──あ～、今日の練習はハードだったなあ……もうここから立ちたくないよ……」

「はは、お前がエネルギー切れなんてよっぽど激しかったんだな。あ、これ、やるよ」

　買ったまま栓せんを開けていなかったルイボス茶のボトルを渡すと、タクムはよほど喉のどが渇かわいていたのか、素直に「ありがとう」と受け取ってキャップを捻ひねり、ごくごく勢いよく半分ほども飲み干した。

「はあ──、生き返った……。悪いね、貰もらっちゃって」

「ＮＰ。……都大会、勝てそうか？」

「はは、それはやってみないとね。まあ、出るからには個人戦も団体戦も優勝……まではできなくても全国大会の出場権は狙ねらいたいし、それに……」

　そこで言葉を切り、ペットボトルを両手で握にぎる。

「それに？」

「ああ、いや……言葉にするとちょっと照れくさいけど、能ノウ美ミの目の前で、一試合でも多く《加速》に頼たよらずに勝たなきゃなって」

「…………そっか……」

　ハルユキは口くち許もとを綻ほころばせ、頷うなずいた。

《略りやく奪だつ者しや》ダスク・テイカーこと能美征セイ二ジは、三ヶ月前にハルユキ、タクムとの対決でポイントを全損し、ブレイン・バースト・プログラムとそれにまつわる全すべての記き憶おくを失った。

　普通の中学一年生に戻った彼は、一年上のタクムを先輩と慕したいつつ、剣道部で頑張っているのだという。いまの能美は《加速》のことなど知らないのだから、タクムの頑張りは一方通行なのかもしれない。けれど、きっと、伝わるものは確かにあるはずだ。

「……あいつのためにも、土曜日の領土戦は絶対に勝って、加速研究会をぶっ潰つぶさないとな……」

　ハルユキが呟つぶやくと、タクムも深々と頷いた。

「ああ、そうだね。ぼくはむしろ、都大会よりも前日のそっちのほうにプレッシャーを感じてるよ」

「え、前日なんだっけ？」

「そうだよ！　領土戦が明後日の二十日、都大会は二十一日。だから、領土戦で白のレギオンに勝てれば、都大会でも優勝できるって自分に言い聞かせてるんだ」

「そっか……うん、そうだな。剣道の都大会だってユルくはないだろうけど、オシラトリ以上に怖い学校がいるとは思えないよな……」

「そうそう。このあいだの緑の王もだけど、加速世界で本物のハイランカーと戦ったあとは、剣道の試合で不思議に落ち着けるんだ。だから、領土戦でオシラトリの猛も者さが出てくるのは、怖いけど少し楽しみでもあるんだよ」

　眼鏡のブリッジを押し上げながらそう言うタクムの整った横顔を、ハルユキは感心しながら見やった。

「なるほどなあ……よし、オレも、現実世界で緊きん張ちようしそうな時は王とか超級エネミーと戦った時のこと思い出してみよ……」

「たとえばどんな時？」

　タクムに訊きかれ、えーとと考え込む。

　テストの直前は手に汗をかくほど緊張するが、いざ始まれば必死にならざるを得ないので、緊張していることさえ忘れてしまう。教室でタクム、チユリ以外の生徒と話す時の緊張感も、二年生の一学期が終わりつつある今日この頃ごろはかなり軽減されてきている気がする。

　数時間前、自宅でニコと黒クロ雪ユキ姫ヒメが居合わせた時は大いに緊きん張ちようさせられたが、これをタクムに言ったらどんな反応が返ってくるか解わからないので黙だまっておく。考えてみれば、飼育委員会所属のハルユキが現実世界でスポーツの試合に出る場面などあるはずもないので、あとはもう大勢の前で何かを話す時くらいしか──。

　とそこまで考えた時、タクムに話しておかねばならない重要案件を思い出したハルユキは、「あっ」と小さく声を上げてしまった。

「ど、どうしたの、ハル」

　きょとんとするタクムの顔を見て、しばし頭をぽりぽり搔かいてから、口を開く。

「えっと……いまの話とは関係ない、いやちょっとは関係あるかもだけど……タク、あのさ、オレ……出てみようと思うんだ」

　目的語を省いたハルユキの言葉を、タクムはさすがの幼おさな馴な染じみ力りよくで正確に理解したようだった。一いつ瞬しゆん両眼を見開いてからにこりと微笑ほほえみ、力強く頷うなずく。

「そうか。じゃあ、明日さっそく生イク沢ザワさんに話さないとね」

「あ、ああ。オレが……だよな？」

「もちろん。よろしく、ハル」

　笑みを保ったまま、ハルユキの右肩をぽんと叩たたく。

　タクムとハルユキが、二年Ｃ組のクラス委員長である生沢真マ優ユウに、次期生徒会役員選挙への出馬を打診されたのは十日前のことだ。正式な返事を長いこと保留してしまったが、ハルユキにとってはこれまでの人生で二番目に重大な選択であり──一番はもちろん、黒雪姫から転送されたＢＢプログラムのインストールを受け入れた時だ──決心をつけるのに、それくらいの時間はどうしても必要だった。

　しかし、いったん生沢真優にイエスと返事をしたならば、もう撤てつ回かいは許されない。現副会長である黒雪姫に憧あこがれていて、彼女のように生きたいから──という立候補の動機を打ち明けた生沢のためにも、ハルユキは九月の選挙まで全力を尽くさねばならないのだ。

「……オレも、頑張るよ」

　少々頼たよりない声ではあったがそう宣言すると、タクムはハルユキの右肩に乗せた手にぐっと力を込め、深々と頷いた。

「ああ、頑張ろう、ハル。土曜の領土戦も……二学期の生徒会選挙も」

「あと、お前は都大会と全国大会もな！」

　ハルユキが付け加えると、タクムは「もちろん」と笑顔で答えた。




　エレベータホールでタクムと別れ、自宅に戻ったハルユキは、一時間かけて宿題を終えるとシャワーだけで入浴を済ませ、ベッドに入った。

　とても長い一日だった。帝てい城じようで十時間以上も過ごしたのだから体感時間が長いのは当然だが、それ以上に頭に入力された情報量が過大で、まだ処理が終わっていない感じがする。暗い部屋で天てん井じようを見上げていると、《ザ・フラクチュエーティング・ライト》やら《レギオン合併》、《生徒会選挙》といった単語が視界の隅をぐるぐる回っているような気がする。

　──このまま寝たら、変な夢を見そうだな……。

　と思いながらも、やがて疲労が瞼まぶたを押し下げ、ハルユキはニューロリンカーを外すのも忘れて眠りに落ちた。

　そして予想通り、変な夢を見た。




　満天の星空。

　不可視の平面に立つハルユキの頭上で、無数の光点が球状銀河のような集団を作り、美しく煌きらめいている。星々は静止しているわけではなく、ランダムに動いては他の星に衝しよう突とつし、その星がまた動いて別の星にぶつかるというどこか生命的な活動を繰くり返している。

　この光景には見覚えがあった。

「……メイン・ビジュアライザー……？」

　小声で呟つぶやく。答える者はいないが、ハルユキは確信する。

　あれは確か、六月十九日──ちょうど一ヶ月前のことだ。新しん宿じゆくエリアでＰＫ集団《スーパーノヴァ・レムナント》に襲しゆう撃げきされたタクムは、マゼンタ・シザーから譲じよう渡とされたＩＳＳキットの力で敵を殲せん滅めつしたものの、闇やみの力に囚とらわれてしまった。その日の夜、ハルユキは、タクム、チユリと直結したまま眠り、タクムに引き込まれる形でこの空間を訪れたのだ。

　ここは、加速世界の全すべてを演算するブレイン・バースト中央サーバー、別名メイン・ビジュアライザーの中だ。ハイエスト・レベルが《加速世界の全景を見通せる場所》だとすれば、この空間は《加速世界の本質を覗のぞき見られる場所》とでも呼ぶべきか。

　しかし、ＩＳＳキットを装備しているわけでもないのに、なぜ再び睡すい眠みん中ちゆうにここへ迷い込んでしまったのだろう。それともこれは──

「……本物の、夢なのか……？」

　呟つぶやきながら自分の体を見下ろし、朧おぼろに透すき通るシルバー・クロウのアバターを両手でぺたぺた触さわったりしていると──。

「夢ではありません」

　という声が後ろから聞こえ、ハルユキはしゅばっと振り向いた。

「──もっとも、私はお前たちが思考回路を休眠させている時に見る《夢》とやらが具体的にどんなものなのか、よく知りませんが。そうだ、いまここで見せてみなさい、しもべ」

　などと居い丈たけ高だかな口調で理り不ふ尽じんな要求をする人物は、一人しか存在しない。

「め……めめメタトロン!?」

　ハルユキが声を裏返らせた理由は、大天使の名を冠する神獣レジエンド級エネミーがそこにいたからだけではなかった。

　目の前で淡く光るのは、いつもの小さな立体アイコンではなく、純白の翼つばさを持ち長いドレスをまとった、神こう々ごうしいまでに美しい女性の姿だったのだ。

「そ、その姿は……メタトロン、傷が治ったの!?　もう大だい丈じよう夫ぶなんだね!?」

　無我夢中で両手を伸ばし、華きや奢しやな肩を包み込む。シルバー・クロウの手もメタトロンの体も半ば透すき通っているが、それでも仄ほのかな温度を感じて、ハルユキは感動のあまり思い切り抱だき締しめようと──

　したのだが、瞼まぶたを閉じたままのメタトロンが素早く右手を持ち上げ、ハルユキの顔の真ん中を指先でズビシと突いた。

「な、何のまねですかしもべ！　しもべがそんな不ふ埒らちな行いをしていいと思っているのですかしもべ！」

「ひえっ……ご、ごめんなさい……嬉うれしくて、つい……」

「それに、我わが本体の修復はまだ終わっていません！　この空間は恐らくハイエスト・レベルの異なる相……かつてお前と訪れた相が《データの位置》を表示しているとすれば、こちらは《データの動き》を表している。ゆえに、この姿で描写されているのでしょう」

　ハルユキの抱ほう擁ようは拒こばんだものの、体を遠ざけようとはせず、大天使は振動する銀河を見上げた。つられて上を向きながら、ハルユキは再び問いかけた。

「まだ力を取り戻してないなら……きみは、どうやって僕をこの空間に呼んだの？」

「お前たち小戦士に倣ならって言えば、《修行の成果》です」

「し、修行……!?　なんの、修行……？」

　啞あ然ぜんとするハルユキの視線の先で、メタトロンはほんの少しだけ瞼を開くと、こほんと咳せき払ばらいをした。

「私は、お前との間に設定されているリンクを、より確かなものにするべく長い時間をかけて強化してきました。その結果、全すべての条件が整えば、このように私のほうから呼び出すことができるようになった……というわけです」

「へ、へええ……」

「まあ、まだまだ強化の途上ではありますが」

「へ、へえええ……」

　素直に感心してから、なぬっと仰のけ反る。

「あ、あの、それ、リンクの強化が終わったらどうなるんでしょ……」

　恐る恐る訊たずねると、大天使はハルユキの目の前でふふんと自じ慢まんそうに笑った。

「私の最終的な目標は、お前の暮らすロウエスト・レベルを訪れることです」

「は、はいいいいい!?」

　いっそう上体を反らせるハルユキの両肩を、今度はメタトロンががっしと摑つかむ。

「なんですかその反応は？　もっと喜んでいいのですよ、しもべ？」

「い、いや、その……め、メタトロンが僕の家に来てくれたら嬉うれしいなー、とっても」

　と言いながら、母親と出くわした時のことを想像してぶるぶると身み震ぶるいする。メタトロンは尚も疑わしそうな顔をしていたが、やがて再び笑うと言った。

「それが可能となるまでにはまだまだリンクを強化しなければなりません。楽しみに待っていなさい、シルバー・クロウ」

「…………うん。楽しみだよ、本当に……」

　素直な気持ちでそう答えると、ハルユキはメタトロンから体を離はなし、再び情報の銀河を見上げた。

　ハルユキがその場に座ると、大天使も隣となりに腰を下ろす。

　二人は、しばし無言で揺ゆれ動く星々を見詰め続けた。どれほど時間が経たったのか解わからなくなってきた頃ころ、ハルユキはふとメタトロンに訊たずねた。

「……メタトロン。きみは……グラファイト・エッジが帝てい城じようで言ってたことを、どう思ってるの……？」

　答えが返ってくるまでには、珍めずらしく五秒ほどもかかった。

「……私を帝城に導いてくれたことには深く感謝しています。しかし、あの空間で入力された情報は余りに断片的すぎて、まだ結論を導き出せていないのです。いや……導くために必要なデータがまだ不足している、と言うべきか……」

「不足……。──うん、それは、僕も解るよ。なんだか、グラフさんは、肝かん心じんなことを教えてくれなかったような気がするし。でも……なら、どうしてメタトロンはグラフさんに直接あれこれ質問しなかったの？」

「ふむ…………」

　今度もまた少し時間を置いてから、大天使は囁ささやくような声で答えた。

「……認めましょう。私は、あの小戦士を警戒したのです」

「け、警戒……？」

「害意や悪意を感じたわけではない……私を城から引き摺ずりだした《敵》とは違う。ですが、何かが……あの者に含まれる何かが、私を警戒させた。名乗るだけでも、わずかながら覚かく悟ごが必要でしたよ。……有り得ないことですが、あの者は……ことによると、四し聖せいたる私よりも…………」

　そこでメタトロンの声は徐々に小さくなり、途切れた。

　隣に視線を向けると、大天使はこちらを見るな、というように右手でハルユキの頭を摑つかみ、ぐいっと下に押しやった。必然、メタトロンの膝ひざに頭が乗っかってしまうが、なぜかいつもの「無礼者！」は降ってこないので、そのまま体を預ける。

　デュエルアバターのヘルメット越しにも、柔らかく、温かな感覚が伝わってきて、ハルユキは強い眠気を覚えた。もっと色々話したいことがあるのに……と思いながらも、瞼まぶたが耐えきれないほど重くなる。

「……いつか、私とお前はもういちど帝てい城じようを訪れ、あの者とも再会するでしょう。その時こそ、あらゆる謎なぞが解き明かされ、私たちは自みずからの存在する意味を知る……」

　メタトロンの言葉は、まるで子守歌のように優しく響ひびいた。

「……いまは眠りなさい、シルバー・クロウ。来きたるべき戦いのために……」

　星々が奏かなでるかすかな鈴の音を聞きながら、ハルユキはメタトロンの膝ひざの上で、深い眠りに吸い込まれていった。










　　　７




　この上なくイレギュラーな場所でイレギュラーな寝かたをしてしまったせいか、アラームに起こされてもしばらくは頭がぼんやりしていた。

　意識がゆっくりと覚かく醒せいするにつれ、星空の下でメタトロンと交わした不思議な会話が断片的に思い出され、ベッドに横たわったまま左右を見回す。朝の光が差し込む自室には大天使の姿はなく、残念なようなほっとするような気分を味わいながら起き上がる。

　洗面所で顔を洗い、眠気の残ざん滓しを大あくびで追い出しながらリビングの扉を開けたハルユキは、そこに思わぬ先客を見つけて眼を丸くした。

　いや、客ではない。それどころか、この住戸の所有者であり世帯主だ。

　ダイニングテーブルで朝刊をさっさっとフリックしている女性の名は有アリ田タ沙サ耶ヤ──ハルユキの母親である。

「お……おはよう、母さん」

　ハルユキが挨あい拶さつすると、ブラウス姿の沙耶はちらりと振り向き、

「おはよう」

　と短く応じるとまた新聞に戻った。少々疲れた様子からして、出勤前ではなく帰宅してきたところなのだろう。

　外資系の投資銀行で働く沙サ耶ヤは、アメリカの金きん融ゆう市場とかかわりの深い部署に在ざい籍せきしていて、向こうの市場が開いている日本時間の深夜十一時頃ごろから早朝まで会社に残ることが多いらしい。その必要がない日も、仕事上の付き合いかプライベートかは不明だがしばしば吞のんでくるので、日付が変わる前に帰宅することはほぼないと言っていい。

　それにしてもこれほど遅おそくなるのは珍めずらしい。キッチンに向かいながら、ハルユキは何気なく母親に声をかけた。

「毎日、遅くまでお疲れ様」

　すると沙耶は再び手を止め、まじまじと視線を向けてくる。

「ど……どうかした？」

「いいえ……何でも。それより、これ、あんたが作ったの？」

　そう訊きかれ、沙耶が右手にスプーンを持っていることに気付く。前に置かれた白いボウルの中身は、ハルユキが冷蔵庫に入れておいた、冷やし担々たんたん麵めんのスープの残りらしい。

「あ……うん。昨夜、友達と……。あの、それ付け汁だから、食べるなら麵を……」

「これだけでいいわ、具だくさんだし。友達って、タクムくんとチユリちゃん？」

「ううん、学校の先輩と……」

　ニコとパドさんをどう表現していいか一いつ瞬しゆん迷ってから、

「練ねり馬まに住んでる友達」

　と答えると、沙耶は再び少し驚おどろいたような顔をした。

「ふうん……。──あんたに、こんな料理上手な友達が、チユリちゃん以外にいたなんてね。男の子？　女の子？」

「ういっ……えーと、その……ご、ご想像にお任せします……」

　もごもご答え、キッチンに退たい避ひする。食パンをトースターにセットし、カップヨーグルトと半分に切ったグレープフルーツを持って母親の前に座る。

　幸い先ほどの質問を蒸し返すことなく、沙耶は新聞を読みながらスプーンを動かし続けた。向かい側でヨーグルトを食べながら、母さんの顔を明るいとこでちゃんと見るの久しぶりだな、とハルユキは考えた。

　少し色を入れたショートボブの髪も、シャープめなアイメイクも昔から変わらない。しかし表情は以前に比べて険しさが減っているような気もする。それは朝の光のせいか──あるいはハルユキ自身の感覚の変化か。

　ふと、もう少し話をしたいと思ったものの、さしたる話題があるわけでもない。迷っているうちに、沙耶の前の黒ごま担々たんたんスープはどんどん減っていく。

　残りひと匙さじぶんとなったところで、ハルユキはようやく口を開いた。

「あの、母さん……」

「なに？」

　新聞のホロウインドウから眼を離はなさずに、沙サ耶ヤがすかさず問い返してくる。大きく息を吸い、昨日固めたばかりの決心を言葉にする。

「……僕、二学期の生徒会役員選挙に誘さそわれて……立候補してみようと思うんだ」

「ふうん……」

　いちどは生返事をした沙耶だったが、少ししてぱっと顔を上げた。

「え？　生徒会選挙？」

「う、うん」

「誘われたって……ああ、梅うめ郷さと中はチームで出馬するんだっけ。リーダーは誰だれなの？」

「生イク沢ザワさんっていう、Ｃ組の委員長。メンバーは僕とタクと、あと一人はまだ知らない」

「へえ……」

　と軽く首を傾ける沙耶の表情からは、ハルユキの出馬宣言をどう思っているのかは読み取れない。もういちど深呼吸してから、考えていたことを口にする。

「それで……母さんも学生の頃ころ、生徒会役員してたんだよね？　時間があるときでいいから、演説のコツとか教えてもらえないかと思って……」

　すると、沙耶は珍めずらしくフフッと声を出して笑った。

「そんなの、昔すぎて忘れちゃったわよ。なんでも言いたいことを言えばいいのよ、中学校の立候補演説なんて」
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「その、言いたいことが見つからなくてさ……」

「じゃあ、あんたは何のために役員になるの？」

　不意に真顔になった母親にそう問われ、思わず眼を伏せる。

　生イク沢ザワ真マ優ユウに誘さそわれたから。

　学内ネットの管理者権限が欲しいから。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメに認めて貰もらいたいから。

　どれも噓うそではないが、根源的な決心の理由ではないという気がする。自分の心の奥底を探り、浮かんできた言葉を口にする。

「僕は、ただ……何かをしたいと思ったんだ。いままでの自分にできなかった、何かを……」

　すると、沙サ耶ヤは再び淡い笑みを浮かべた。ボウルに残っていた担々たんたんスープを残らずすくうと口に運び、グラスの水を飲み干してから言う。

「じゃあ、それを伝えればいいわ。演説でいちばん大事なのは、聞いている人の心にどれだけ届くかよ。ご大層なマニフェストをただ並べても、聞き手の耳を滑すべっていくだけだわ」

「どれだけ……届くか……」

　ハルユキが呟つぶやいていると、沙耶は新聞を消し、ボウルとグラスを持って立ち上がった。

「演説の草稿ができたら見せてみなさい。私は寝るわ。スープ、ごちそうさま」

「あ……お休みなさい」

　食器を片付けた沙耶は、素早く仮想デスクトップを操り、ハルユキのアカウントに昼食代の五百円を振り込むとリビングから出ていった。




　七月十九日金曜日は、梅雨前線が戻ってきたかのような曇くもり空だった。

　天気予報のウィジェットは午後から降水確率四十パーセントという表示だったが、昼休みの時点ではまだ降っていなかったので、ハルユキはタクムと、そして委員長の生沢真優を誘って第二校舎の屋上へと向かった。

　途中、学食でおのおのおにぎりやサンドイッチを買い込んだが、食べ始める前にまずは真優にぺこりと頭を下げる。

「生沢さん、返事、遅おそくなってごめん」

「ううん、いいよ、大事なことだもん。それで……？」

　そう言いながら首を傾かしげる真優の前で、タクムと一いつ瞬しゆんアイコンタクトしてから、ハルユキは言った。

「生沢さんと一いつ緒しよに、選挙に出てみるよ」

　役に立てるか解わからないけど……と続けようとしたのだが、その前に真優が大声で叫んだ。

「ほんと!?　わあ、ありがと!!　頑張ろうね!!」

　にっこりと満面の笑みを浮かべてから、慌あわてたように周囲を眺ながめる。幸い、屋上に他の生徒の姿はない。

「……なるほど、学食じゃなくてここに連れてきたのは、情報ロウエイを防ぐためかー」

　納なつ得とくしたように頷うなずく真マ優ユウに、タクムが愉快そうな笑い声を上げる。

「いやあ、そんなんじゃなくて、ハルは単に恥はずかしかっただけだと思うよ」

「お、おい、それだけじゃないぞ。選挙の戦術とか相談するなら、周りに人がいないほうがいいと思って……」

「気が早いなぁ。まあ、とりあえずご飯にしようよ」

　タクムに促され、ハルユキと真優は屋上のフェンスを背にして、高さ四十センチほどのパラペットに腰掛けた。

　明めん太たい子このおにぎりを一口かじり、玄げん米まい茶ちやで飲み下してから、ハルユキは隣となりの真優に訊たずねた。

「そういえば、生沢さん、チームの四人目は誰だれにするの？」

「実は、まだ決めかねてるのよね……」

　トマトとチーズのサンドイッチを口に運びながら、真優が肩をすくめる。

「アテがないわけじゃないんだけど、なんて言うかな……有アリ田タくんや黛マユズミくんみたいに、尖とがったところがある人がいいなって」

　その言葉に、思わず真優の向こうのタクムと顔を見合わせてしまう。

　タクムもアウトローっぽさとは無縁なキャラクターだが、ハルユキほど外面的にも内面的にも尖ったところのない生徒は梅うめ郷さと中全体でもそうはいるまい。思わず自分の緩かん衝しよう材ざいたっぷりな体を見下ろしていると、真優が慌てたようにかぶりを振る。

「ううん、尖ったっていうのは危ない人って意味じゃないよ。他の人にはない部分をいっぱい持ってるって意味」

「…………それも、タクはともかく、僕はぜんぜん思い当たらないけど……」

「そんなことないよ」

　真優は真顔で言い切ると、いまにも降ってきそうな曇くもり空を見上げた。

「……ほんとは、誰だって自分だけの何かを……人と違うところを持ってるんだと思う。でも、それを表に出すのは難しいよね。周りと違うとか、目立ちたがり屋だって思われると色々嫌いやな目にも遭あったりするし……」

　まるで、実際にそういう経験をしたことがあるかのような口調と表情だった。一いつ瞬しゆんの翳かげりを即座に消した真優は、再びハルユキを見て続けた。

「でも、有田くんは、文化祭の展示を一人でアップグレードしたり、飼育委員に立候補したりして、自分の得意なこと、好きなことを隠かくそうとしないで頑張ってるでしょ？」

「いや……でも、どっちも得意ってほどじゃないし……むしろ、何かしなきゃいけないから、仕方なくやったぐらいの話だし……」

「大事なのは、実際にやったかどうかだよ。で、有アリ田タくんはちゃんとやる人だと思う。尖とがってるっていうのはそういう意味。英語で言うと、ｓｈａｒｐじゃなくてｐｒｏｍｉｎｅｎｔかな……」

「ぷ、プロミネント？」

　習った憶おぼえのない英単語にハルユキが首を傾かしげると、真マ優ユウはメモアプリを立ち上げ、指先でさらさらと綴つづりを書く。

「これで、《顕著な》とか、《傑けつ出しゆつした》とかって意味。名詞形はｐｒｏｍｉｎｅｎｃｅで、こっちは聞き覚えあるでしょ？」

「あ……太陽の……」

「うん。太陽の《紅こう炎えん》の他にも、《目立つこと》《卓越すること》って意味もあるんだよ」

「へええ……初めて知ったよ」

　と答えつつも、脳裏に浮かんだのはもちろんニコ率いる赤のレギオンの名前だった。

　初代赤の王レッド・ライダーが、どんな意味を込めてレギオンに《プロミネンス》という名を与えたのかを知るすべはない。しかし、二代目であるニコが引き継ぎ、現在まで守ってきたプロミネンスは、明日ネガ・ネビュラスと合併し、一つの時代を終える。

　ここで、偶然ではあろうが生イク沢ザワ真優の口からプロミネンスという単語の意味を教えられたことは、何かの巡り合わせであるようにハルユキには感じられた。もういちどタクムに眼を向け、軽く頷うなずき合ってから、体ごと真優に向き直る。

「えと……僕はまだそこまで自分に自信は持てないけど、でも、生沢さんの期待に応こたえられるように頑張るよ。誘さそってくれて、ありがとう」

　ハルユキがそう言うと、真優は大きな眼を一度瞬またたかせてから、勢いよく頷いた。

「うん、頑張ろう、有田くん！」

「もちろん、ぼくも全力を尽くすよ」

　反対側のタクムがそう言い添えると、そちらに体を向けてもういちど叫ぶ。

「黛マユズミくんも、よろしくね！」

　真優が両側に差し出した手を、ハルユキとタクムはしっかりと握にぎった。

　その後、食事をしながらの話し合いで、四人目のメンバーは七月中にそれぞれが勧かん誘ゆう候補を出し合うということになった。ハルユキが二つ目の梅おかかおにぎりを食べ終えると同時に、ぽつりと水滴が鼻の頭に触ふれた。

「あ、降ってきたね」

　サンドイッチの包装を片付けていた真優が、額ひたいの上に手をかざしながら空を見上げる。

　同じように空を仰あおいだハルユキは、灰色の雲の向こうでぼんやりと光る太陽を眺ながめながら、ふと思いついて訊たずねた。

「そう言えば、生沢さん。立候補する四人一組って、確かチーム名みたいのをつけるんだよね？」

「あ、そうそう。使うのは選挙運動中だけだけどね。だいたいナントカ党とかナントカーズ、チーム・ナントカ的な名前が多いみたい。登録は二学期になってからだから、まだ何も考えてないんだけど……有アリ田タくん、アイデアあるの？」

「アイデアって言うか、いま思いついたんだけど……」

　ベンチ代わりのパラペットから立ち上がりながら、ハルユキは言った。

「さっき生イク沢ザワさんが教えてくれた、《プロミネント》にしたらどうかなって。チーム・プロミネント」

「チーム・プロミネント……」

　続いて立った真マ優ユウは、何度かその名前を口の中で転がしてから、にまっと笑った。

「やる気ある感じがしていいね！　黛マユズミくんはどう？」

「ぼくもいいと思うよ」

　タクムも、眼鏡のレンズを光らせてにやりと笑う。

　ポニーテールをぴょこんと揺ゆらして大きく頷うなずいた真優は、降り始めた雨を押し戻そうとするかのように右みぎ拳こぶしを高々と突き上げ、張りのある声で宣言した。

「よーし！　たったいまから、チーム・プロミネント始動するよ！　みんな、頑張ろう！」

「おー！」

　と、ハルユキとタクムも声を合わせた。










　　　８




　黒クロ雪ユキ姫ヒメからの長文メールが全レギオンメンバー宛あてに届いたのは、一学期最後のホームルームが終わった直後だった。

　先輩、授業中にこれ仕上げたのかな……とハルユキが戦せん慄りつせずにはいられないほど、それは詳細かつ読みやすいレポートだった。二部構成で、前半は赤のレギオンとの合併案について。後半は、帝てい城じようとブレイン・バーストの秘密について書かれている。

　どちらもハルユキは既すでに知っている話だったが、それでも自分の席で夢中になって読んでいると、机の前に誰だれかが立った。見れば、すでに帰り支じ度たくを済ませた倉クラ嶋シマ千チ百ユ合リだ。

　深々と上体を倒たおしたチユリは、ハルユキの目の前でひそっと囁ささやいた。

「ハル、先輩からのメール、もう読んだ？」

「いままさに読んでるとこだけど……お前は？」

「前半だけ。それで、びっくりしちゃって……──あっ、もしかしてあんた……」

「な、なんだよ？」

「オッタマゲッティング！　とか叫んで椅い子すから転がり落ちないとこを見ると、もう知ってたんでしょ、合併のこと」

「そ、それは、その……ていうか、部活いかなくていいのか？」

「今日と明日は休みなの！　ほら、白状しなさい！」

　などとひそひそ声で言い合っていると、チユリの隣となりにタクムも姿を現す。こちらもさすがに驚おどろいた様子だが、都大会を翌々日に控えた剣道部は当然今日も練習で、話している時間はないようだ。

「チーちゃん、ぼくの代わりに、ハルからいろいろ聞き出しておいてよ」

　早口にそう言うタクムに、チユリは任せろとばかりに親指を立てる。

「じゃ、またあとで連絡するから」

　手を上げて小走りに去って行くタクムを見送ってから、ハルユキは再びチユリの顔を見た。

「さ、きりきり話してもらおーじゃないの」

「つっても、オレの知ってることはほとんど、先輩のメールに……」

「なら、ほとんど以外のとこを教えなさい！」

　幼おさな馴な染じみにびしっと命令されれば、ノーとは言えるはずもないハルユキだった。




　チユリと一いつ緒しよに昇降口から外に出ると、雨はいつの間にかやんでいた。

　裏庭の飼育小屋まで移動したハルユキは、竹たけ箒ぼうきを二本用意すると、片方を差し出した。

「……なに？」

　胡う散さん臭くさそうな顔をするチユリに、にやりと笑いかける。

「あれこれ話す代わりに、掃除手伝って」

「……そりゃまあ、いいけどさ」

　二人で協力して小屋の周りの掃き掃除を終わらせたタイミングで、飼育委員会の仲間である井イ関ゼキ玲レイ那ナと、超委員長こと四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイが姿を現した。チユリに気付いた玲那が、「あれっ」と声を出す。

「えーと、倉クラ嶋シマさんだっけ？　もしかして新入部員……じゃなくて新入委員？」

「いや、今日だけのヘルプ」

　ハルユキがそう答えると、玲那は「なーんだ」と残念そうな表情になる。いっぽうチユリも申し訳なさそうに、

「ごめんね井関さん、部活が休みだから、こいつに手伝わされてんの」

　などと謝るものだから、なにやら自分が悪いような気がしてきて、いいや僕のせいじゃないとぷるぷる首を振っていると──。

【ＵＩ[image: ∨]　今日だけでも、チユリさんが来てくれて嬉うれしいのです！　ホウさんもとっても喜んでます！】

　と謡がチャットアプリで発言した。三人揃そろって小屋の中を見ると、アフリカオオコノハズクのホウがわさわさと翼つばさを動かして歓迎の意を示している──気がする。

「あはは、ありがと、ホウ。──で、次は何をすればいいの？」

　とチユリに問われ、ハルユキは少し考えてから、しかつめらしい顔を作って言った。

「そのへんの地面を掘って、ホウが食べるミミズを集めてくれたまえ」

「みっ……みみみみみみずぅ!?　や、やだよあたし触さわれないもんそんなの!!」

　じりじりと後あと退じさるチユリの足あし許もとを、ハルユキはおもむろに指さす。

「あっ、ほら、そこに一匹」

「ギイヤ──────ッ!!」

　さすがの脚力を発揮して飛び上がったチユリは、地面に何もいないことを確認すると、顔を真っ赤にして突進してきてハルユキの左ひだり頰ほおをむぎーと引っ張った。

「こんのおっ！　このほっぺたをちぎってホウのご飯にするッ!!」

「ひ、ひたたたた!!　ほめんほめん、ゆるひて!!」

　その様子を啞あ然ぜんと眺ながめていた玲レイ那ナと謡ウタイが、同時にぷっと噴き出し、ホウも「ポッポーウ！」と大きな声で鳴いた。

　小屋の掃除とホウの餌えさやりが終わり──餌はもちろんミミズでもハルユキの頰肉でもなく、謡が用意したマウス肉だった──玲那が手を振りながら去っていくと、三人はひとまず小屋の近くのベンチに並んで腰掛けた。

　まず謡が、可愛かわいらしい膝ひざ小こ僧ぞうの上で両手の指を閃ひらめかせる。

【ＵＩ[image: ∨]　お二人は、サッちんからのメールはもう読みましたか？】

「うん、だいたいね。てゆーか、ういちゃん、聞いてよ！　なんかハルのやつ、前から合併のこと知ってたっぽいんだよ！」

【ＵＩ[image: ∨]　ほんとですか、有アリ田タさん？】

　左側に並んで座るチユリと謡から同時にじとーっとした視線を向けられ、ハルユキは慌あわててぶんぶんかぶりを振る。

「い、いや、前から知ってたって言っても十二時間くらいだよ！　その……昨日の夕方、うちに黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩と、あとニコとパドさんが来てさ……」

「……ふうぅぅ[image: ～][image: ～]ん」

【ＵＩ[image: ∨]　ふうううーん、なのです】

「い、いや、来たって言っても別に泊まってったとかじゃなくて、晩ご飯作って食べたらみんな帰ったし……」

「……ふううううぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

【ＵＩ[image: ∨]　ふうううう────ん、なのです】

　二人の目つきがいよいよ冷ややかになるので、とっとと本題に入るが吉と判断する。

「そ、それで、僕もその時に初めて合併の話を聞いたんだよ。ニコたちも、《三獣士》の残り二人を説得するのに昨日までかかったみたいで……そんで、あとはもう先輩のメールに書いてあるとおりで、具体的なことは明日にならないと……」

「…………なるほど、ねえ……」

　ここでようやく表情をノーマル状態に戻したチユリは、考え込むように言った。

「でも、前に領土戦で杉すぎ並なみを攻めてきた、ブレイズ・ハートさんとかピーチ・パラソルさんは納なつ得とくしてるのかな……。あたしは直接戦ってないけど、相当な剣幕だったんでしょ？」

【ＵＩ[image: ∨]　ええ……。ブレイズさんたちは、サッちんがレッド・ライダーを全損させたことを、そう簡単には許さないと思うのです……】

「じゃあ……もしかしたらブレイズさんたちは、合併を知ったらレギオンを脱退しちゃうかもしれないね……」

　チユリの言葉に無言で頷うなずいてから、ハルユキは三人の中で最年少にして最古参のレギオンメンバーに訊たずねた。

「四シ埜ノ宮ミヤさんは、合併についてはどう思ってるの……？」

　すると謡ウタイは、ほとんど考える様子も見せずホロキーボードをタイプする。

【ＵＩ[image: ∨]　とくに抵抗感とかはないのです。私がバーストリンカーになった頃ころは、レギオンが近くのレギオンと合併したり、あるいは分ぶん裂れつするのは普通のことでしたから……。加速世界の状況が大きく変わらなくなったのは、六大レギオンが相互不可侵条約を結んでからのことなのです。ただ……】

　そこで一いつ瞬しゆん手を止めてから、少しスピードを落として入力を続ける。

【ＵＩ[image: ∨]　もしも、合併によってネガ・ネビュラスというレギオン名がなくなってしまうのだとしたら、やっぱり残念だと思います。それは、プロミネンスの皆さんも、同じことだと思うのです】

「うん……そうだよね……」

　チユリが、少しずつ雲が薄うすくなってきた空を見上げる。

「あたし、まだネガ・ネビュラスに入れてもらってたった三ヶ月だけど、それでもレギオンにすごく愛着あるもん。加速研究会は倒たおさなきゃいけないと思うし、仲間がいっぱい増えるのは嬉うれしいけど、それでも……不安がないって言えば噓うそになっちゃうかな。いつまでも、大好きな人たちと居心地のいい場所で、楽しく過ごしてたい……そういう気持ちはあるから……」

　その言葉に、ハルユキは思わず幼おさな馴な染じみの横顔を見詰めた。

　ハルユキは、以前チユリに言ったことがある。ライム・ベルの必殺技《シトロン・コール》のエネルギー源になっているのは、過去を望む力だ。技の発動時に聞こえる鐘かねの音は、チユリとハルユキ、タクムが通ってた小学校のチャイムにそっくりだ、と。

　恐らくチユリはいまでも、幼馴染三人が毎日夕方まで汗まみれになって遊び回っていた頃に──父親の病気の再発に怯おびえることのなかった頃に、戻れるものなら戻りたいという気持ちを心の奥底に抱いだいている。そんな彼女に、レギオン合併や研究会との決戦といった大きな変化は、ハルユキが想像する以上の圧力を感じさせているのだろう。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ、チユ」

　謡ウタイの向こうに座るチユリに、ハルユキは言葉を投げ掛けた。

「レギオンが合併して、もし名前が変わっちゃっても、大事なことはなんにも変わらないからさ……オレたちはプロミと力を合わせて加速研究会を倒たおして、あいつらの企たくらみをぶっ潰つぶして、黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩と一いつ緒しよにブレイン・バーストのクリアを目指すんだ。これまでと同じように」

　するとチユリは、何度か瞬まばたきしてから、にかっといつもの元気な笑顔を見せた。

「ん、そうだね！　あたしもハルも、まだまだ強くならなきゃだしね！」

「お……おう、そうだな」

　ハルユキのやや歯切れの悪い返事に、謡がくすっと笑うと指を動かした。

【ＵＩ[image: ∨]　有アリ田タさんは、いいかげんレベル６のボーナスを決めたほうがいいと思うのです！】

「うっ……そ、そうだね……。グラフさんも言ってたし……」

【ＵＩ[image: ∨]　……グラフさんが、何を言ってたのですか？】

　謡はすでに、黒雪姫のレポートを読んで、ハルユキと楓フウ子コが帝てい城じようでグラファイト・エッジと遭そう遇ぐうしたことを知っているはずだ。ハルユキは前置きを省いて、双そう剣けん使いの言葉を口にした。

「えっと……いまの自分に不満があるなら、修行やレベルアップ・ボーナスで強化していけばいい、って。まあ、僕、シルバー・クロウのステータスに不満があるのかどうかも解わからないんだけどね……」

　ハルユキがそう付け加えると、チユリが呆あきれたように首を振り、謡は再び微笑ほほえんだ。

【ＵＩ[image: ∨]　グラフさんの言うことは九割がた受け流すのをお勧すすめしますが、そのアドバイスは残り一割かもですね。デュエルアバターの成長に壁を感じたなら、ボーナスで方向性を変えてみるのも一案なのです。私も次は、近接戦せん闘とう力りよくを少し強化しようと思ってますから】

　チャット窓に打ち込まれた謡の言葉を熟読しながら、うむむと考え込む。

　ハルユキがいままでレベルアップ・ボーナスを飛行アビリティの強化に注ぎ込んできたのは、黒雪姫のアドバイスに従った結果だ。レベル２の時に、選せん択たく肢しとして出現した魅み力りよく的てきな必殺技に心が揺ゆれたこともあったが、以降はさして悩みもせずに飛行力を伸ばし続けてきた。

　なのに、レベル６のボーナスに限って、どうしてこうも迷いが生まれるのか──。

「……グラフさんや楓子師し匠しようは、一人で勝てない敵には二人で……二人で勝てなければ三人で勝てばいいって言ってたけど……」

　自分の両手を見下ろしながらハルユキは呟つぶやいた。

「一人でも、どうしても勝ちたい……勝たなきゃいけない場面もあると思うんだ。そんな時のために、もう少しだけ力が欲しい。そう思うのは、間違いなのかな……」

【ＵＩ[image: ∨]　それは、支援型のデュエルアバターを与えられたバーストリンカー全員の、永遠の悩みなのです】

　謡ウタイがすかさずそう発言したので、ハルユキはハッと顔を上げた。

　左を見ると、謡はにこにこと、チユリはにやにやとした笑みを浮かべている。考えてみれば、アーダー・メイデンは遠えん距きよ離り攻こう撃げきに特化した火力支援型デュエルアバターだし、ライム・ベルに至っては直接攻撃力は単なる打撃しか持たない完全支援型だ。

「あ……ご、ごめん、チユ、四シ埜ノ宮ミヤさん」

　慌あわてて頭を下げると、チユリがぷっと噴き出した。

「謝らなくてもいいよ。そりゃ、ういちゃんが言ったみたいに、もうちょっと攻撃力があれば……って思うときもあるけどさ。あたしは自分のアバター好きだし、ソロ対戦よりもみんなと一いつ緒しよに戦うほうがずっと楽しいもん。一人だけの戦いは現実世界の部活で散々やってるから、加速世界はチーム戦を思いっきりやれれば、それでいいんだ」

　そう言ったチユリの顔を見上げ、謡が素早く指を動かした。

【ＵＩ[image: ∨]　チユリさんは考え方がしっかりしてるのです！】

「……そう言われるとなんか、僕がぐらぐらしてるみたいな……」

　もごもご呟つぶやいてから、ハルユキはゆっくりと頷うなずいた。

「でも、チユの言いたいこと、よく解わかったよ。要は、自分が何を求めてるのか、だよな……。考えてみれば、黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩もいちばん最初から、答えは自分のアバターに訊きけって言ってた気がする」

【ＵＩ[image: ∨]　そのとおりなのです。色々考えて、いっぱい悩んで、自分自身が本当に望むほうに進んでいけばいいと思います】

「……うん、ありがとう、四埜宮さん、チユ。明日の領土戦までには、ボーナス決めておくよ。それと……先輩のレポートには書いてなかったけど、グラフさんから四埜宮さんに伝言があったんだ」

　小首を傾かしげる謡に、ハルユキは、帝てい城じようからの離脱直前にグラファイト・エッジから託された言葉を伝えた。

「俺が帝城北門から脱出する時は、ヘルプよろしくな、デンデン……だって」

　それを聞いた謡は、しばらく両眼を大きく見開いていたが、やがてきゅっと唇くちびるを尖とがらせた。

【ＵＩ[image: ∨]　デンデンと呼ぶのは、そろそろやめて欲しいのです】

　たたっとそれだけ打ち込むと、小さな両手をしっかりと握にぎり締しめ、謡は視線を上に向けた。

　ハルユキも空を見上げると、雲の切れ間から伸びる金色の光の筋が、湿り気を含んだ空気をきらきらと輝かがやかせていた。
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　東京二十三区でいちばん人口が多いのはこの世せ田た谷がや区である──と、奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コは小学生の頃ころから社会科の授業などで繰くり返し教えられてきた。

　面積は惜おしくも大おお田た区に次いで二番目だが、それは羽はね田だ空港という巨大な埋うめ立たて地ちが大田区にあるからで、空港をノーカンにすれば世田谷が最大だというトリビアも耳に染しみついている。それゆえ、バーストリンカーになってから大いに驚おどろかされたのは、加速世界では世田谷が過か疎そエリア扱あつかいされているという事実だった。

「……実際、どういう理り屈くつで世田谷が過疎エリアになっちゃったのか、実はいまもよく解わかってないんだよね……」

　京けい王おう線の急行列車に揺ゆられながら志帆子が小声で言うと、隣となりに立つ三ミ登ト聖サト実ミが肩をすくめて囁ささやき返した。

「そりゃ、これっていう名所がないからだろーなぁ。やっぱ対戦したいヤツは渋しぶ谷やとか新しん宿じゆくに集まるし……」

「名所がないってことないでしょ、世田谷にもいろいろあるじゃん」

「たとえば？」

「たとえば……三軒茶屋サンチヤのキャロット・タワーとか……」

「それと？」

「それと……二子玉川ニコタマのライズとか……」

「あとは？」

「あとは……と、等々力とどろき渓けい谷こくとか、馬ば事じ公こう苑えんとか、オリンピック公園とか」

　志帆子が懸けん命めいに世田谷の名所を列挙すると、聖実はにっこり微笑ほほえみながらうんうんと頷うなずき、言った。

「それ、今度カラス君たちに、幾いくつ知ってるか訊きいてみよっか」

「やぁーめぇーてぇー」

　呻うめき声とともにがくっと項うな垂だれ、負けを認める。確かに世田谷区には、池いけ袋ぶくろのサンシャイン・シティや新宿の都庁ビルや渋谷のラヴィン・スクエアのような、東京都民ならば誰だれでも知っているランドマークはこれといって存在しない。それゆえに対戦希望者は集まらず、それゆえにバーストリンカーは増えなかった。理り屈くつは解るのだが、しかし釈しやく然ぜんとしない気持ちに変わりはない。

「……むむう……あと、何かなかったかなあ……」

　志帆子が諦あきらめ悪くぶつぶつ言っていると、二人の向かい側で仮想デスクトップを操っていた由ユ留ル木キ結ユ芽メが、突然顔を上げて眼鏡をきらーんと光らせた。

「シホちゃん、あるよあるよー、名所」

「えっ、どこどこ？」

「芦ろ花か公こう園えんとこの巨大ガスタンク」

「…………それ、来年取り壊こわされるし……そもそもただの丸いやつだし……」

　がっくり肩を落とし、しかしこんな掛け合い漫才をしている場合ではないと背せ筋すじを伸ばす。徒歩通学の三人が平日の放課後に京けい王おう線に乗っているのは、遊びに行くからではない。重要なミッションに出しゆつ撃げきするためだ。

「ほら、もうすぐ環かん八ぱち越えるよ。二人とも、グローバル接続切ってるよね？」

「おいっす」と聖サト実ミ。

「ろんもちー」と結ユ芽メ。

　世せ田た谷がや区を南北に貫つらぬく環状八号線は、そのままエリアの境界線になっている。

　志シ帆ホ子コたちが通う敷しき島しま大学付属桜さくら見み中学校が存在するのは、世田谷第二エリア。学校最も寄よりの桜さくら上じよう水すい駅から京王線の下り列車に乗り、環八を越えればその先は世田谷第五エリアだ。

　電車に乗ってからニューロリンカーのグローバル・ネット接続をオフにしたため、エリアが変わろうと乱入される可能性はない。しかし、高架を疾しつ走そうする急行電車が幹線道路を横切った瞬しゆん間かん、お腹なかの底から緊きん張ちよう感かんが湧わき上がってくる。

　目的地は、次の停車駅である千ち歳とせ烏からす山やま。しかし買い物やら遊びに行くわけではない。

　三人は、バーストリンカーになってからほとんど初めて、自みずから乱入するためにエリア境界を越えるのだ。

「……そんなキンチョーすんなよシホ。相手がリストにいるって決まったわけじゃないんだからさ」

「ていうか、いない可能性のほうが高いよー」

　聖実と結芽に力の抜けた声で言われ、ゆっくりと頷うなずく。

「……うん。でも……なんか、予感がするんだ。今日、あの人に会えるって……」

「そう……かもな。会ってどんな話するのか、決めてきたのか？」

　聖実に問われ、今度は首を横に振る。

「ううん、何も。……でも、カラス君なら、きっとこう言うと思う。『真まっ直すぐぶつかれば、きっと伝わる』ってさ」

「ぬっふふ……そーかもね～」

　妙な笑い方をする結芽をじろっと睨にらみ、志帆子は言った。

「言っとくけど、わたしが負けたらサトとユメがぶつかるんだからね！」

「へいへい」「ほいほーい」

　二人の返事は相変わらずのんびりしているが、それは志帆子の緊張を和やわらげようとしてくれているからだ。

　感謝の意を示すために、聖サト実ミと結ユ芽メの制服の袖そでをきゅっと摘つまむと、志シ帆ホ子コは窓の外に視線を向けた。

　一分後、電車は滑なめらかに減速し、千ち歳とせ烏からす山やま駅のホームに滑すべり込んだ。

　階段を下り、とりあえず駅前広場のある南口から出る。緑化された広場にはベンチが幾いくつも設置され、加速するのに都合が良さそうだ。

「どっかお店で、と思ってたけどあの広場でいっか」

　志帆子がそう提案すると、聖実と結芽も頷うなずいた。対戦のためのエネルギーを補充するために、駅ビルに入っているアイスクリームショップでレギュラーコーンを一つずつ買い、広場に移動する。

　奥まった木陰のベンチに並んで座ると、三人はしばし無言でアイスクリームを味わった。

　志帆子のストロベリーチーズケーキ、聖実のクッキーアンドクリーム、結芽の大だい納な言ごんあずきが同時に消しよう滅めつし、同時によしっと気合いを入れると、揃そろってニューロリンカーに手を伸ばし、グローバル接続ボタンを押す。

　事前に、対戦するのは志帆子で、聖実と結芽はギャラリーに入ると打ち合わせ済みなので、加速するのは志帆子一人だ。頷き合い、大きく息を吸って──。

「《バーストリンク》!!」

　ばしいいっ！　という衝しよう撃げき音おんが響ひびき渡り、夏の夕暮れを青白く凍こおらせた。

　グリム童話のグレーテルをモチーフにしたフルダイブ用アバターで初期加速空間ブルーワールドに移動し、仮想デスクトップで赤々と燃える【Ｂ】のアイコンを叩たたく。同じくらいの期待と不安を感じながら、マッチングリストを──開く。

　さすがに過か疎そエリアと呼ばれているだけあって、リストに現れた名前は、ミント・ミトンとプラム・フリッパーを除けばたった二つだった。上側の文字列を識別した瞬しゆん間かん、フルダイブ中なのに息が詰まる。

【Ｍａｇｅｎｔａ　Ｓｃｉｓｓｏｒ】──マゼンタ・シザー。聖実と結芽を含む十数人ものバーストリンカーにＩＳＳキットを強制的に感染させ、加速世界の平準化を目もく論ろんだ恐るべきラジカリスト。

　彼女こそ、志帆子が会いに来た相手だった。本ほん拠きよ地ちが世せ田た谷がや第五エリアだという情報はあったが、こうしていきなり発見できたのは大いなる幸運と言っていい。

　しかしマッチングリストには、想定外の情報も含まれていた。

　マゼンタのすぐ下に表示されている、もう一つのアバター名。

【Ａｖｏｃａｄｏ　Ａｖｏｉｄｅｒ】──アボカド・アボイダ。マゼンタとコンビを組んでいた、超大型のデュエルアバターだ。そして、マゼンタとアボカドの名前を、タッグチームであることを示すマークが繫つなげている。

「……タッグ……！」

　志シ帆ホ子コは、リストの上に人差し指を浮かせたまま、低く呟つぶやいた。

　タッグチームはソロのバーストリンカーに乱入できないが、逆は許されているので、志帆子がこのままマゼンタとアボカドに挑いどむことはルール上は可能だ。だが、もし戦うことになった場合、勝率は大幅に下がる。

「どうしよう……」

　唇くちびるを嚙かみ締しめ、隣となりを見たが、青く凍こおったままの聖サト実ミと結ユ芽メからはもちろん何の答えも返ってこない。
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　いったん加速を停止し、二人のどちらかとタッグ登録してから、改めてマゼンタに乱入するという手もあるにはある。しかしその数十秒のあいだにマゼンタがリストから消えてしまっては元も子もない。

　志帆子はメルヘンチックなアバターを振り向かせ、北の空を見上げた。

　京けい王おう線の高架から一キロほど北には、中央自動車道が東西に走っている。その先はもう杉すぎ並なみエリアだ。志帆子たちが三日前に加入した、ネガ・ネビュラスの領土。

　──こんな時、シルバー・クロウならどうするだろうか。

　ふとそんなことを考えてしまい、志帆子はくすっと笑みを漏もらす。

　三日前の放課後、新しん高こう円えん寺じ駅近くの私立梅うめ郷さと中学校の生徒会室で、志帆子たち三人はネガ・ネビュラスのメンバーと初めてリアルで顔合わせをした。残念ながら先方はフルメンバーではなく、同席したのはレギオンマスターのブラック・ロータスこと黒クロ雪ユキ姫ヒメ、アーダー・メイデンこと四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイ、シアン・パイルこと黛マユズミ拓タク武ム、ライム・ベルこと倉クラ嶋シマ千チ百ユ合リ、そしてシルバー・クロウこと有アリ田タ春ハル雪ユキの五人だけだったが、残るスカイ・レイカーとアクア・カレントにも近々紹介して貰もらえるらしい。

　最も印象深かったのは、やはりマスターの黒雪姫だ。梅うめ郷さと中学校の副生徒会長も務めているという彼女の人間離ばなれした美び貌ぼうと、そして現実世界でも《黒雪姫》なるハンドルネーム（？）で押し通す精神力（？）には圧あつ倒とうされずにいられなかった。さすがは黒の王、只ただ者ものではない、と帰り道で三人深々と頷うなずき合ったものだ。

　そして、黒雪姫の次に強い印象を受けたのが、シルバー・クロウ──有田春雪だった。

　顔立ちも体つきも丸っこい、加速世界のデュエルアバターとは対照的なイメージを持つ彼は、しかし無制限フィールドで出会った時と同じように、志シ帆ホ子コの緊きん張ちようをあっという間に溶かしてくれた。黒雪姫たちが彼に大きな信しん頼らいを置いていることも、すぐに伝わってきた。

　シルバー・クロウなら。いつだって全力で、自分の弱さを受け入れて前に進む強さを持っている彼なら、たとえ相手がタッグでも、怖おじ気けづいたりはしないだろう。そう、志帆子がこの世せ田た谷がや第五エリアを訪れたのは、ただ戦って勝つためではない。勝利よりももっと大切なものを、かつての敵と分かち合うためにここまで来たのだ。

「……聖サト実ミ、結ユ芽メ、それにカラス君。わたし……頑張るから！」

　青く凍こおった世界でそう叫ぶと、志帆子はマッチングリストを力強く叩たたいた。




　グレーテルのアバターから、デュエルアバター《ショコラ・パペッター》に変身しながら暗くら闇やみを落下した志帆子の両足が、硬い地面──ではなく浅い水面に吞のみ込まれた。

　足首のあたりをくすぐる細波さざなみの感触を意識しながら、ゆっくり瞼まぶたを開く。途と端たん、強い日差しが視界を真っ白に染める。

　すぐにアイレンズの感度が調整され、世界が色を取り戻す。

　果てしなく広がる青い水面。水深は十センチ程度だが、フィールド全体を吞み込んでいる。建物は全て白っぽく日焼けしたコンクリートの骨組みに姿を変え、それらの間を吹き抜ける風が水面をさあっと波立たせる。

　自然系、水属性の《水域》ステージだ。明るい陽光と澄すんだ水面という、ちょっとしたリゾート気分が味わえるデザインゆえに人気は高いが、志帆子はステージ名を認識した瞬しゆん間かんに、「やば……」と呟つぶやいていた。

　しかし、どうあれ対戦は始まったのだ。しかも、志帆子の乱入によって。あとはもう、ひたすらに頑張るしかない。

　ひとまず、状況を確認する。

　視界右上に表示されている体力ゲージは、上下に二本。予定通り上がマゼンタ・シザーで、下がアボカド・アボイダだ。

　中央下部に表示されるガイドカーソルも二つ。しかし、別々の方向を指し示している。どうやらマゼンタとアボカドは、エリア内の異なる場所にいるようだ。会うべき相手はマゼンタだが、どちらのカーソルが彼女を示しているのかは解わからない。

　最後にぐるりと周囲を眺ながめると、少し離はなれた駅ビルの屋上に、二人の観戦者ギヤラリーの姿があった。無論、聖実ミントと結芽プラムだ。志シ帆ホ子コが手を振ると同時に、二人ともひょいと飛び降りる。

　まったく水みず飛沫しぶきを上げずにふわりと着地した聖サト実ミたちは、一直線に駆け寄ってくると、交互に叫んだ。

「どーすんの、チョコ!!」

「相手、タッグだよ!?」

「なんで加速し直さなかったのさ!!」

「しかもレベル６と５だよ!?」

　二人に詰め寄られつつも、ちらりと自分の体力ゲージを見やる。アバターネームの横に表示されているレベルは、アボカドと同じ５。相手タッグとの戦力差は絶対的だ。──しかし。

　頭に被かぶっているボンネットを一振りし、両腰にがしっと手をあて、志帆子は叫んだ。

「ミンミン、プリコ、いいこと!?　バーストリンカーたるもの！　ひとたび加速したならば、ひたすら対戦あるのみ！　ですわ！」

「「………………」」

　聖実と結ユ芽メが微妙な表情で押し黙だまる。そんな二人に向けて、いっそう高らかに宣言する。

「このわたくしが、たかだか５だの６だののタッグ相手にビビると思ったら大間違いですわ！　二人まとめてぶっ倒たおして、がっつりポイント稼かせがせて貰もらいますわよ！」

「……いやチョコ、あんた対戦しに来たんじゃなくて……」

　という聖実の言葉は、最後まで続かなかった。

　いきなり、二人の姿が目の前から搔かき消えた。《親》またはレギオンメンバー以外の対戦者が、半径十メートル以内に近づいてきたことによって、強制的に移動させられたのである。

　志帆子は素早く振り向いた。

　直後、駅前広場の中央に、とぷん、とささやかな波紋を広げて降り立った人影があった。

　細身の長身。女性Ｆ型らしいシルエットを持つボディ全体に、赤紫色のリボン状装甲が巻き付いている。両腰には大型ナイフに似た武器を装備し、露ろ出しゆつしているのは口くち許もとのみ。

　その唇くちびるに妖よう艶えんな微笑を浮かべるデュエルアバターは、間違いなくマゼンタ・シザーだった。しかし、かつて遭そう遇ぐうした時と、たった一つ異なる部分がある。胸の真ん中に貼はり付いていた、漆しつ黒こくの眼球型強化外装──ＩＳＳキットが存在しない。

　紅あかい唇が動き、ハスキーな声が発せられた。

「こんなエリアで乱入してくるから誰だれかと思ったら、お隣となりのチョコちゃんじゃない」

　緊きん張ちようを押し殺し、志シ帆ホ子コは毅き然ぜんと言い返した。

「あいにくですが、わたくしの本ほん拠きよ地ちはもう世せ田た谷がや第四じゃありませんわ」

「アラ、引っ越しちゃったの？」

「違います！」

　大きく息を吸い、胸を張って名乗る。

「わたくし、いまは、ネガ・ネビュラス所属のショコラ・パペッターなのですわ！」

　途と端たん。

　マゼンタの唇くちびるに浮かぶ笑みが、いくぶん薄うすれた。

　顔を覆おおう、フィルム様の光沢を持つ装甲の奥から、鋭するどい視線が放たれる。

「……ふうん。ワザワザ、レギオン移い籍せきの挨あい拶さつに来てくれたってワケ？」

「正しくは移籍じゃありませんわ。プチ・パケは解散して、わたくしとミンミンとプリコは、全員ネガ・ネビュラスに加入したのですわ！」

　志帆子がそう告げると、マゼンタの微笑は完全に消え去る。その理由が、怒おこったからなのか、呆あきれたからなのか、あるいは志帆子の喋しやべり方にイラッときたからなのかは解わからない。

　この「ですわ」口調は、別にキャラ作りでも心理戦でもない。いつの頃ころからか、ショコラ・パペッターでいる時は、どうしてもこんなふうにしか喋れなくなってしまったのだ。正確には、この口調が染しみついてから、加速世界で自然に振る舞い、戦えるようになった──と言うべきか。

　聖サト実ミや結ユ芽メには時々からかいのネタにされたりもしているが、志帆子はこの自分も案外嫌きらいではない。少なくとも、現実世界にいる時よりもずっと自由に、言いたいことを臆おくさず言えるのだから。

　そう──言うのだ。今日、このエリアに来た理由……マゼンタ・シザーに乱入した理由を。

　志帆子はお腹なかに力を入れ、口を開こうとした。だが一いつ瞬しゆん早く、マゼンタがいっそうクールな声を発した。

「つまり、警告しに来たワケ？　あんたたち三人はもう黒のレギオンのメンバーなんだから、手を出したらタダじゃ済まないって？」

「は……？」

　思わず絶句してから、両りよう拳こぶしを握にぎり締しめ、全身で否定の意を表す。

「ち……違いますわ、ぜんぜん！」

「なら、お礼参りか何か？　ＩＳＳキットのコトで、ワタシに仕返しに来たの？」

「ま……ますます違いますわ、違いまくりですわ！」

　ボンネット帽がすっ飛びそうな勢いでかぶりを振ると、志帆子は叫んだ。

「それは確かに、あなたがミンミンとプリコにＩＳＳキットを強引に寄生させたこと、そしてわたくしたちのお友達のクルちゃんを狩ろうとしたことは、そう簡単には忘れられませんわ。ですが……わたくしは、シルバー・クロウから聞きました。ＩＳＳキット本体を破は壊かいするための戦いで、最後はあなたもクロウ君たちに力を貸してくれたって……」

　それを聞いたマゼンタが、唇くちびるを不愉快そうに曲げる。

「なんだか、話がオオゲサになってるわね。アレはクロウに協力したんじゃなくて、ワタシの仲間を守ろうとしたダケよ」

「なら、それでもいいですわ。仲間を守りたいっていう気持ちがあるのなら……それは、あなたもわたくしたちと同じ、バーストリンカーだっていうことですから」

　志シ帆ホ子コがそこまで口にした、その瞬しゆん間かん。

　マゼンタ・シザーの足あし許もとで、水面が爆ばく発はつしたかのように白い飛沫しぶきを散らした。

　強きよう烈れつな踏ふみ込みから、マゼンタが一気に距きよ離りを詰める。刃物のように鋭えい利りな手刀が、水煙を切り裂さきながら喉のど元もとに迫せまる。

「っ…………！」

　歯を食い縛しばり、志帆子は身を沈めながら上体を捻ひねった。マゼンタの左の貫ぬき手てが、チッと音を立てて首を掠かすめ、後ろに抜ける。体力ゲージが微減し、いったん距離を取りたくなるが、このステージで迂う闊かつな逃げは禁物だ。

　マゼンタの左腕を両手で摑つかみ、水中の両足をしっかり踏ん張りながら、一本背負いの要領で後方に放ほうり投げる。長身のデュエルアバターは背中から水面に叩たたき付けられる──はずだったが、空中で器用に宙返りすると、見事な着地を決める。

　ここでようやく後ろに下がった志帆子は、マゼンタをびしっと指差して叫んだ。

「いきなり危ないじゃない……ですわ！」

　振り向いたマゼンタは、幸い追つい撃げきしてくることはなかったが、尚もあからさまな敵意を滲にじませつつ答えた。

「対戦なんだから、危ないのはアタリマエよね。ソレより、さっき、よく踏み留とどまって避さけたじゃない。少しダケ驚おどろいたわ」

「……わたくし、無制限フィールドでの引きこもり歴長いんですのよ。対戦経験が少なくても、各ステージの攻略法はそこそこ暗記してますわ」

　言いながら、水面下の足場を確かめる。《水域》ステージを覆おおう水はたかだか十センチだが、接近戦ではこの微妙な水深がくせ者なのだ。足だけが水に沈んでいることをつい忘れてしまい、迂う闊かつに跳んだり走ったりしようとすると高確率ですっ転ぶ。動く時はまず重心を落とし、足場をしっかり確かめてから……というコツを、志帆子は聖サト実ミたちやクルちゃんとの鬼ごっこやら影踏みやらを通して体得した。

　いっぽうマゼンタ・シザーも、さすがはレベル６だけあって、そこそこレアなこのステージに慣れているようだ。先刻の貫手や宙返りの鋭するどさも含めて、ＩＳＳキットなしでも相当な猛も者さと言うべきだろう。

　だからこそ。志シ帆ホ子コは、ここでただ負けるわけにはいかないのだ。

「……マゼンタさん。こっちから乱入した以上、戦いを避さけるつもりはありません。ただ……そのあとで、わたくしの話を聞いて欲しいのですわ」

　そう言葉を投げ掛けると、マゼンタは再び唇くちびるに薄うすい笑みを浮かべた。

「なら、ワタシに倒たおされないよう頑張らないとね。この対戦が終わったら、即座にグローバル接続を切るツモリだから」

「──ええ」

　頷うなずき、毅き然ぜんとした声で付け加える。

「あなたも、簡単に退場しないで下さいませ……ね！」

　言い終わると同時に、思い切り水の下の地面を蹴ける。爪つま先さきを水面に滑すべらせながら、ひと息で距きよ離りを詰める。

　ショコラ・パペッターの装甲は、基本的にチョコレートっぽいのは見た目だけで、日差しで溶けたり衝しよう撃げきで割れたりはしないが、それでも幾いくらかチョコ準じゆん拠きよな性質を備えている。最大の特徴は舐なめると甘いことだが、耐熱性は低めないっぽうで水を弾はじいたりもする。その撥はつ水すい性せいのおかげで、水域ステージでは、水の抵抗をある程度減殺できるのだ。

　ダッシュでマゼンタに肉にく迫はくした志帆子は、すぱっと水を切り裂さきながら、左ミドルキックテツサイを繰くり出した。

　マゼンタが、さすがの反応で右腕を折り畳たたむ。そのガードの上から、構わずに足の甲を叩たたき付ける。ガァーン！　と派手な衝撃音が響ひびき、マゼンタがわずかにバランスを崩くずす。

「──シッ！」

　よろめきながらも、鋭するどい呼気とともに繰くり出してくる反撃の左フックを、身を沈めて躱かわす。そのままマゼンタの懐ふところに密着し、両手で相手の首を押さえながら、左ひだり膝ひざをボディに突き刺す。一撃、二撃──更さらに三撃！

　マゼンタのリボン装甲は、打撃への耐性はさほど高くないのか、膝蹴りテイーカウ三連撃で体力ゲージが一割以上も減少した。

「くっ……」

　マゼンタも負けじと左右のパンチを打ってくるが、リーチが長いぶん、密着状態では動きがぎこちなくなる。しかも上からの打撃は志帆子の大きな帽子に阻はばまれ、なかなか顔まで届かない。

　首相撲モエパンから脱出するには、相手の腕の内側から両手で外すか、ひたすら横に回りまくるのが定石だ。しかしマゼンタにそこまでの知識はないらしい。密着したまま打撃で削れるだけ削り、主導権を取る。

　マゼンタの体を崩しながら、四度目の膝蹴りを打ち込もうとした、その時。

　ひやっとする戦せん慄りつが、志帆子の下腹部を撫なでた。

　反射的に両手のホールドを解き、相手の肩を押して距きよ離りを作る。生まれた間かん隙げきを、下から上に、銀色の閃せん光こうが走る。

　氷のような冷たさが下腹から胸へと駆け抜け、真しん紅くのダメージ・エフェクトがそれを追いかける。自分の体力ゲージが五パーセント減少するのを視界の端はしで確認しながら、志シ帆ホ子コは更さらに大きく飛び退しさった。

　マゼンタ・シザーが高く伸ばしたままの右手には、大型のナイフが握にぎられている。右腰から外しざま鋭するどく振り抜かれた刃の先せん端たんが、志帆子の装甲を苦もなく切り裂さいたのだ。

　聖サト実ミとスパーリングする時のように、無手の格かく闘とう戦せんしか頭になくなっていたことを反省しながら、志帆子は無言で身構えた。

　しかしマゼンタは、ゆっくりと右手のナイフを下ろすと、微笑とともに言葉を掛けてきた。

「……チョット驚おどろいたわ。遠えん隔かく型がたかと思ってたら、意外と格闘戦慣れしてるのね。ドコで練習したの？」

「ミンミン……ミント・ミトンが、現実あつち側で格闘技の道場に通ってるんですわ。彼女は、わたくしの一・三倍は強いですわよ」

　途端、近くの建物の上から「数字が微妙すぎるぞー！」というような声が降ってきたが無視しておく。マゼンタも反応せず、志帆子を見たまま軽く頷うなずく。

「ナルホドね。リアルの時間を費やして学んだ技術ってワケか……。ソレは、甘く見ちゃ失礼だわね」

　左手で左腰のナイフも外すと、二本の武器を高速で回転させてからびしっと構える。

　ぱっと見はナイフ二刀流のようだが実は違う。あれらは二つで一つの強化外装であり、合体することでアバターネームの由来となっている《ハサミ》を作り出すのだ。そしてそこからが、マゼンタ・シザーの真しん骨こつ頂ちよう──。

　しかしマゼンタは、二本のナイフを交差させようとはせず、言葉を続けた。

「ワタシはコレを使うから、アナタも召しよう喚かんしていいわよ、チョコちゃん。例の、美味おいしそうなお人形サンを」

「……あいにく、まだ必殺技ゲージが足りませんわ」

　そう答えたが、実際には《チョペット》一体を呼び出すのにギリギリ足りるだけのゲージは溜たまっている。しかし、残念ながらいますぐには召喚できない。

　志帆子が、水域ステージと気付いた瞬しゆん間かんに「やば」と呟つぶやいた理由。

　それは、チョペット召喚の前提となる必殺技《カカオ・ファウンテン》が、水面上では使えないからだ。つまり、チョペットを呼び出すためには乾いた場所に移動する必要があるのだが、このステージの大部分は水に覆おおわれている。しかも、建物はコンクリートの骨組みばかりで、カカオ池を作れるだけのスペースがない。

　志帆子のそんな事情に気付いているのかいないのか──マゼンタは薄うすい笑みを保ったまま、

「なら、もう少しゲージを溜ためてあげる」

　と囁ささやくと、両手のナイフを凶きよう悪あくに輝かがやかせながら一歩前に踏ふみ出した。

　その時だった。

　駅前広場を満たす水に、風によるものではない波紋が生まれた。およそ一秒に一回の規則的なペースで、水面がかすかに乱れる。耳を澄すませれば、ばしゃん、ばしゃんという派手な水音も聞こえる。

「…………アラ……」

　と呟つぶやき、マゼンタがナイフを下ろしながら後退した。注意深く身構えたまま、志シ帆ホ子コもちらりと音の聞こえてくるほうを見やった。

　駅前広場に接する道路、いや水路上を、南側からゆっくりと近づいてくるシルエットがある。まだかなりの距きよ離りがあるのに、走るだけで水面が揺ゆれる理由は、影が途と轍てつもなく巨大だからだ。予備知識がなければ、通常対戦フィールドに存在するはずのないエネミーだと勘かん違ちがいしたかもしれない。

　高さ、二メートル五十センチ。横幅、一メートル五十センチ。深緑色の装甲に包まれた体たい軀くは、完全なる卵形。

　短く太い両足で、派手に水みず飛沫しぶきを巻き上げながら走ってくるのは、マゼンタのパートナーであるアボカド・アボイダに間違いない。

　……いよいよ厳しくなってきたか。

　と胸の奥で呟きながら、かつてアボカドに文字通り食べられそうになった経験を持つ志帆子はじわじわと後退した。

　数秒後、広場に駆け込んできたアボカドは、マゼンタの隣となりで立ち止まるや、ごろごろと低音が強調された大声を出した。

「ごめん、マゼンタ！　おれ、遅おそくなった！」

「別にいいわよ、アボ。あんたのトコは、エリアの南側だし……どうせこの対戦は、ワタシが一人でやるつもりだったから」

　リング状になったナイフの握にぎり──正確にはハサミの指穴──を指先に引っかけ、くるくると回転させながらマゼンタが答えると、アボカドは体ごとかぶりを振る。

「いやだ！　おれも……おれも、一いつ緒しよに戦う！」

「アラ、そう？　でも、相手はレベル５一人よ？　さすがに５と６のコンビで攻こう撃げきするのは、弱い者イジメじゃないかしら」

　──気遣い無用ですわ！

　と、志帆子は叫ぼうとした。だが「きづ」まで口にしたところで、アボカドの大声に搔かき消されてしまう。

「……なら、おれが、ショコと一人で戦う！」

　そう言い切るや、卵形ボディの上のほうに存在する小さなアイレンズを黄色く光らせ、ずしんと一歩前に出る。

　マゼンタは、参ったわね、というように肩をすくめると、志シ帆ホ子コに声を掛けてきた。

「チョコちゃん、悪いんだケド、アボの相手をしてやってくれないかしら。この子、アナタと再戦するの、けっこう楽しみにしてたみたいなのよね」

「…………か、構いませんわ」

　と答えはしたが、内心では「うへぇですわ」と思わざるを得ない。

　チョペットさえ召しよう喚かんできればという条件がつくが、実はショコラ・パペッターはマゼンタ・シザーとの相性は悪くない。なぜならチョコレート製の人形であるチョペットは、マゼンタの刃物攻こう撃げきをほぼ完全に無効化できるからだ。

　しかし、アボカド・アボイダとの相性は最悪と言っていい。アボカドの軟質装甲もほとんどの物理攻撃を無効化してしまううえに、大きな口は《かじりつき攻撃》が弱点のチョペットを丸まる吞のみできるほどのサイズなのだ。打撃の手数で軟質装甲を吹き飛ばし、中身のアバター素体を引っ張り出すくらいしか戦う方法は思いつけない。そもそも、チョペットを召喚するための地面も周囲にはない。

　だが、ここで負けてしまったら、マゼンタと話すという主目的を達せられなくなる。

　レベル的にも、ステージや対戦相手との相性的にも、厳しい状況であることは間違いない。だがその不利を跳ね返し、勇戦せねば──仮に勝利はできずとも、マゼンタを納なつ得とくさせられるだけの決意を示さねばならないのだ。ネガ・ネビュラスの一員として。加速世界を愛する一人のバーストリンカーとして。

「さあ……来なさい、アボカド・アボイダ!!」

　ムエタイ式のアップライトな構えを取りながら、志帆子は叫んだ。

　それに反応し、短い両腕を振り上げながら、アボカドも叫び返してきた。

「おれ……前の時は、ショコ食べようとした！　でも、今日は……ちゃんと勝つ!!」

　うおおおお、と雄お叫たけびを上げ、真まっ直すぐ突っ込んでくる。超重量級のアバターが地面を踏ふむたびに、噴水の如ごとく水柱が立ち上る。

　刹せつ那な──。

　志帆子の脳裏で、音を立てて断片的な思考がひとつの形に組み上げられた。

　十日ほど前の、シルバー・クロウとの対戦。彼はステージの地形を三次元的に把は握あくしていて、思いも寄らぬ方法で志帆子を倒たおした。もちろんショコラ・パペッターに飛行能力はないが──同じことはできるはずだ。

　そのためにはまず、アボカドを体力ゲージ量で上回らねばならない。

　猛もう然ぜんと突っ込んでくる卵形の巨体を、志帆子はその場で待ち受けた。

「でゅわああ──ッ！」

　叫び声とともに、アボカドが両手を広げてジャンプする。分厚い装甲に守られた重量級の体で敵を押し潰つぶすのが、彼の基本戦術なのだろう。単純だが、カウンターの取りにくい攻こう撃げきだ。しかし序じよ盤ばんから逃げ回っていては、貴重な時間がなくなってしまう。

「うりゃっ！」

　気合い一発、アボカドの真下にスライディングを敢行。水面を滑すべるようにして、ぎりぎりのタイミングで落下してくる巨体をくぐり抜け、後方へと抜ける。

　ばっしゃああぁーん！　と盛大な水音が響ひびき、大量の飛沫しぶきが噴き上がる。水滴を浴びながら振り向き、立ち上がろうとしているアボカドに飛びかかる。

　絶好の反撃チャンスだが、闇やみ雲くもに殴なぐったり蹴けったりしても軟質装甲に吸収されてダメージは与えられない。両手両足も短いうえに頑丈そうで、関節技を仕掛けても無む駄だだろう。

　狙ねらい澄すました、渾こん身しんの一撃。それを、装甲の奥のアバター素体に命中させる。

　以前に目撃したアボカドの《本体》は、直径わずか五十センチ。それが、直径百五十センチのボディの中央に埋うまっている。つまり本体にダメージを与えるには、五十センチもの装甲を貫つらぬかねばならない。

　志シ帆ホ子コの師し匠しようである聖サト実ミが通っているジムはいわゆる総合格闘技ＭＭＡ系だが、打撃はムエタイの技術が基本になっている。当然志帆子もそれを教わったのだが、どうにか実戦で使うお許しが出たのは左のミドルキックと左ジャブ、右ストレートだけだ。しかし、無制限中立フィールドでの無限に等しい時間の中で、無限に等しい回数繰くり返した技には、ささやかな自負がある。前回のシルバー・クロウ戦でも、地上での格かく闘とう戦せんだけならば、主導権を取ったと思えた瞬しゆん間かんもあったのだ。

　聖実から伝えられた、右ストレート・パンチのコツ。

　左足をどかっと踏ふみ込み、右カカトをぐいっと捻ひねり、右腰をぐりっと回し、回転力と体重をばしっと乗せて──右肩から大砲を発射するつもりで一直線にずばーんと打つべし!!

　擬ぎ態たい語ご多すぎな教えを忠実に守って志帆子が繰り出した右ストレートは、立ち上がりかけていたアボカドの背中に深々と突き刺さった。

　一次発はつ酵こうさせたパン生地のような粘りと弾力のある軟質装甲が拳こぶしを搦からめ捕り、押し戻そうとする。だがショコラ・パペッターの、テフロンコーティングされたような高こう平へい滑かつ装甲と小さな拳は軟体を穿うがち、貫き、アバター素体まで届いた。

　殴ったというより押したくらいの手て応ごたえだったが、アボカドの種、ではなく本体は防御力がゼロに等しいらしく、体力ゲージが一割以上も減少した。腕を引き抜くとすぐに傷は埋まってしまうので、追撃は諦あきらめて距きよ離りを取る。

「これで逆転しましたわよ、アボカドさん！」

　挑発に見せかけた台詞せりふで彼ひ我がのゲージ状況を意識させておいて、さっと身を翻ひるがえす。走る先は、広場に隣りん接せつした駅ビル。後ろから、

「おれ……負けない……!!」

　という声とともに、立ち上がったアボカドが猛もう然ぜんと追つい随ずいしてくる。

　フレームだけの建物だが、記き憶おくにあるとおり階段は存在した。コンクリート剝むき出しの階段に飛び込み、最上階を目指す。アボカドも、ビル全体を震ふるわせながら駆け上る。

　屋上は、格こう子し状じように隙すき間まのある平面になっていた。ずっと離はなれた端はしっこに、聖サト実ミと結ユ芽メの姿がある。声援を送ってくる二人にガッツポーズで応こたえ、格子の上を広場方向にダッシュする。

「ショコ、逃がさない……!!」

　階段から姿を現したアボカドも、唸うなり声を響ひびかせながら遮しや二に無む二に追ってくる。二、三度足を踏ふみ外したが、格子の隙間よりも自分のほうが大きいので落下には至らず、半ば転がるように志シ帆ホ子コに迫せまる。

　駅ビル屋上の高さは約十五メートル。下は水面とはいえ浅いので、ショコラ・パペッターが落下すればノーダメージでは済むまい。いっぽうアボカドは、たとえ落ちても分厚い軟質装甲のおかげで無傷だろう。だからこそ彼は、躊躇ためらわずに追ってきたのだ。

「……来なさい、アボカド・アボイダ!!」

　屋上の北の端、幅三十センチ程度のフレームの上に立ち、志帆子は前に伸ばした左手の指をくいくいと動かした。

「おれ……勝つ!!」

　シンプルな宣言とともに、アボカドが両手を広げてダッシュする。志帆子を摑つかまえて一いつ緒しよに落っこちようという作戦だろう。今回は真下をすり抜ける隙間はないし、両腕を足すと横幅が三メートル近いので、直前で左右に回かい避ひするのも難しい。

　しかし志帆子は、今回も落ち着いてアボカドを待ち構えた。

　卵形の巨体が視界いっぱいに迫る。聖実と結芽の「よけてーっ！」という声が聞こえる。

　でもまだ……まだ引きつける。志帆子は回避できず、アボカドももう止まれない間合いにまで近づいた、その瞬しゆん間かん。

「ここっ……！」

　狙ねらい澄すましたタイミングで、後ろに跳ぶ。

　当然、そこに足場はない。志帆子の体は音もなく落下し始める。このまま地面に激突すれば大ダメージは免まぬがれないが、目の前を通り過ぎるフレームの縁に両手を引っかけ、反動を利用して両足を前に振り出すと、逆上がりの要領で格子の隙間から体を持ち上げる。

　ちょうど両足の先に、アボカドの背中があった。爪つま先さきで思い切り押すと、重量級アバターは屋上から飛び出し、

「おれ、落ちる！」

　と律りち儀ぎに予告してから、志帆子の視界から姿を消す。

　再びフレームの上によじ登った志帆子は、落下するアボカドを凝ぎよう視しした。

　一秒後、巨体が広場の水面に激突し、途と轍てつもない規模の水みず飛沫しぶきが巻き上がった。軟質装甲が平たく潰つぶれるが、予想したとおり衝しよう撃げきの大部分を吸収したらしく、アボカドにダメージはほとんどない。

　しかし、この状況──この瞬しゆん間かんこそが、志シ帆ホ子コの狙ねらったものだった。

　アボカド落下の衝撃で水が押しのけられ、タイル敷じきの地面が直径十メートル以上も露ろ出しゆつしている。もちろんすぐに再び覆おおわれてしまうだろうが、数秒あれば充分だ。

　右手を高々と掲かかげ、人差し指を《乾いた地面》に向けながら、志帆子は叫んだ。

「──《カカオ・ファウンテン》!!」

　アボカドのすぐそばに、艶つややかな焦こげ茶ちや色いろの泉が湧わき上がる。今度は指を跳ね上げさせ、もう一度叫ぶ。

「からの……《パペット・メイク》!!」

　泉が瞬時に縮小し、その中央からチョコレート製の人影が飛び出してくる。顔に花のような模様が光る自動人形に、志帆子は命令する。

「チョペット！　その場でひたすら回かい避ひですわ！」

　その時、ようやくアボカドが起き上がった。すぐ近くで身構えるチョペットに気付くや、両手を突き出し、巨大な口をがぱっと開いて叫ぶ。

「おれ……チョコ、食べる……！」

　打だ撃げき技わざしかできないチョペットは、アボカドにダメージを与えるすべを持たない。いっぽうアボカド・アボイダは、《内部が虚無ボイドで満たされている》という噂うわさの大口で、チョペットを丸かじりできる。

　ゆえに志帆子は回避に徹てつするようチョペットに命じたのだが、それも長くは続かないだろう。しかし、二十……いや十秒アボカドの注意を引きつけてくれれば、それで充分。

　高さ十五メートルの屋上から、チョペットを捕まえようとするアボカドを凝ぎよう視しする。

　いかに加速世界といえども正直怖い。こんなに高い場所から、自分の意志で飛び降りた経験はこれまで一度もない。しかし、この数倍の高さから落っことされたことならある。あの時、志帆子は学んだ。高所からの落下が生み出す膨ぼう大だいなエネルギーは、即死しかねないほど危険ないっぽうで、強力な武器にもなり得るのだということを。

　今度、シルバー・クロウに頼たのんで、上昇できる限界の高度まで連れていってもらおう。

　そんなことを考えながら、志帆子はコンクリートのフレームから身を躍おどらせた。

　両手で姿勢を制御しながら、爪つま先さきが鋭するどく尖とがった右足をまっすぐに伸ばす。眼下では、ついにアボカドがチョペットの捕獲に成功し、大口を開けてかぶりつこうとしている。

　広場の端はしから、これまで静観していたマゼンタ・シザーの声が鋭く響ひびいた。

「アボ、上!!」

　タッグなのだから、アドバイスは別にマナー違反ではない。しかし、もう遅おそい。

「あんが……？」

　アボカド・アボイダが、妙な声を出しながら空を仰あおごうとした。

　ほぼ同時に、志シ帆ホ子コの右足が、卵形アバターの頭頂部に突き刺さった。

　シルバー・クロウ渾こん身しんの《螺ら旋せん蹴げり》さえ防いでのけたアボカドの軟質装甲を、ショコラ・パペッターの細くて凹おう凸とつが少なく滑すべりのいい脚は深々と穿うがち、奥深くに隠かくされた本体に爪つま先さきを触ふれさせた。今度こそ確かなインパクトの感覚が訪れ、アボカドの体力ゲージが一気に二割も減った。

「い……いだ──っ!!」

　悲鳴を上げたアボカドが、チョペットを解放して頭に刺さる志帆子を摑つかもうとする。しかし、腕が短すぎて頭頂部まで届かない。いっぽう志帆子は、足を押し戻そうとする軟質装甲の蠕ぜん動どうに抗あらがって、爪先で本体をぐりぐり抉こじる。

「さあ、参ったするのですわ！　さもないと、もっと痛くしますわよ！」

　……《この口調でこの台詞せりふ》はなんだかヤだなあ。

　と思いながらも志帆子は叫んだ。いっぽうアボカドは、じたばた暴れつつも、意外に強情なところを見せる。

「い……いやだ！　おれ……もっと、もっとショコと戦う……！」

「──なら、仕方ありませんわ！」

　心を鬼にして、アボカドの本体を蹴り砕くだくべく、志帆子が全身に力を込めた──その時。

「アボ、そこまで!!」

　という大声が、広場に鋭するどく響ひびき渡った。

　声の主はマゼンタ・シザーだ。ナイフを両腰に戻した彼女は、腕組みをしたまま歩み寄ってくる。アボカドがぴたりと動きを止め、志帆子を頭に刺したまま項うな垂だれる。

「……おれの、負け……」

　そう宣言するとその場にばしゃんと座り込んでしまったので、志帆子は右足を引き抜いて、アボカドの頭から飛び降りた。

　対戦時間はまだ半分残っている。ようやく召しよう喚かんできた虎の子のチョペットと一いつ緒しよに後退し、近づくマゼンタを注視する。アボカドには何とか判定勝利したが、マゼンタはまだほぼ無傷だ。対戦はここからが本番──。

　と、思ったのだが。

　アボカドの隣となりで立ち止まったマゼンタは、まだ穴が開いたままの頭頂部付近をぽんと叩たたき、素そっ気けない口調ながら心の籠こもった声を掛けた。

「頑張ったわね、アボ。今回はチョコちゃんのほうが一枚上うわ手てだったケド、次はもっと上手うまく戦えるわ」

「次…………」

　呟つぶやいたアボカドが、座ったまま卵のお尻しりを支点にぐるりと振り向く。

「……ショコ、また、来る？」

「え……ええと……」

　思わず返事に詰まるが、小さなアイレンズでじーっと見詰められれば、無む下げにもできないという気がしてくる。咳せき払ばらいしてから、両腰に手を当てて答える。

「ま、まあ、気が向いたらまた来て差し上げてもいいですわ」

　するとアボカド・アボイダは、両手をぶんぶん振りながら大声を出した。

「やった！　おれ、次は、食べ……じゃなくて、勝つ!!」

　その様子を見て、ほんの一いつ瞬しゆんだけ透明な微笑を浮かべたマゼンタ・シザーは、それをすぐに挑発的なものに変えて志シ帆ホ子コを見た。

「さて……どうする、チョコちゃん？　ワタシとの対戦の続きをする？　それとも、アナタの話とやらをしてみる？」

　バーストリンカーとしては、そう問われたからには「もちろん対戦ですわ！」と答えるべき場面かもしれなかった。しかし、相手はまだまだ余力を残している。マゼンタが話を聞いてくれる気になったのなら、この機を活いかさねばならない。

「……では、わたくしの話を聞いてくださいませ」

　志帆子が答えると、どうぞ、とばかりにマゼンタが右手を広げた。

　一歩前に出て、大きく息を吸い込み──しかしそこで、志帆子の喉のどは、糊のり付づけされでもしたかのように塞ふさがってしまった。慌あわてて口を開こうとするが、小刻みに痙けい攣れんするだけでどうしても声が出せない。

　仮想世界のアバターに不ふ随ずい意い運動が起きるはずがない。萎い縮しゆくしているのは肉体ではなく魂たましいだ。そう、きっと、ショコラ・パペッターの居い丈たけ高だかな喋しやべり方は、志帆子自身の臆おく病びようさを隠かくすための仮面なのだ。

　志帆子は、他人を怒おこらせるのが大の苦手だ。学校では目立たないように息を殺し、トラブルになりそうな気配を感じたら即座に退く。誰だれの前でも上辺だけの愛あい想そ笑いを浮かべ、かちんと来ることがあっても絶対に態度には出さない。相手が実の親であってさえ、怒られないようにあれこれ先回りする癖くせがついている。聖サト実ミと結ユ芽メにだけは素の自分を解放しているつもりだが、それだってそんな気になっているだけかもしれない。

　デュエルアバター《ショコラ・パペッター》のリソースになっている心の傷は、幼い頃ころからのカカオアレルギーだと二人には説明しているし、自分も九割方はそう信じている。

　でも、もしかしたら。チョコレートの香りと質感、味を持つ装甲は、「私を嫌きらわないで」という気持ちの表れなのかもしれない。現実世界の志帆子がかぶり続けてきた愛想笑いの仮面が、加速世界でお菓子のアバターを作り出したのかもしれない。

　もしそうなのだとしたら、そのアバターに高たか飛び車しやで敵対的な仮面を被かぶらせることでようやく自由に振る舞えるようになったというのは大いなる皮肉だ。いや、それとも本当は、現実世界と同じように演技をしているだけなのだろうか。この世界でも、ずっと自分を殺し続けてきたのだろうか。《本当の自分》って、いったい何なのだろう……。

「……マゼンタさん」

　いつの間にかこわばりの消えた口を動かし、志シ帆ホ子コはかつての仇きゆう敵てきの名を呼んだ。

「わたくし……わたし、本当は、対戦とかあんまり好きじゃなかったの」

　マゼンタは、こちらをじっと見詰めている。見えないアイレンズから発せられる強い視線を受け止めながら、志帆子はいつしか現実世界の口調に戻っていることも自覚せずに言葉を続ける。

「現実から切り離はなされたこの世界で、友達と一いつ緒しよに、仲良く、楽しく過ごしていられればそれでいいって、ずっと思ってた。でも……ブレイン・バーストは対戦ゲームなんだから、戦いから永遠に逃げ続けてはいられないんだよね。この世界にいるために、戦わなきゃいけない時もきっとくる。それを気付かせてくれたのはマゼンタさんたちだったんだなって、最近になって思うんだ……」

「……ずいぶんと、甘っちょろい言い草ね」

　唇くちびるを歪ゆがめ、マゼンタが冷たい声を出す。

「アナタたちだって、レベル５になるタメに、何度も対戦してきたんでしょ？　その過程で、他のバーストリンカーからたくさんのポイントを奪うばった。ソレが悪いって言ってるんじゃナイのよ……さっき見せて貰もらったケド、アナタは強いし、頭もイイ。強い者が生き残る……ソレが加速世界だものね。──でも、アナタたちが踏ふみつけてきたバーストリンカーのコトを忘れて、仲良く楽しく、なんて言い草は冗じよう談だんじゃナイわ」

　マゼンタ・シザーの言葉に含まれる怒いかりは、志帆子の心を切り裂さき、強い痛みをもたらした。しかし、人間と人間が本音をぶつけあえば、そこに怒りが……痛みが生まれるのは当たり前だ。それを避さけていては、気持ちなど伝わらないのだ。

「そう、だよね。わたしはいままで、自分たちのことしか考えてこなかった。自分たちだけが楽しく過ごしていられればそれでいいって思ってた。けど、マゼンタさんたちや、クロウくんたちと出会って解わかったんだ。わたしに戦うための力が与えられていて、戦うべき時が来たなら、戦わなきゃいけないんだって。バーストリンカーでいるために……守りたいものを守るために。その気持ちは……マゼンタさんも、同じでしょう？」

　志帆子が問いかけた途と端たん、マゼンタの口くち許もとがぎりっと引き結ばれた。

　爪つめの尖とがった右手が持ち上げられ、リボン装甲に覆おおわれた胸の中央を摑つかむような仕草をする。かつて漆しつ黒こくの眼球が寄生していた、その場所を。

「…………このイビツな世界に、守りたいモノなんか、一つもナイわよ。壊こわしたいモノなら、数え切れないほどあるケド」

　凍こおり付くような声で、マゼンタは吐はき捨てた。

　同じように胸に手を当てながら、志シ帆ホ子コは叫んだ。

「噓うそ！　少なくとも、アボカドさんのことは守りたいと思ってるはずだよ！　だからあなたは力を求めたんでしょ!?」

「知ったようなコトを……！　そんな可愛かわいらしいアバターと、強力なアビリティを与えられたアナタに、何が解わかるの!!」

「解るよ！　わたしもミンミンとプリコが大好きだもん！　その気持ちは、あなたの中にも絶対にあるはずだよ!!」

「ソレ以上下らないコトを言うつもりなら……！」

　マゼンタの左手が閃ひらめき、ナイフのグリップを摑つかんだ。

　だがその瞬しゆん間かん、アボカド・アボイダが、巨大な口から途と轍てつもない大声を轟とどろかせた。

「おれ……マゼンタが、好き!!」

　小さなアイレンズから、驚おどろくほど大きな涙の粒をぽろぽろ零こぼしながら、卵形のデュエルアバターは尚も叫ぶ。

「ショコも好き……クロウも好き……だから戦いたい！　もっともっと戦って、強くなって、仲良くなりたい!!」

「…………アボ…………」

　押し殺した声でパートナーの名前を呼んだマゼンタ・シザーの体から、少しずつ力が抜けていった。ナイフから離はなれた左手で、アボカドの装甲をそっと撫なでる。顔を上げ、志帆子を見ると、怒いかりの色が薄うすれた声で問いかけてくる。

「…………ショコラ・パペッター。アナタは……ワタシたちに、何を求めているの」

　胸に当てたままの左手に右手も重ね、志帆子は言った。

「────わたしたちと……ネガ・ネビュラスと一いつ緒しよに、加速研究会と戦ってほしい」
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「カラス野郎……いや、シルバー・クロウ!!」

　大型アメリカン・バイクに跨またがる髑どく髏ろ頭あたまのライダーが、拳こぶしを握にぎった左手をびしっと伸ばして叫んだ。

「今日こそ、俺様たちの戦いをジ・エンドにしてやるぜ!!」

「望むところです、アッシュさん……いえ、アッシュ・ローラー!!」

　マフラーから排気炎を迸ほとばしらせて突進してくるバイクを待ち受けながら、ハルユキも右の拳を突き出して叫んだ。

「決着をつけましょう……一学期の終わりの、この日に!!」

　二〇四七年七月二十日土曜日、午前七時五十分。

　杉すぎ並なみ第三エリアを南北に貫つらぬく環状七号線では、今日も恒例の《アシュクロ戦》が行われている。

　午後にはプロミネンスとのレギオン合併会議、夕方からはいよいよ港みなと区第三エリアに遠征し、オシラトリ・ユニヴァースとの決戦という重要な一日だ。この日くらいはアッシュ・ローラーとの定期戦をお休みしてエネルギーを溜ためておくべきか──とも思ったが、領土攻こう撃げきを万が一にもオシラトリ側に悟られてはならない。《いつもと違うこと》は避さけるべきだと考え直し、ハルユキはアッシュからの乱入を受けた。

　いざ対戦が始まってしまえば時間はあっという間に過ぎ、残り五分、残り体力は双そう方ほう揃そろえたように一割という状況である。数秒後の交こう錯さくで大ダメージを与えたほうが勝者だ。

　とはいえ、必殺技ゲージは二人とも使い果たしているので、通常技しか使えない。こうなると、《Ｖツイン拳けん》という自力開発の特とく殊しゆ技わざを持っているアッシュのほうが有利だ。

「いっくぜええええ────ッ!!」

　世紀末ステージのひび割れた幹線道を爆ばく走そうしながら、アッシュが吼ほえた。

「超！　必殺！　マックスＶツイン拳ンンンンン[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!!」

　トゥオッ！　という掛け声とともにジャンプし、バイクの上に直立する。右足をスロットル、左足をタンデムシートに置いて、サーファーのように鉄馬を操る。

　ハルユキとの距きよ離りが約三十メートルにまで縮まったところで、爪つま先さきを器用に操ってフロントブレーキを一いつ瞬しゆんフルロック。同時に後輪をパワースライドさせ、バイクを高速で横回転させる。路面に螺ら旋せん状じようの炎を刻みつけながら、巨大な運動エネルギーの塊かたまりとなって襲おそいかかってくる。

　二重に回転するタイヤに触ふれた瞬間、ハルユキの残り少ない体力ゲージは確実に消し飛ぶ。前にこの大技を仕掛けられた時は、真上へのジャンプで回かい避ひしようとしたのだが、アッシュは回転状態からバイクごと倒とう立りつする《ジャックナイフ・ギロチン》という荒技で対応してきた。その時は後輪で腹を削けずられてゲージを一割以上持っていかれたので、同じ避よけ方はできない。といって左右に回かい避ひしようとしても、バイクは楽々追従してくるだろう。

「おーっ、こりゃあ決まったかぁ!?」

「飛べねーカラスはただのカラスだな!!」

「ただのカラスは飛べるんじゃね？」

　路ろ傍ぼうの建物から降ってくるギャラリーたちの声を聞きながら、ハルユキは懸けん命めいに考える。

　前はもちろんダメ。上下もダメで左右もダメ。ならば残された方向は後ろしかない。しかし残り時間いっぱい逃げ回ってドローを狙ねらうというのは、一学期最後のアシュクロ戦に相応ふさわしい結末とは言えまい。

　いや、逃げることばかり考えるから手詰まりになるのだ。ピンチの時こそ踏ふみ留とどまって前へ。黒クロ雪ユキ姫ヒメや楓フウ子コならそうするはずだ。

「────行けッ!!」

　炎の独楽こまと化して突っ込んでくるバイクをしかと見据え、ハルユキは地面を蹴けった。前でも上でも横でも後ろでもなく、斜め右前へ。

「無む駄だ無駄ムドゥアア────ッ!!」

　アッシュが突進の軌道を修正する。左回転しながら左ひだり旋せん回かいし、ハルユキを跳ね飛ばそうと迫せまる。

「くおおおおおっ……」

　飛び散る火花が装甲に弾はじける感覚を味わいながら、ハルユキは全力で走る。バイクの回転に合わせて左へ、左へ。必殺技ゲージがないので飛行はできないが、広げた翼つばさを舵かじ代わりにして、円を描いて走る、走る。

「ぬおおおおっ……テラ・パワアアアアッ……！」

　アッシュがスロットルを全開にするとＶツインエンジンが吼ほえ猛たけり、バイクは回転の速度を増した。その周囲を、ハルユキはかつてないスピードでダッシュし続ける。

　──速く……もっと速く……!!

　念じるほどにシルバー・クロウの走行速度は上昇し、白熱した両足の装甲からは光の粒子が飛び散る。やがてそれは半径七メートルの白い円となり、バイクの後輪から噴き出す赤い炎と二重の輪を作り出す。

　……そういえば、普通の対戦で、こんなに真剣に走るのは久しぶりかもしれない。

　決着の瞬しゆん間かんを間近に予感しながらも、ハルユキはふと考えた。

　ここしばらくは飛ぶ時のスピードばかりを気にして、対戦の基本である地上での移動を意識しなくなっていた。しかし、いつのまにか、シルバー・クロウはこんなにも速く走れるようになっていたのだ。

　更さらなるスピードを、システムの力を借りて追い求めるのは終わりにしよう。これからは、自分の心の中に……デュエルアバターの素体の中に、それを探せばいい。

「お……おおおおおおお──────ッ!!」

　雄お叫たけびを上げながら、ハルユキは走る速さをもう一段引き上げた。

　シルバー・クロウの走行スピードが、アッシュ・ローラーの回転スピードを凌りよう駕がしたその瞬しゆん間かん、巨大な力を受け止め続けていたバイクのフロントフォークが真っ二つに折れた。

　エンジンが地面に激突し、直後、大だい爆ばく発はつ。

　爆炎に押し上げられ、夜空めがけて一直線に上昇しながら、アッシュ・ローラーが叫んだ。

「俺様たちの戦いは!!　エターナルこれからだぜェ────ッ!!」

　そして、まるで花火のように豪勢なパーティクルを散らして爆散した。




　対戦を終え、環状七号線を横切る歩道橋の上で覚かく醒せいしたハルユキは、アッシュ・ローラーの《リアル》が乗っているであろうバスを待つためにその場に留とどまった。

　数十秒後、南から走ってきたＥＶバスが眼下右側の停留所に止まり、数人の客を乗せてから静かに発車する。歩道橋をくぐるバスを見送るべく振り向きかけたが、バスが去った後の停留所に残っている人影に気付き、慌あわてて身を翻ひるがえす。

　ハルユキに向けて手を振っているのは、半はん袖そでブラウスの袖口にスカートと同じチェック柄が入った制服姿の女の子だった。ややくせ毛気味なショートヘアを見るまでもなく、つい数分前まで戦っていた世紀末ライダーの妹、日クサ下カ部ベ綸リンであると解わかる。

　歩道橋を降りようとするハルユキを両手で押し留め、階段を駆け上ってきた綸は、輝かがやくような笑みを浮かべてぴょこんと頭を下げた。

「おはようございます、有アリ田タさん」

「おはよう、日下部さん」

　ハルユキも挨あい拶さつを返してから、軽く首を傾ける。

「今日は、どうしたの？」

「はい……あの、えっと……」

　口ごもりながら時間を確かめた綸は、すまなそうな表情で言った。

「登校前に申し訳……ありません、ちょっと、お話……いいでしょうか」

「う、うん、もちろん」

　と答え、急いで周囲を見回す。歩道橋上は、さほど多くはないが通行人もいるので、内密な話をするのには相応ふさわしくない──と思ったのだが。

「すみません……十分後のバスに乗らなくてはならないので、ここで……」

　と細い声で言うと、綸はスクールバッグの中から小さな円えん盤ばん状じようの物体を取り出した。何ぞやとしばし注視してから、ようやくそれがコードリール式のＸＳＢケーブルであると気付く。

「えっ、でも、その……」

　とハルユキがもごもご言っているあいだに、綸リンはリールから小さなプラグを引っ張り出すと、それを自分のニューロリンカーに挿そう入にゆうした。もう一つのプラグを、顔を赤くしながらハルユキに差し出す。

　パブリックスペースで直結している男女は付き合っている、直結ケーブルが短いほど親密な仲である──といった俗習は、最新モデルのニューロリンカーでばりばり仕事をする系の大人たちの間では《意識が低い》などと言われることも多くなってきたようだが、少なくとも中高生カルチャーではまだまだ現役である。しかし、最長一メートルから最短五センチにまで可変するコードリール式の場合はどうなるのだろう……などと考えながら、ハルユキは受け取ったプラグをニューロリンカーに繫つないだ。

　直結警告が消えるや否いなや、頭の中心に綸の思考音声が響ひびく。

『あの、こんな場所で……すみません。大切なお話が、あったものですから……』

『う、ううん、僕はぜんぜん……』

　気にしてないよ、と言うのもいかがなものかと思い、語尾をフェードアウトさせてしまう。すると綸は小さく微笑ほほえみ、少しばかり距きよ離りを詰めた。二人の間にぶらさがるパステルグリーンのコードリールが、夏の朝日を浴びてきらきらと光る。

『そ……それで、大切な話って？』

　今いま更さらのようにどぎまぎしながら訊たずねると、綸はじっとハルユキを見詰め、真剣さの増した声を響ひびかせた。

『実は……兄から、有アリ田タさんに、伝言が……あって……』

『で……伝言!?　アッシュさんから!?』

　危うく肉声で叫びそうになり、慌あわてて口を引き結んでから、脳裏で呟つぶやく。

『……さっきの対戦中に、直接言えばいいのに……』

『ギガ照れくさい……そうです』

『…………そ、そう……。──それで、伝言って……？』

　ハルユキが訊ねると、綸は右手でそっと首くび許もとのニューロリンカーを触さわった。

　メタリックグレーのシェルに稲妻形のクラックが走るそれは、彼女本来の持ち物ではない。バイクレースで事故に遭あい、渋しぶ谷や区の病院で二年間も眠り続けている綸の実兄、日下部輪リン太タのものだ。

　いかなるロジックによってか、綸は兄のニューロリンカーを装着している時だけ、バーストリンカー《アッシュ・ローラー》として加速世界にダイブできる。加速中は兄・輪太が戦い、綸はそれをバイクのタンデムシートから見守っているような感覚らしいのだが、実際に輪太の魂たましいが病院から転送されているのか、あるいは輪太とは綸の第二の人格でしかないのか、そこは定かではない。

　ひとつだけ確かなのは、輪太アツシユは妹の綸を溺でき愛あいしていて、ハルユキが綸に近づきすぎても、あるいは遠ざけすぎても激げき怒どするということだ。今日の直結もアッシュはばっちり憶おぼえていて、次の対戦では間違いなく何か言われてしまうだろう。

　もっとも、ハルユキも綸リンも明日から夏休みで、火、木、土曜日のアシュクロ戦もしばらくはお休み──。

　とそこまで考えてから、ふと気付いて訊たずねる。

『あ……アッシュさんの伝言って、夏休み中のことかな？　曜日と時間を決めて、定期対戦を続けようとか？』

『いえ、そういうわけでは……あ、そうして頂ければ、私は嬉うれしい、ですけど……あっ、いえ、そうではなくて……』

　再び頰ほおをほんのり染めながらそんな思念を伝達してきた綸は、ふるっと頭を振ってから表情を戻した。

『──伝言は、今日の……領土戦について、なんです』

『…………!!』

　ハルユキは、思わず眼を見開く。

　アッシュ・ローラーは、前の日曜に行われた、緑のレギオンとの模も擬ぎ領土戦に参加していた。ゆえにネガ・ネビュラスの港みなと区第三エリア攻こう撃げきについても知っているわけだが、それにしても当日になっていったい何を伝えようというのか。

『あ……アッシュさんは、何て……？』

『えと……』

　一いつ瞬しゆん口ごもる、というか思念を滞とどこおらせてから、綸は更さらに五センチほど距きよ離りを詰めた。裾すそ出しタイプのブラウスが揺ゆれ、甘い香りが漂ただよう。

　当然どぎまぎせざるを得ないハルユキだが、そんな気持ちも次の言葉で吹き飛んだ。

『……あの、兄は、領土戦前のレギオン会議に参加させて欲しい、と……』

『えっ……!?』

『正確には、兄だけじゃなくて……ウーくんと、オリーくんも……』

『ええっ……!?』

　レギオン会議っていうのは、プロミネンスとの合併会議のことだよな……と仰のけ反りながら、アッシュ・ローラー、ブッシュ・ウータン、オリーブ・グラブの三人チーム、その名も《ラフバレー・ローラーズ》の勇姿を脳裏に思い浮かべる。

　今日は、お昼前に終業式が終わったら、ハルユキの自宅に楓フウ子コや謡ウタイ、ショコラたちも含めたレギオンメンバー全員が集まる予定だ。幸い、都大会を翌日に控えた剣道部も今日はミーティングだけだというので、タクムも一時ごろには合流できるらしい。

　みんなでお昼ご飯を食べたら、二時からはいよいよプロミネンスとのレギオン合併会議だ。プロミネンスの領土である中なか野の第一エリアと、ネガ・ネビュラスの領土である杉すぎ並なみ第一エリアの境界線近くに存在する大型商業施設、《中なか野のセントラルパーク》にグローバル接続を切った状態で移動し、モールの館内ローカルネットにのみ接続する。まずマッチングリストを確認し、事前に打ち合わせた双そう方ほうの出席メンバー以外のバーストリンカーが存在しないことを確かめてから、スカイ・レイカーとブラッド・レパードがスターターとなって対戦を開始し、他の会議出席者はギャラリーとしてダイブする予定だ。

　つまり、綸リンやウータンたちもモールに来て貰もらえば会議に参加することは可能だが、いまから出席予定者の追加を要求し、しかもそれがグレート・ウォールのメンバーとあっては、プロミネンス側に警戒心を抱いだかせてしまうのでは──。

　と、瞬しゆん時じにそこまで考えてから、ハルユキはふと気付いて綸に訊たずねた。

『あの、アッシュさんが参加したい会議っていうのは……？』

『えと……領土戦前の、ネガ・ネビュラスのミーティングのこと……です』

『そ、そっちかぁ……』

　ハルユキが肩の力を抜くと、綸は不思議そうな顔で瞬まばたきする。考えてみれば、昨日決まったばかりのレギオン合併を綸もアッシュも知っているはずがない。

『ごめんごめん、ちょっと勘かん違ちがいしちゃって……。えーと、ミーティングだけど、フルダイブとか対戦ステージじゃなくて、リアルでやることになってて……』

『ああ、それじゃ、参加は難しい……ですね』

　綸が俯うつむき加減になるので、ハルユキは急いで言い添えた。

『あの、綸さんだけなら大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。もうみんなと何度も会ってるし』

『ありがとうございます、有アリ田タさん。……ただ、私だけだと、兄の目的は達せられないかも、しれません』

『そっか……アッシュさんの目的って……？』

　何気なく訊きいたハルユキだったが、少し躊躇ためらってから綸が口にした言葉は、これが加速世界だったら驚おどろきのあまり一メートルほどジャンプして歩道橋の手すりを乗り越えて道路に頭から落下してもおかしくないほど衝しよう撃げき的てきなものだった。

『…………兄は……今日の領土戦に参加するために、ウーくん、オリーくんと一いつ緒しよにいったんグレート・ウォールを脱退して、ネガ・ネビュラスに加入したい……と…………』

「……………………は、はいいいいいい!?」

　と肉声で絶叫したハルユキに、通りすがりのサラリーマンが怪け訝げんな顔を向けていった。




　午前九時から始まった終業式は、教頭による開式の言葉、校長の式辞、部活その他の表彰、生徒会による活動報告、夏休みに関する諸注意、教頭による閉式の言葉という流れで進行し、九時五十分に終了した。チユリとタクムも壇だん上じようで地区大会の賞状──こればかりはまだ本物の紙でできている──を貰い、ハルユキは二人に向けて全力で手を叩たたいた。

　その後は各教室でロングホームルームが行われ、担任教師の菅すが野のから通知表が配付された。こちらはデジタルデータで、いつもはクリックするのにかなりの精神的エネルギーを消費するのだが、今学期はテストの点がそこそこ良かったこともあって、それほど身構えずに中を見ることができた。

　各科目の評価は体育を除いてそれなりに上昇していたのだが、ハルユキが嬉うれしかったのは、連絡事項欄らんに飼育委員会での活動について書かれていたことだった。夏休み中もホウの世話をしっかりやろう、と決意を新たにしつつ通知表のウインドウを閉じ、担任の「二年生の夏休みは大事な時期云うん々ぬん」というお決まりの訓示をじりじりしながら聞く。

　長い話はロングホームルームの終了時間ぎりぎりまで続き、「それじゃあみんな、二学期に元気な顔を見せてくれ！」という少々暑苦しい台詞せりふで締しめくくられた。チャイムが鳴り、菅野が姿を消した途と端たん、開放感に満ちあふれた空気が教室中に広がる。

　クラスメートたちのはしゃぎ声やガタガタと椅い子すが鳴る音を聞きながら、ハルユキは自分の席に座ったまま、胸いっぱいに空気を吸い込み、ゆっくりと吐はいた。

　二年生の一学期は、本当に色々なことがあった。四月、一学年下の新入生としてハルユキの前に現れたダスク・テイカーこと能ノウ美ミ征セイ二ジに、加速世界でも現実世界でも絶望的な逆境に落とされた時は、未来が闇やみに閉ざされたように思えたものだ。

　しかしニコや楓フウ子コ、チユリ、タクム、そして黒クロ雪ユキ姫ヒメに助けられ、能美との苦しい戦いに辛からくも勝利できた。六月初旬にはヘルメス・コードが実装され、大荒れのレースイベントを経て、楓子がレギオンに復帰した。

　六月中旬にはその場の勢い、あるいはものの弾はずみで飼育委員会に立候補し、委員長まで引き受けてしまってどうなることかと思ったが、そのおかげでホウと謡ウタイに出会うことができた。謡を無限ＥＫ状態から助けるべく帝てい城じように突入し、そこでトリリード・テトラオキサイドとも遭そう遇ぐうして、再会を約束した。

　その後、ＩＳＳキット事件の最中に六代目クロム・ディザスターになってしまったりもしたが、日クサ下カ部ベ綸リンが体を張って引き留めてくれたおかげでどうにか自分を取り戻し、謡の浄化能力によって災さい禍かの鎧よろいの呪のろいを解いて、《ザ・ディスティニー》と《スター・キャスター》を封印することができた。

　六月下旬にはウルフラム・サーベラスやショコラ・パペッターたちとの出会いがあり、月末の文化祭当日にアクア・カレント救出作戦と大天使メタトロン攻略作戦、そして加速研究会のアジトに拉ら致ちされてしまったニコの奪だつ還かん作戦が立て続けに行われた。文化祭の終わり間ま際ぎわには白の王ホワイト・コスモスが姿を現し、加速研究会の会長であることを認めるという一幕もあった。

　七月に入ってからも、生イク沢ザワ真マ優ユウに生徒会役員選挙への立候補を誘さそわれたり、緑のレギオンとの模も擬ぎ領土戦が行われ、最後の《四元素エレメンツ》だったグラファイト・エッジが姿を現したり、プチ・パケの三人がネガ・ネビュラスに加入したりと色々なことがあった。二日前には、ハルユキは楓フウ子コとともに再び帝てい城じように突入し、トリリードと再会し、帰ってきたらニコとパドさんにレギオン合併の話を聞かされ……そして今日、ついに白のレギオン《オシラトリ・ユニヴァース》との決戦に挑いどむ。

　決戦と言っても、ブレイン・バーストのシステム的には通常の領土戦と何ら変わりないので、ここで万が一敗れても即全損させられたりレギオンが消しよう滅めつしてしまったりするわけではない。しかし、白のレギオンのマッチングリスト遮しや断だん特権を奪うばい、加速研究会の隠かくれ蓑みのであることを暴ばく露ろするという手段は二度と使えなくなる。研究会は、ニコから奪った《インビンシブル》のパーツとそれを宿すサーベラスを《災さい禍かの鎧よろいマークⅡ》として育て上げ、加速世界に新たな──恐らくはＩＳＳキットの時よりも遥はるかに大きな破は壊かいをもたらすだろう。

　領土戦は、かつてないほど厳しい戦いになることは間違いない。しかし、勝たねばならない。ニコのために、サーベラスのために……そしていままでハルユキを助け、導いてくれたたくさんのバーストリンカーたちのためにも────。

「……くん。有アリ田タくん」

　ちょいちょい、と右肩をつつかれ、ハルユキはびくっと瞼まぶたを持ち上げた。

　立っていたのは、帰り支じ度たくを済ませた生イク沢ザワ真マ優ユウだった。ハルユキと眼が合うとくすっと笑い、上体を曲げて囁ささやく。

「夏休み中、選挙のことでいろいろ連絡すると思うけど、よろしくね」

「あ、う、うん、こちらこそ」

「四人目の仲間も、できれば七月中に決めたいから……これって人がいたら、教えてね」

「あ、う、うん、もちろん」

「じゃ、またね！」

　たたっと走り去って行く真優を、「うん、ま、また」などと言いつつ見送っていると。

「……いまの、ドユコト」

　という声が後方から降ってきて、恐る恐る振り向く。

　そこに立っていたのは、こちらも帰宅の準備を終えたチユリだった。胡う乱ろんげな顔で見下ろされ、思わず「ち、ちゃうねん」と答える。

「何がちゃうのよ」

「いや、その……いまのは単なる業務連絡というか……ホウレンソウというか……それより、えーと、タクは？」

「もう部活行ったわよ。ミーティング終わったらそのままハルんち行くって」

「あ、そ、そう」

　小刻みに頷うなずき、手早く帰り支じ度たくをして立ち上がる。時刻は十一時四十分。有田家でのレギオンメンバー合流は十二時を予定しているので、すぐに下校しないと間に合わない。

「よ、よし、急ぐぞチユ」

「あーのねえ！　委員長とホウレンソウだかアスパラガスだかしてたのはハルじゃないの！」

「わー、もうこんな時間だぁー」

「こら、誤ご魔ま化かすな！」

　などと言い合いをしながら教室を出て、下げ駄た箱ばこでスニーカーに履はき替え、昇降口に向かおうとした途と端たんに後ろからチユリが襟えり首くびをがっと摑つかむ。

「ほら、上履き忘れてるよ！」

「あ……そ、そうだった」

　持参したビニール袋に上履きを入れ、バッグに突っ込んで、改めて外に飛び出す。

　真っ青な空から降り注ぐ日差しは、真夏の光をたっぷりと含んで、ハルユキの眼を灼やいた。










　　　11




　黒クロ雪ユキ姫ヒメ──ブラック・ロータス。

　倉クラ崎サキ楓フウ子コ──スカイ・レイカー。

　四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイ──アーダー・メイデン。

　氷ヒ見ミあきら──アクア・カレント。

　倉クラ嶋シマ千チ百ユ合リ──ライム・ベル。

　奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コ──ショコラ・パペッター。

　三ミ登ト聖サト実ミ──ミント・ミトン。

　由ユ留ル木キ結ユ芽メ──プラム・フリッパー。

　日クサ下カ部ベ綸リン──アッシュ・ローラー。

　一時に合流するタクムを除けば、十二時からのリアル・ミーティング兼お食事会に参加するのはこの九人のはずだった。

　しかし、次々に登場するレギオン女性陣の迎え入れでてんやわんやになっていたハルユキは、ようやく全員がリビングルームに落ち着いたところで、ふと異変に気付いた。

　くっつけたソファセットとダイニングテーブルで談笑する、いと華やかなりける人々の数をキッチンの出口から「一、二、三……」と指折り数える。もう一度。更さらにもう一度。

「………………!?」

　叫び声を上げそうになる口を、ハルユキは両手で塞ふさいだ。

　────十人いる!!

　間違いない。ハルユキから見て手前側に五人。ベランダ側に五人。キッチンの中に引っ込み、誰だれか数に入れ忘れたかと脳内で名前を列挙するが、どれほど記き憶おくを絞っても関係者は九人までしか思い浮かばない。

　その時、リビングでショコラ・パペッター──奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コの声が響ひびいた。

「お茶のお代わり持ってきますねー」

　足音に続いてキッチンに姿を現した志帆子と眼が合うや、素早く手招きする。不思議そうな顔で近づいてきた彼女に、ひそっと囁ささやきかける。

「ショコ、大変だ……十人いる！」

「へ？　それがどうかしたの？」

「ほんとは九人のはずなんだ！　増えた一人はきっと、どっかのレギオンのソーシャル・エンジニアリングだ！」

「そーしゃる……って何、カラス君？」

「えーと、ハッカーとかクラッカーが、現実世界でターゲットに直接接触して情報を取ること、かな……いやいや、んなことゆってる場合とちゃうくて……」

　そこで、不意に志帆子は何かに気付いたような顔をした。両側で結わえたお下げ髪を揺ゆらし、呟つぶやく。

「あれ……変だな、黒クロ雪ユキさんから聞いてない？」

「へ？　何を？」

「あたし、ゆうべ連絡しといたんだけど……」

「は？　何を？」

　ハルユキは身を乗り出したが、志帆子が何かを答える前に、リビングから黒雪姫の呼び声が届いた。

「ハルユキ君、ちょっと来てくれたまえ！」

「あ……えーっ……と……は、ハイ……」

　嫌いやとも言えず、恐る恐るキッチンから出る。

　警戒しつつ微速前進するハルユキを見て、黒雪姫が悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみとともに言った。

「黙だまっていてすまない、キミがいつ気付くかと思ってな。実は、シークレット・ゲストを一人同行していたんだ」

「げ……ゲスト、ですか……？」

　どうやら敵対勢力の工作員に侵入されたわけではなさそうだと安あん堵どしつつ、ソファセットの上座に座る黒クロ雪ユキ姫ヒメの隣となりまで移動し、女性陣の顔を順に確認する。

　すると、確かに見知らぬ人物が一人、チユリと三ミ登ト聖サト実ミの間に座っていた。

　雰ふん囲い気きからして年上──楓フウ子コと同学年くらいだろう。薄うすいブルーの半はん袖そでセーラー服は初めて見るデザインだ。長めの前髪をアシンメトリーに切り揃そろえていて、なかなかにミステリアスな雰囲気を漂ただよわせている。

　色の薄い唇くちびるに笑みはなく、少々気け圧おされるものを感じながらも、ハルユキはぺこりと頭を下げた。

「あ、あの……はじめまして、ネガ・ネビュラスの有アリ田タ春ハル雪ユキです……あ、アバターネームは、シルバー・クロウです」

　すると、セーラー服の女性は斜めの前髪を揺ゆらして会え釈しやくを返し、雰囲気によく似合っているハスキーボイスで名乗った。

「こんにちは、シルバー・クロウ。ワタシは小オ田ダ切ギリ累ルイ」

「小田切……さん……」

　やはり名前にも聞き覚えはない。しかし、どこかで会ったような感覚が湧わき上がってきて、ハルユキは眉まゆを寄せた。しかしその既視感は、次の言葉を聞いた途と端たん、粉々に大だい爆ばく発はつして吹き飛んだ。

「アバターネームは、マゼンタ・シザー」

[image: ]

「……………………」

　んなあああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！

　と絶叫して真後ろにひっくり返りかけたハルユキの背中を、その反応を予想していたらしい黒クロ雪ユキ姫ヒメが右手でひょいと支え、再び立たせた。そちらに向き直り、両手をわたわた振り動かしながら喚わめく。

「せっ、せんっ、せんぱっ！　まっ、まままぜまぜまぜ」

「うむ……お昼は混ぜご飯もいいな」と黒雪姫が頷うなずき、

「いいわね、ミョウガと枝豆、大葉で夏らしくして……」と楓フウ子コが提案し、

「あっ、それおいしそう！　お魚もほぐして入れようよ！」とチユリが手を挙げ、

【ＵＩ[image: ∨]　なんだか、おなかが空すいてきたのです】と謡ウタイがコメントしたところで、ハルユキはようやく脳の再起動に成功した。

「ま……マゼゴハ……じゃない、マゼンタさんが、どうしてここに!?」

　もういちど叫ぶと、ようやく小田切累と名乗った女性の表情が動いた。唇の両側がきゅっと持ち上がるコケティッシュな笑みは、確かにあのハサミ使いアバターと共通するものだ。

「アッチ側とキャラクターはまったく一いつ緒しよね、シルバー・クロウ」

「は……え、そ、そうですか……？」

「ワタシが今日お邪じや魔ましたのは、チョコちゃんたちにスカウトされたからよ」

「あ……そ、そうだったんですか……って、す、スカウト!?」

　ぎゅんっと振り向き、キッチンから姿を現した志シ帆ホ子コを凝ぎよう視しする。

　かつてマゼンタと激げき闘とうを繰くり広げたはずの志帆子は、ハルユキと眼が合うやテヘヘと笑った。代わって、プチ・パケ組の頭脳担当であるらしい結ユ芽メが眼鏡を押し上げながら発言する。

「えーとぉ、ちょっと先走っちゃった感はなきにしもあらずなんですけどー、私たち、昨日、世せ田た谷がや第五エリアまでマゼンタさんに会いに行って、一いつ緒しよに戦ってくれるよう頼たのんだんですー。まあ、色々あったんですけど、最終的にはこういうことに……」

「ちょいちょぉーい！」

　と叫んだ志帆子が、駆け寄ってきて結芽の頭にチョップを決める。

「あいてっ」

「こらユメ、肝かん心じんなとこを飛ばさないでよね！　わたし、超がんばったんだから！」

「…………？」

　ハルユキが首を傾かしげていると、マゼンタこと累ルイがふっと微笑ほほえむ。

「チョコちゃんは、タッグを組んでるワタシとアボに一人で乱入してきて、判定勝ちしたの」

「へ、へえーっ！」

　これには素直に驚おどろくしかない。ショコラ・パペッターはレベル５、片やマゼンタ・シザーは６でアボカド・アボイダは５だったはずだ。合計レベルが倍以上のタッグにソロで勝利するというのは大金星以外の何ものでもない。

　しかし志シ帆ホ子コは、再び照れくさそうに笑いながらかぶりを振った。

「ううん、実際には、アボカドさんと一対一で戦っただけだから。──でも、ソロの対戦で、あんなに一生懸けん命めいになったのは初めてな気がする」

「そっか……──って、あれ、そのアボカドさんは来てないの……？」

　ハルユキが視線を志帆子から移動させると、累ルイは艶つややかな黒髪を揺ゆらして答えた。

「残念だケド、アボは世せ田た谷がやから動けないの。もう長いコト、入院してるから」

「入院…………」

　呟つぶやいたハルユキをちらりと見てから、累は隣となりの聖サト実ミに訊たずねる。

「ミントちゃんなら知ってると思うケド……砧きぬた公こう園えんの隣に、大きい病院があるでしょ？」

「あ……はい、子供の医療に力を入れてるところですよね」

「そう。元々は《国立小児病院》て名前で、いまは《国立成育医療研究センター》。ワタシとアボは、ソコで出会ったの」

　マゼンタの言葉に、謡ウタイが素早く指を動かした。

【ＵＩ[image: ∨]　私も昔、失語症の検査で何度か行ったことがあるのです】

「じゃあ、メイデンとはニアミスしてたかもしれないわね」

　累は、淡い微笑ほほえみを浮かべてそう応じてから、言葉を続けた。

「……アボの病気は、命にかかわるようなモノじゃないわ。ただ、病名は、ワタシの口からは言えない。本人はネガ・ネビュラスのメンバーにスゴク会いたがってたから、いつか、世田谷第五まで来てくれると嬉うれしい」

「ああ……もちろんだ。その時は、彼もレギオンに勧かん誘ゆうさせてもらおう」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが答えると、累は謝意を示すように頭を下げる。

　その様子を見詰めながら、ハルユキはどうしても考えずにいられなかった。病院で出会ったということはすなわち、累にも通院、あるいは入院する理由があったということだ。

　と、ハルユキの内心を読み取ったかのように、累が視線を向けてきた。斜めに切られた前髪は右眼をほぼ完全に隠かくしていて、左眼だけが強い光を湛たたえている。

　再び微笑を浮かべると、累は唇くちびるを開いた。

「……何年か前、成育医療研究センターに、小規模なレギオンが誕生した。アソコには、病気が理由で、生まれてすぐにニューロリンカーを着けさせられた子供が少なからず入院したり、通院したりしてたから。ワタシもそう……」

　一いつ瞬しゆん言葉を切り、累は自分の両手を見下ろす。

「……ワタシの病気は《ゲルストマン症候群》というモノで、ワタシの症状は《手しゆ指し失認》と《左右失認》……自分の指が識別しづらいコトと、左右が解わからなくなっちゃうコト。ニューロリンカーがあれば、指や手にマーカーを表示できるケド、それでも何度も思ったわ。手なんか一つでいいのに、指なんか一本でいいのに、って」

　累ルイの華きや奢しやな両手を見ていたハルユキはふと、彼女の右手首を、薄うすいがギザギザとした傷きず痕あとがぐるりと取り巻いていることに気付いた。まるで、右手を、大きなハサミで切り落とそうとしたかのような──。

「…………マゼンタさんが、『二つで一つのものが嫌きらい』って言ってたのは……そのせい、なんですか？」

　無意識のうちに、ハルユキはそんな問いを口にしていた。不ぶ躾しつけなことを聞いてしまったかと内心慌あわてるが、累は表情を変えることなく頷うなずく。

「それもあるわね。箸はしや靴くつ、ハサミ……それに人間の腕は、ソコに存在するダケで《左右》を生み出すから。幼稚園で箸の使い方を教わった時なんか、右側の箸を右手の人差し指と親指、中指で挟はさんで、左側の箸は親指と中指、薬指で挟んで……トカ言われて頭がどうにかなりそうだったわよ」

　ふふっと微笑ほほえむと両手を膝ひざに落とし、累は静かに語り続けた。

「……だから、病院で知り合った子にブレイン・バーストを貰もらって、自分のデュエルアバターに腕や指が普通についてた時はちょっとガッカリしたわ。でも……いちばんガッカリしたのは、ワタシの他のバーストリンカーたちが、最後に仲間になったアボを、外見を理由に虐いじめたこと。コレじゃ、外の世界と変わらないと思った。でもワタシには、レベルが上の彼らを止める力はなかった。だからＩＳＳキットを手に入れて……アボの《親》とワタシの《親》を含む、医療センターのバーストリンカーたちを全損させた」

　累の独白に、一同は無言で耳を傾けた。小規模コミュニティの内紛と瓦が解かいは、加速世界でも決して珍めずらしい話ではない。しかし彼女は、ただ状況に流されたのではなく、自みずからの意志で力を求め、力を行使したのだ。

「……そのコトを、後悔はしてない。ケド……ワタシが加速世界を変えられると思ったＩＳＳキットの力を、アナタたちは凌りよう駕がしてみせた。だからワタシは、アナタたちの戦いを最後まで見届けたい。許されるのなら、もういちど、今度は隣となりで戦ってみたい。もちろん……アレだけのことをしたワタシを、アナタたちが受け入れてくれるのなら……だけれど……」

　累が口を閉じても、しばらく発言しようとする者はいなかった。

　ハルユキは、そっと顔を動かし、累から最も遠いダイニングテーブルの端はしに座っている綸リンの様子を見やった。

　綸の《兄》であるアッシュ・ローラーは、先月末の文化祭の前日、マゼンタ・シザーの手でＩＳＳキットを強制的に寄生させられた。キットからの精神干かん渉しように苦しむ綸を助けるために、アッシュは一時、《断罪の一撃》による加速世界からの退場まで覚かく悟ごしたのだ。

　精神干渉が深刻なことになる前に、からくもキット本体を破は壊かいできたのだが、綸とアッシュが辛つらい思いをしたことは間違いない。綸は、マゼンタの言葉を、どのように受け止めたのだろうか──。

　その時、ずっと俯うつむき加減だった綸リンが顔を上げ、ハルユキを見た。

　いつもの柔らかい笑みを浮かべ、ゆっくり頷うなずくと、体を反らして思い切り息を吸い──。

「終わったことにフォーエバーとらわれてんじゃナッシ────ング!!」

　突然の叫び声に、全員がうわっと仰のけ反る。

　そんな中、恥はずかしそうに頰ほおを染めた綸は、首を縮めてか細い声で続けた。

「……って、兄なら言うと、思います。確かに兄……アッシュ・ローラーは、マゼンタさんと戦って、ＩＳＳキットを装着させられました。でも兄は、ＩＳＳキットの並列回路を通して、何かを感じたんだと……思うんです。自みずからＩＳＳキットの力を求めてしまったウータンさんや、オリーブさん……それに、マゼンタさんたちの想いを……」

　小オ田ダ切ギリ累ルイは、アッシュ・ローラーと日クサ下カ部ベ綸の不可思議な関係を知らないはずだが、しかし何も訊たずねようとはせずに顔を伏せた。薄うすい傷の残る右手を見下ろし、五本の指をそっと閉じる。

「……バーストリンカーが十人いれば、十通りの正しさがある」

　突然、黒クロ雪ユキ姫ヒメが毅き然ぜんとした声を響ひびかせた。

「我わが師、グラファイト・エッジはかつてそう言った。当時の私は、またあいつのカッコツケが出たと思って聞き流していたが……いまになって、そういうものなのかもしれないと思う。言うまでもなく、レベル10を目指す私の《正しさ》は、他の王たちにとっては《間違い》に他ならないのだし……我々が間違っていると信じる白の王や加速研究会の行いも、彼らにとっては揺ゆるぎない正義なのかもしれん。そう……だから私は、マゼンタ・シザーのしたことを、悪だと断罪するつもりはない。自分ひとりを利するためでなく、多くのバーストリンカーたちのためにしたことなら、なおさらな……」

　その言葉を聞いた累が、きゅっと下した唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　瞼まぶたを閉じ、眉み間けんに小さな谷を刻んで、三秒ほどそのままでいたが、すぐに体の力を抜いた。いままでどおりのクールな表情──いや、これまでにはなかった強い意志の光を左眼に宿して、黒雪姫に体ごと向き直る。

「黒の王──ブラック・ロータス。ワタシとアボカド・アボイダに、レギオンメンバーとして共に戦うコトを、許してほしい」

　頭を下げ、両手を持ち上げ、一いつ瞬しゆん迷うような仕草を見せてから二本の手をそのまま前に差し出す。

「──許すことはできない」

　黒雪姫は、静かにそう告げてから、柔らかい微笑を浮かべて続けた。

「なぜなら私も、仲間たちも、君に許しを求められる理由は一切ないからな。──こちらこそ、よろしく頼たのむ、マゼンタ・シザー。大きな戦いを前にして、君のような心強い仲間がレギオンに加わってくれたことを嬉うれしく思う」

　最後にもういちど微笑ほほえみ、黒クロ雪ユキ姫ヒメも両手で累ルイの手を取り、しっかりと握にぎった。

　頭を下げたままの累の顔は、垂れ下がった長い前髪にほぼ隠かくれていたが、それでも薄うすい唇くちびるが何かに耐たえるように引き結ばれている様子がハルユキにも見て取れた。彼女が耐えているものが、怒いかりでも悲しみでもないことだけは確かだと、ハルユキは思った。




　有アリ田タ家ホームネットを介した、黒雪姫と小オ田ダ切ギリ累の通常対戦──残念なのかほっとすべきか、英気を蓄えておくために実際の戦いは行われなかった──によってレギオンへの加入手続きが終了すると、一同は昼食の準備に取りかかった。

　何せ、女性陣十名プラス男性一名、それに一時から合流するタクムを加えて合計十二名という、これまでで最大規模の食卓だ。ハルユキは「冷凍ピザいっぱいありまっせ」と真しん摯しな提案を行ったのだがチユリにすぐさま拒否されてしまう。

「あのねえ、あたしたちはもうすっかり混ぜご飯モードなの！」

「さ、さいですか……でも、ご飯だけってわけにも……」

「まーそうだけど……混ぜご飯をおにぎりにすれば、おかずをもう一品と、あとは汁物くらいでいいよね、お昼だし。ういちゃん、何がいいかなあ？」

【ＵＩ[image: ∨]　そうですねえ……汁物は夏らしく、そら豆の和風ポタージュとかいかがでしょうか】

「おお～、最近の小学生は小こ洒落じやれたレシピを知ってますなあ～」

　チユリが謡ウタイを後ろから捕獲し、ほっぺたを両手で高速ぷにぷにする。

【ＵＩ[image: ∨]　やｍてきだｘさいー】とチャットで悲鳴を上げる様子を鑑賞しつつ、

「で、もう一品のおかずは？」と訊たずねると、意外なところから声が上がった。

「からあげ」

「へっ……？」

　発言者のあきらを見ると、ミーティング中は沈ちん黙もくを守っていた《用心棒バウンサー》は、たいへん真剣な顔で繰くり返した。

「おにぎりには、からあげなの」

　全員、無言で頷うなずくしかなかった。

　献立が決定したので、ハルユキは買い出し部隊の隊長を引き受けてモールの食料品売り場へと急いだ。黒雪姫作のショッピング効率化アプリの威力で、多岐に亘わたる買い物リストをわずか五分でクリアし、ついでにバタフライ・ポイントを一点獲得して自宅に戻る。

　そこからは、ハルユキにはほとんど出番はなかった。何せ、有田家のＬＤＫは十人にも及ぶ女子たちでごった返しているのだ。何かあって母さんが帰ってきたらどうなってしまうのだろう、などとおののきつつそら豆の薄うす皮かわを剝むく。

　ともあれマンパワーというのは偉大なもので、午後一時にタクムが玄関チャイムを鳴らしたのとほぼ同時に、テーブルには《ほぐし鰺あじと枝豆、ミョウガ、大葉の混ぜご飯おにぎり》、《そら豆と豆乳の冷製和風ポタージュ》、《山盛りトリ唐から揚あげ》というメニューがどーんと並んだ。

　ハルユキの後からリビングに足を踏ふみ入れたタクムは、ひしめく女性陣とうずたかい唐揚げを見るや、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「……ハル、なんて言うか……現実とは思えない状況なんだけど……」

　そんな呻うめき声を漏もらす幼おさな馴な染じみに、「まだビビるのは早いぞタク」と囁ささやき返し、小オ田ダ切ギリ累ルイを手招きする。

　二人が向き合うと、咳せき払ばらいをひとつしてから右手で紹介する。

「えー、小田切さん、こいつが黛マユズミ拓タク武ム……シアン・パイル」

「……はじめまして。リアルで会えて嬉うれしいわ」

　例のマゼンタ・スマイルを浮かべる累に、タクムは怪け訝げんな顔で会え釈しやくを返す。再び咳払いすると、今度は左手を持ち上げる。

「で、タク、こちらが新しくレギオンに入った小田切累さん……マゼンタ・シザー」

「どうも、はじめまして……」

　と右手を差し出してから、タクムが珍めずらしく「まじぇんざっ!?」というような怪音を発しつつ仰のけ反った。

　歴史と伝統あるネガ・ネビュラスごはんの会でも前代未聞の十二人ということで、料理長シエフのチユリと副料理長スーシエフの謡ウタイは充分以上の量を作ったつもりだったようだが、おにぎりとポタージュ、唐から揚あげは二十分後には綺き麗れいに消しよう滅めつしてしまった。

　とはいえ足りなかったわけでもなく、皆が満ち足りた表情で「ごちそうさま」を唱和し、協力して後片付けを済ませると時刻は午後一時三十分となった。

　全員をリビングに集め、レギオンマスターの黒クロ雪ユキ姫ヒメとサブマスターの楓フウ子コがベランダを背に並んで立つ。

「最初に確認しておくが、梅うめ郷さと中以外の学校に通っているメンバーも、全員今日が一学期の終業式だったと思っていいな？」

　黒雪姫がまずそう問うたので、楓子と謡ウタイ、累ルイ、綸リン、あきらが揃そろって頷うなずき、三人組を代表して志シ帆ホ子コが「いいでーす！」と声を上げる。

「うむ。それでは、この場の全員が明日から夏休みなわけだ。皆、いろいろと楽しみな予定もあるだろう。もちろん私にもある……」

　そこで一いつ瞬しゆんだけハルユキに視線を向けてくるので、僕も山形旅行が楽しみです！　と思念で答える。伝わったかどうかは定かでないがかすかに微笑ほほえみ、黒雪姫はスピーチを続けた。

「その夏休みを、楽しく充実したものにするためにも、今日のオシラトリ・ユニヴァースとの領土戦には絶対に負けられない。残念ながら私は杉すぎ並なみエリアの防衛に残る予定だが、頼たのもしい仲間も増えたことだし、皆が必ず目的を果たしてくれるものと信じている。どうか──宜よろしく頼む」

　黒雪姫が頭を下げると、隣となりの楓子が右みぎ拳こぶしを高々と掲かかげた。

「みんな、サッちゃんに勝利を報告できるように、頑張りましょう！」

　おお──!!　という十人の唱和が、広いリビングルームいっぱいに響ひびき渡った。




　午後一時四十分。

　現時点で総勢十一名──大天使メタトロンを加えれば十二名となったネガ・ネビュラスは、システム的にはまだグレート・ウォールに所属している日クサ下カ部ベ綸を加えた一団となって、有アリ田タ家から出しゆつ撃げきした。

　と言っても、これまでのミッションのように、無制限中立フィールドへダイブしたわけではない。玄関で順番に靴くつを履はき、二列でマンションの共用通路を歩き始める。

　最初の目的地は、ＪＲ中なか野の駅の近くにある総合商業施設、中野セントラルパーク。道なりで約千二百メートル離はなれているが、徒歩でも十五分あれば到着できる。

　集団の最後尾をタクムと並んで歩いていると、幼おさな馴な染じみが小声で言った。

「……ハル、これはそろそろ、我わがレギオンの男女比の甚はなはだしい不ふ均きん衡こうについて真剣に考えるべき時かもね……」

「全面的に同意……」

　と答えつつも、六種類にも及ぶバリエーション豊かな制服姿の──あきらだけはいつものジーンズ姿だったが──女子たちが連れ立って颯さつ爽そうと歩くさまはまるで映画のようで、こっそり録画しておきたいような気がまったくしないと言えば噓うそになると言わざるを得ない。

「……あ、でも、もうすぐやや改善されるかも」

　呟つぶやき、すぐ前を歩く日クサ下カ部ベ綸リンのシャツの裾すそをちょちょいと引っ張る。振り向く綸をそのまま女子集団から離り脱だつさせ、小声で訊たずねる。

「あの、日下部さん。ウータンさんと、オリーブさんは大だい丈じよう夫ぶそう……？」

「あ……はい。もう、中なか野の第一エリアのどこかで待機しているはず……です」

「そっか。じゃあ、あとは加入手続きだけだね」

　二人の会話を隣となりで聞いていたタクムが、不思議そうに首を傾かしげる。そちらには「あとで説明するから」とだけ囁ささやき、しばし考えを巡らす。

　アッシュ、ウータン、オリーブ三人組からのネガ・ネビュラス加入の申し出は、すでに黒クロ雪ユキ姫ヒメにも伝えてある。正確には、彼らが希望しているのは加速研究会との戦いが決着するまでの時限移籍ということだったが、黒雪姫も迷わず了承した。戦力はいくらあっても多すぎるということはないし、アッシュたちならスパイの可能性を疑う必要もない。

「……考えてみれば、ここ一週間で、ずいぶん仲間が増えたよな……」

　エレベーターを待ちながら、ハルユキは半ば独り言のように呟いた。

　プチ・パケ三人組。マゼンタ・シザーと、加入はまだだがアボカド・アボイダ。アッシュたち三人組。メタトロンも加えれば、総勢十六人にもなる計算だ。更さらに、ハルユキが連絡を待っている、この上なく頼たのもしいもう一人──。

　そして、ネガ・ネビュラスは、十数分後にプロミネンスとの合併交渉に臨む。全すべて問題なく承認されれば、一気に五十人近い規模の新レギオンが誕生する。もはや他の王たちのレギオンと比べてもまったく遜そん色しよくのない戦力だ。

　もちろん、レギオンが大きくなることに不安はある。急造の大組織がちゃんとひとつにまとまれるのか、意見の対立から再び分ぶん裂れつを招いてしまうのではないのか……。

　──いや。

　──僕が本当に恐れているのは、いまのこぢんまりとして居心地のいいネガ・ネビュラスがなくなってしまうことだ。レベルも実力も上のバーストリンカーたちの中で埋まい没ぼつし、シルバー・クロウが居場所を失ってしまうことだ。

　この上なく利己的で、身勝手な不安。しかし、そんな気持ちが心の片隅に存在することを、決して否定はできない……。

「…………ハル」

　不意に、耳の近くでタクムの囁き声が響ひびいた。

「最初はハルとマスターのたった二人だけだったネガ・ネビュラスを、ここまで大きくしたのは君だよ。君が一生懸けん命めい頑張り続けたから、こんなにたくさんの人が黒の旗の下に集つどったんだ……それは、ぼくも例外じゃない」

「……オレは、ただ、無我夢中で……」

　ぼそりと答えると、背中をどんと力強く叩たたかれる。

「なら、これからもそうすればいいじゃないか。まだまだ目指すものはたくさんあるんだろ？　ずっと遠くの目標に向かって、脇わき目めもふらずに飛び続ければいい。そうすれば、ぼくは……みんなは君を追いかけるよ。いつまでも」

「……そう言われるとなんか背中がこそばゆいけど……でも、確かに、立ち止まってるヒマなんかないよな……。まずは、今日のオシラトリ戦で、全力を尽くさないと……」

　そう答えると、ハルユキは左手で、取得したばかりのレベルアップ・ボーナスが装着されるはずの場所にそっと触ふれた。

　レギオンがどんなに大きくなっても、その中心に黒クロ雪ユキ姫ヒメが存在することは永遠に変わらない。暗黒星雲の中心で、巨大な引力を放つはじまりの恒こう星せいのように。

　エレベーターが到着し、十二人はすし詰めになりながらもどうにか一度に乗り込むと、地上へと降下した。

　土曜昼過ぎのショッピングモールは大いに賑にぎわっていたが、学年も制服もまちまちな集団はひときわ人目を引くようだった。しかし女性陣はまったく気にする様子もなく、最後尾に男子二名を引き連れながら堂々とガレリアを縦断すると、エントランスホールの隅でいったん立ち止まった。

　大屋根を出た先に広がる赤あか煉れん瓦が敷じきのフロントガーデンは、真夏の陽光を浴びて白く輝かがやいている。あの光の先に、レギオンの未来を決める合併会議と──オシラトリ・ユニヴァースとの決戦の地が待つ。

　黒雪姫が、黒髪をふわりと翻ひるがえして振り向いた。強い日差しを背負って立つその姿は、輪りん郭かくが朧おぼろ気げに輝いて、まるで光のオーラに包まれているかのようだった。

　レギオンマスターは、一同を順に見ると、凜りんとした声を響ひびかせた。

「では──行こう！」





つづく　　　












　　　あとがき




『アクセル・ワールド19　暗黒星雲の引力』をお読み下さってありがとうございました。

　という恒例の一文を書いてから、「あれ……ほんとに19巻だっけ？　17くらいじゃなかったっけ？」と思って確認したんですがやっぱり19巻でした。いやー、いつの間にやらずいぶん巻を重ねてしまいましたね……。

　現在進行中の《お姉さん編》、もとい《白のレギオン編》が始まったのは17巻なので、それからもすでに三冊目ということになります。ようやくもろもろの準備が終わっていよいよ決戦ということになりますが、なんとか次の巻で決着をつけられるといいなーと思っております。

（以下、本文の内容に触ふれておりますのでご注意ください！）

　この19巻では、ネガ・ネビュラスを取り巻く状況が大きく変化しました。初期の構想では、楓フウ子コたち《四元素エレメンツ》のあともじわじわとレギオンメンバーが増えていくような流れを想定していたのですが、なぜかこの巻で一気に加入、ということに……。本文中でタクムも言っていますが、レギオン内男女比の不ふ均きん衡こうがいよいよデンジャラスな感じになってきてしまったので、そのへんも今後バランスを取っていきたいです。そう簡単に取れる気はしませんが（笑）。

　もっともお隣となりさんレギオンとの合併が成立すれば、名めい簿ぼ上じようはＭ型もかなり増えるはずなんですが……。とりあえず、表紙にもようやく《三獣士トリプレツクス》の残り二人ことカッシーくんとポッキーさんが登場しております。心強い味方となってくれると思いますので、応援よろしくお願いします！

　さて。この19巻の発売に先駆けて、《電撃文庫　秋の祭典２０１５》にて発表されたと思いますが、アクセル・ワールドの新作アニメーションがつくられることになりました！　制作はもちろんサンライズ第８スタジオさま、メインスタッフ諸氏もテレビアニメ版から引き続いて参加してくださいまして、企画実現にご尽力頂いた関係者の皆様と、そしてもちろんいままでアクセルを応援してくださった読者の皆様に深く感謝いたします。

　内容に関してはこれから各媒ばい体たいにて発表されていくと思いますが、時系列的にはいまやっている《白のレギオン編》の少し未来のお話になります。パッケージの発売に先行して劇場公開も行われる予定ですので、どうぞ大画面でお楽しみ頂ければ幸いです。




　どーんと増えた女性キャラ陣を口絵見開きでどどーんと描いて下さったイラストのＨＩＭＡさん、タイトロープなスケジュールを華か麗れいに管理して下さる担当の三み木きさん、今回もありがとうございました。それでは皆様、20巻でお会いしましょう！





二〇一五年九月某日　　川かわ原はら　礫れき　





















次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン　プログレッシブ４』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

「唐揚げ」と「空揚げ」だと「唐」のほうが馴染みある感じでしたが、出版業界のデフォルトは「空揚げ」みたいですね。からあげ食べたいですね。
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イラスト／ＨＩＭＡ

10月３日生まれ。挿絵は今シリーズが初のイラストレーター。『電撃萌王』小冊子への寄稿を見た文庫編集者が、今回の挿絵依頼をオファーしたことがきっかけ。本業仕事の合間を縫って、ブログやＳＮＳサイトなどでイラストを発表している。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「HIMA先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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